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　不安？　ううん。

　キミのこと信じてたよ。──ずっと、ずっと最初から。








夜奏　『あなたは夜明けに微笑ほほえんで』










１　─奏でる少女の旋律は─






　窓ガラスを通した世界。

　透きとおるように遠く感じる夜空があった。

「……もう一年になるんだ。早いや」

　自じ嘲ちようじみた笑みを浮かべ、エイダはテーブル前の椅い子すに腰を下ろした。赤銅色に日焼けした肌と亜あ麻ま色いろの髪、小柄でボーイッシュな顔だちの少女だ。

「祓名民ジルシエが嫌で親父おやじとケンカ。それから家を飛び出して……もう一年か」

　トレミア・アカデミー。

　大陸辺境の地にありながら、生徒数千五百人を数える大規模な専修学校である。

　その総務棟一階、教師控え室。本来なら教師の団だん欒らんの場であるはずが、今はエイダ以外に誰だれ一人として姿はない。それも当然──壁掛けの時計が指す時刻は、早朝とすら呼べない夜。日の出だってまだ一、二時間は先だろう。

　自分の呼吸すら聞こえないほどの沈黙。

　ただ一つ、時計の秒針が時を刻む音だけが響く部屋で。

「外に出たせいで冷えちゃったかな」

　ふと身体からだを小刻みにふるわせ、エイダは半はん袖そでからのぞく自分の二の腕をさすった。

　日焼けした肌のその下で、全身の筋肉が寒さで強こわばっているのがわかる。真冬の季節、冬服を取りだすのが面倒という理由から夏服で頑張ってきたけれど、じっとしてるとさすがに肌寒い。

「──寒がりか」

　その単語に、脳裏をよぎったのは瘦そう軀くの祓名民ジルシエの顔だった。

「あいつも、あい変わらず寒がりなのかな」

　……アルヴィル。

　この真冬にもかかわらず、あの男はだぶついた麻色のズボンにシャツ、その上には黒獣皮のベストという軽装だった。そのベストも夏用に通気性を重視したものであり、冬の寒風を考慮したものではない。

　ずっと前からそうだった。あんな瘦やせた身体で人一倍寒がりのくせに。

　あれは、いつの頃のやりとりだっただろう──




〝ひ……、さ、さみぃ！　やべぇ……おい、凍る！　寒くて死ぬっ！〟

〝寒いなら上着もってくればいいじゃん。そんな薄着して鎗やり振りまわすんだもん〟

〝ばか、これは俺おれのスタイルだから譲れないの。もっとマシな案頼む〟

〝なら筋肉つければいいよ、うちの親父シャツ一枚でピンピンしてる〟

〝俺に旦那みたく鍛えろってのか？　似合わねーのわかってんだろ！……っつ寒ぅっ！　よ、よぉ……ちょっと休憩しようぜ。寒くて死んじまう〟




「バカはどっちなんだかね」

　窓に映る自分の姿、エイダはあえて目をそらした。

　そこに映る自分はきっと可お笑かしそうに笑ってる。それがわかっていたからだ。

　……結局そうなんだ。

　……あたしは今も、あいつとの思い出に焦がれてる。

　やり直したい。心の底で、昔の自分がそう願ってる。だからこそ──




〝どちらか一個選べ。祓名民オレか、名詠学校オマエかをな〟




　競闘宮コロセウムで告げられ、自分は答えることができなかった。答えることでもう片方を失ってしまうことが怖くて、どうしても口にすることができなかった。

「……あたし手先器用じゃないんだけどな、細こま々ごましたのって性に合わないし」

　テーブルの上に置いていた小箱に、エイダは両手をそっと乗せた。黒い布で表面を覆った小箱。蓋ふたの縁ふちにはいかにも安物めいた色の金細工が施してある。

　開けたそこには、綿わたに包まれた銀色の首飾りネツクレス。けれど銀色の鎖は途中でいくつにも砕け、細かい破片も含めれば十個近くに分断されていた。

「つけて走って……落とした時に壊れちゃったんだよね」

　アルヴィルの分と組ペアで買ったものだ。

　自分の分を壊してしまったこと、アルヴィルにはどうしても告げられなかった。

　言えば、手先の器用なあの男なら直せるかもしれない。けれど思い出の品を壊してしまったことを告げるのが怖くて……結局何年も隠しとおしてきたのだ。

「……ずっと壊れたままだったもんね」

　小さな破片をつまんではテーブルに置いていく。その作業が終わらぬうちに、

　──トン──

　扉がノックされる音。この時間にここへ来る相手……おそらくレフィスだろう。

「開いてるよ」

　音もなく扉が開く。

　予想していた銀髪の青年の姿はなく、入ってきた人物は誰もが目を瞠みはるほど筋骨逞たくましい大男だった。真冬の夜明け前、この寒さの中ですら上着はシャツ一枚という偉い丈じよう夫ふだ。

「って、なんだ親父か。カイ様とかと一緒にケルベルク行ったんじゃ？」

　クラウス・ユン＝ジルシュヴェッサー。見慣れた父親の姿に溜ため息いきをついた。

「医術は門外だからな。私が付きそったところで周りの人間が怖がるだけだから来るなと言われたよ……サリナルヴァのやつめ」

「否定できないね」

　肩をふるわせ、父親に悟られない程度に微苦笑。

「探したぞ。最初は女子寮にいるとばかり思ってたんだがな、寮の管理人からお前が帰った記録がないと言われた時は正直弱った」

「そりゃあたしの部屋は友達と相部屋だもん。あたしがこんな徹夜で起きてたらサージェスだって気になるでしょ。あの子まで眠れなくなったら可か哀わい想そうじゃん」

　まくし立てる勢いでそこまで告げて、エイダはテーブルに片かた肘ひじをついた。

「で、こんな時間に何の用？　親父が忙しいのはわかってるけど、あたしだって──」

「アルヴィルのことだ」

　父親の口から出た名前に、肘をついた手が一瞬ふるえた。

「……アルヴィルの、具体的に何のこと」

「アルヴィルに会いに行く気か？」

「勝手に決めつけんなっての。どうしてそう思う」

　睨にらみつけるように見上げる。するとその偉丈夫は、部屋の隅を指で示してみせた。

　自分の背後にたてかけてあるのは、鈍にび色いろの光沢をもった銀色の鎗。

「お前にしては祓ジ戈ルの手入れが丁寧だからな」

「……いつも綺き麗れいだよ」

　祓ジ戈ルの汚れを乾いた布で拭ふき取る。それはエイダにとって手入れ以上に──精神を集中させる儀式としての役割が大きいものだ。

　そして、普段より手入れに時間をかけていたのも事実。

「いつ発たつ気だ」

　父親の口調は確信しきったものだ。

　──全部お見通しってことなのね。

「夜が明けたらすぐ。先に言っとくけど、反対されたって行くからね」

「いや」

「まさか一緒に連れてけって？」

「そうしたいのも山々だが、あいにく身動きが取れない身でな」

「じゃあなにさ」

　出発まであと数時間。集中するべき時間をいつまでも妨害されるわけにはいかないのだ。いいかげん言葉の応酬にも倦うんできたところに。

「アルヴィルに伝えておいてくれ」

　父親から投げ渡されたのは一枚の紙片。テスト用紙ほどの大きさの紙を、手の平に収まるまで折りたたんであるものだ。

「ん？　これに何か書いてあるってこと？」

「今は荷物の中にでもしまっておけ。お前がアルヴィルに勝てたら思いだせばいい。私からはそれだけだ」

「ふーん、まあそれくらいなら」

　紙の中身が何なのか、それは気にならなかった。今はとにかく、目の前に集中しなければならないことが残ってるから。

「……言い忘れてた、あと一つ」

　扉のノブに手を伸ばそうとした父親が、その姿勢のまま動きを止めた。

「なに？　まだ言──」

「無事に帰ってこい」

「…………」

　あまりに単純であまりに明確な言葉だったからこそ、一瞬、誰に向けての言葉かわからなかった。けれどそれは、口数も少なく気の利いたことも喋しやべれない父親らしい──

「なーに言ってんだか」

　父親がこの部屋に入ってきて初めて、エイダは自然に笑うことができた。

「誰の娘だと思ってんの。あたしを信用なさいって」

「ああ、そうだったな」

「そうそう、わかったらさっさと出て行く。あたしも忙しいし親父だって寝てないんだろ。少しは休んでなって」

　父親の背を押して無理やり部屋から追いだした。

「さて、と」

　再び椅子に座り直し、テーブルの上に置かれた首飾りネツクレスをじっと見つめる。

　……負けない、だけじゃだめなんだ。

　勝たなくちゃいけない。アルヴィルにも、そして昔の自分にも。

「────」

　目をつむり、息を吐く。

　再び静まった室内で、エイダは一人心を静めた。




　日の出まで、あと一時間。





２　─傷持てし者の詩、謳うたえ敗者の王─






　トレミア・アカデミー、総務棟に面した舗装路で。

　吹きすさぶ寒風に身をさらし、銀髪の青年──レフィスは、いまだ日の見えぬ空をじっと見上げていた。

「ミシュダル、あんたは」

　白くにごる吐息を凍いてつく風がさらっていく。

　足先から凍りつくような寒さなのに、身体の芯しんが取り憑つかれたように熱かった。

「……俺のためにここまで来てくれたっていうのか」

　思い返すまでもない。

　灰色名めい詠えいの兄弟子にあたる男と出会って、まだ数時間とたっていないのだから。
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　時は、遡さかのぼる──




　頭上からは吹き下ろす冷気、地上からは吹き上げる寒風。

　枯れ葉の粉ふん塵じんが狂ったように舞い乱れるなかで。

「なおさらわからないな」

　緊張にふるえる手を握りしめ、レフィスは目の前の男をにらみ返した。

「ほう？」

　色いろ褪あせた旅人服に頭までを包み隠した男、そのフードの下には粘り着くような笑みが張りついている。ミシュダル──レフィスの師ヨシュアと共に灰色名詠を構築した名詠士。理論の構成を師ヨシユアが行い、その理論の実践を担当していたのがこの男だ。

　実質、灰色名詠の全すべての名詠を操る男と言って過言ではない。

「俺はまだ単純な話しかしていないが、何がわからない？」

「お前がここにいる理由だ」

　凱がい旋せん都市でレフィスはシャンテから聞いていた。彼女の話では、ミシュダルは捕まり取り調べを受けていたはずなのだ。その監視下を抜けだし、多くの目に留まる危険を覚悟してまでここに現れたのはなぜだ。しかも、自分がまさにこの学園にやって来たというタイミング。偶然にしてはできすぎている。

「野暮用だよ。と言っても、話すには邪魔がいるな──そこの祓名民ジルシエの娘」

　ミシュダルが顔を向けた先、自分の隣に立つエイダがぴくりと反応した。そう、自分と彼女が総務棟の室内にいたところに、この男が現れたのだ。

「せっかく感動の再会なんだ、邪お魔ま者えは先の部屋にでも戻るがいいさ」

「そう言われてあたしが引き下がると思う？　お前が何やらかしてくれたか考えてみろってんだ」

　祓名民ジルシエの鎗を握りしめたままエイダが返す。

「なるほど、もし今この時でなければ正論。だがエイダ・ユン＝ジルシュヴェッサー、お前こそ今の状況が見えてない。俺がいかに無力か考えてみろ」

「……どういう意味だ」

「五色の名詠、そして灰色名詠がこの世界から消え去った。その状況で名詠士おれに何ができるのかと訊きいているだけさ。今の俺はお前にとって臆おくする価値すらない。俺がここでレフィスに、あるいは学園に何か仕掛けることができると思うか？」

　エイダが口をつぐむ。

　彼女が態度に示すように、ミシュダルの言葉には相応に信しん憑ぴよう性せいがあった。

　だから。

「エイダ、悪いけど先に部屋に戻っててくれないか。俺は心配ない」

　彼女にだけ伝わるよう声を抑えて告げた。

「でもな、あたしだってこいつには」

「頼む……気になるんだ」

　視線はミシュダルに向けたまま、レフィスは再度うなずいた。

「灰色名詠が使えないのは間違いない。それは俺も自分で試してみてわかってる。だから、あいつが何かできるとも思えない。それに」

　──今までのあいつじゃない。

　少なくとも、自分がケルベルク研究所支部で相まみえた時のミシュダルじゃない。何かが違う、そんな気がする。

「……一つだけ。何かあればすぐさっきの部屋に来てあたしを呼ぶこと」

　そばに立っていたはずの少女の気配がふっと消える。

　それを目で追うより先、聞こえてきたのはミシュダルの押し殺した笑い声だった。

「案外あっさり消え失うせたな。あの娘も別の用でもあると見える」

　アルヴィルという祓名民ジルシエと交えるための準備がエイダにも残っている。鎗の手入れもあるが、何より──そのために心を研ぎ澄ませる瞑めい想そうの時間が必要。

　レフィスがエイダを行かせた最大の理由がそれだ。

「そうだな。だからこそ俺とお前だけで話がしたい」

「俺がわざわざ脱獄してまでここに来た理由か？……そうだな」

　顎あごの先に手をのせ、演技とわかる仕し草ぐさで考えるふりをする灰色の名詠士。

「ひよっこ二人がどれだけ成長したか気になった、と言えば満足か？」

　二人。……一人が俺だとしてもあと一人は？

　考えるまでもない。自分以外にこの男と因縁のある人間はネイトしか思いうかばない。

「一人には既に会ってきた。クルーエルとかいう小娘を失って、さぞ歪ゆがんだ成長をするかと思えば、逆にますますまっすぐになった小僧だ。それに比べお前はどうだ、レフィス」

「……俺？」

「そう、お前だよ」

　フードに隠れた男の表情から笑みが消えた。

「テシエラという黄の大特異点に惨敗を喫しながら、もう一度、あろうことか無為無策で挑みに行く？　一朝一夕で縮められる差でないこと、もっとも身に染みて感じたはずのお前がか？」

「──っ、なんでそれを！」

　テシエラと戦ってからまだ数日と経過していない。なぜあの場にいなかったはずの男が、それも獄中にいながらそこまでの情報を。

「答えろミシュダル、誰からその話を聞いた！」

「誰からだと？　そんなくだらんことを気にするより、お前自身の愚考をどうにかするんだな。格上の実力者相手に無策で挑もうとする滑こつ稽けいな冗談を」

　合間の呼吸すら惜しむように、ミシュダルの言葉に終わりはなかった。

「さらに言えば灰色名詠が消滅した状態でどうやって？　とりあえずもう一度行ってみよう？　何とかなるかもしれない？　だめならその時考える？────強がるのも大概にしろこの若造が！」

「っ、……っ！」

　激情に身体を硬直させ、それでもレフィスは奥歯を嚙かみしめて堪こらえることを選んだ。

　ミシュダルのそれは嘲ちよう笑しようではなかった。

　怒り、それも大人が子供を諭すような怒りの口調だったからだ。

「……じゃあどうしろってんだ。名詠式が使えないからって、使えたところで黄の大特異点テシエラには勝てないからって、それで諦あきらめろだなんて言う気か」

「なぜ限界をそこに設定する？」

　淡々と、平坦な口調でミシュダルは続けた。

「消えた灰色名詠を復活させ、あの女に勝つ方法を模索する。それだけで済む話だ」

「……そんな都合のいい理屈」

「そうだ、これはもとより不可能にも見える話。そんな希望などない空そら言ごと。だがな、俺もヨシュアも、灰色名詠の詠い手は誰しもそんな絶望を一度は経験しているんだよ。お前だけがぬるま湯に浸つかったまま。だから勝てない」

　それは、競闘宮コロセウムでテシエラから告げられた言葉とも似たものだった。




〝あの男と比べて坊やはヌルいのさ。名詠式の技術、呼吸。挙げれば色々あるだろうが、何より灰色名詠への執念がない。ねっとりと絡からみつくような盲愛がない〟




　事実、レフィスは勝てなかった。テシエラにもこの男にも。

「……それで、あんたはそれを皮ひ肉にくりたくてここまで来たってのか」

「────」

　沈黙を答えとするかわり、ミシュダルがすっと左手を前に突きだした。

　銀色にも似た灰色の光に包まれ、頭上へと向けた手の平。その数センチ上を浮遊する灰色の球形結晶。見覚えがある。『セラの庭園』で見た五色の浮遊結晶そのものだ。

　ただし色だけが五色でなく、白が濁ったような灰色で。

「俺をここに連れてきたのはアマリリスと名乗る存在さ。クルーエルとやらによく似た姿の……調律者サマだったか？　そう、ヨシュアが風の生まれる島ツアラベルで出会い、そして灰者の王ラステイハイトを封律したという張本人だ」

　アマリリス──ミクヴェクスに離反し、クルーエルを守護していたという存在だ。言われてみれば、クルーエルが消滅した時はその事実が大きすぎ、アマリリスがどうなったかまでは意識が及んでいなかった。

　そのアマリリスが……調律者がミシュダルをここに連れてきた？

　それはどうして？

「俺自身も疑問だった。なぜそんな大層な存在が、ちっぽけな老人に過ぎぬヨシュアの生みだした灰色名詠、そしてその真精を封律したのか。──だが実際は逆だった、その調律者サマは封律したのでなく守っていたのさ。アマリリスが自分の力で囲いこむことで、灰色名詠はミクヴェクスの影響を最小限に抑えられる。つまり五色の名詠式が消えた時も、灰者の王ラステイハイトはアマリリスという究極の守護の下、保護されていたわけだ」

　真精が各色の支配者。つまり真精さえいればその色の名詠式は保たれる。

　ならば真精が復活すれば、その名詠色もまた──

「まさか……ミシュダル、あんたが持ってるのは…………」

「そう、アマリリスが自らの守護によって保護していた灰者の王ラステイハイトだ。こいつを解放することで、灰色名詠は一時的ながらも復活する────っ！」

　ミシュダルの拳こぶしが震えたのは一瞬。

　刹せつ那な、灰色の結晶は音を立てて千ち々ぢに砕け散った。




　リッ……ッィィィィッッッ…………ッッッ……ッ…………




　ハンドベルの演奏を思わせる音色を奏で、結晶が光の粒へと姿を変える。

「これで灰色名詠はしばしの時、使えるはずだ。あの小僧の夜色名詠はもとより生きているらしいな。お前、そして祓名民ジルシエの娘と合わせて戦力は三人。十分だろう？」

「待て……待ってくれ！」

　背を向けるミシュダルへ、声を振り絞った。

　喉が渇いて張りつくせいでまともに声がでない。棒立ちになったまま足すら動かせず、せめて届かぬ手をその背中へと伸ばして。

「あんた、そのためにここまで来たっていうのか……俺のために、どうして！」

「思い上がるな、名詠式がなくなって困るのは俺もだからだ」

「────噓うそだ！」

　果てなき夜を突き破る思いでレフィスは吼ほえた。

　本当にそうなのならば、わざわざ自分の前で灰色名詠を復活させる必要はない。脱獄したその場で済ませてしまえばよかった話だ。

「敗者の気まぐれだ。そう言っておけば満足か？」

「ミシュダル！」

「……好いい風が吹いてきたじゃないか。なあレフィス」

　フードの覆いの下の笑みは、誰に向けてのものだったのだろう。

　レフィスが答えを見つける前に──

　灰色名詠の先達は、夜の闇やみへと姿を消した。
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「……灰色名詠の詠うたい手は誰もが一度、希望を失ってる。だから敗者の名詠式。──絶対的な真も精のにすがろうとする心の弱さ、か」

　自分の手の平を見つめ、レフィスは数時間前の言葉を反はん芻すうした。

　灰色名詠が使える。いつまで保もつかわからないが無駄にはできない。

「──無駄にはしないよ」

　はるかな東天、薄墨色に塗りつぶされた空にかかるわずかな紅。

　日の出とも言えない光の欠片かけら。それを確かに目で捉とらえ、レフィスは踵きびすを返した。




　日の出まで、あと半刻。





３　─あなたは夜明けに微笑んで─






　遠い遠い地平線、その先にかかる紅あかい日ひ射ざし。それが段々と白んでくる頃。

　神秘的な夜色の髪と瞳ひとみをした少年が、総務棟の二階通路を歩いていた。中性的な顔だちに、ほっそりとした体格、伸びきらぬ背丈。歳としにすればまだ十代前半だろう。

　人影はおろか物音一つ聞こえない沈黙の通路を、たった一人、ネイトは足音を響かせて歩いていた。

　──意識が怖いくらい澄んでいる。

　一晩、食事はおろか水分、睡眠すらとっていないというのに。早朝の冷たい空気よりもなお、胸の内側で湧わきあがる熱情に心が研ぎ澄まされていくのを感じる。

　カツッ……人ひと気けのまるでない通路に響くネイトの足音。

　それと逆の方向からもう一つ、コッという小刻みな足音が聞こえてきた。足音は折り重なるように響き、そして通路の角で交こう叉さして──

「……ネイト？」

「あれ、ヘレンさん？」

　葡萄酒色ワインカラーの髪をした少女へと、ネイトは小さく会釈した。

「おはようございますヘレンさん。あ、そういえば──」

　が、ネイトが言い終える前に彼女がさっと顔色を変えて。

「ちょっと！　ネイトってば今までどうしちゃってたのよ！」

「どうしてたって、何がですか？」

「何って、今までどこいたの！　ここの先生たちも君のことずっと探してて、見つからなくて心配してたんだから！」

「あ、ごめんなさい……でもどうして僕のことを」

「だって、それはクルーエルが────」

　大声でまくし立てていたものの、我に返った表情で彼女がはっと口を閉じる。

「……だって、ほら……クルーエルがあんなことになって」

　ぼそぼそと言葉を濁しながらも、そう言ったヘレンの方が、目を瞬しばたたかせて驚いたようなまなざしに。

「…………あれ、でも……ネイト？……ごめん、何て言えばいいかわからないから失礼なこと言っちゃうかもだけど、……元気なんだね」

　クルーエルのことで自分がショックを受けているのではないか。彼女はそれを気にかけてくれていたのだろう。

　呆ほうけた表情のヘレンに、ネイトは大きくうなずいた。

「平気です。落ちこんでられないから」

「それって？」

「もちろんクルーエルさんを助けに行くつもりです」

「……そっか、そうだよね。クルーエルを………………え？」

　目を見開いた表情で、ヘレンがその場に凍りつく。

　数秒、何か考えこむように彼女は宙を見上げ──

「ど、どどっ、どういうことよ！　クルーエルって……だって……消えちゃったんでしょ。もうこの世界にいないってエイダとレフィスが……」

「細かいことは説明しづらいんですけど、とにかく何とかします」

「……君が？」

「はい。でもその前に、ミオさんの様子も気になってて」

　クルーエルが最後まで気に懸けていたのがミオだった。──出発まで時間がない。だからこそ、学園を発つ前にせめて一言告げておきたかったのだ。

「ミオさんも職員室に？」

　視線をヘレンから、彼女の歩いてきた方向の通路へ。

　その先にある両開きの扉。他の部屋と違い、あの職員室だけは照明がついている。

「ネイト、あのね」

　職員室へ爪つま先さきを向けようとして、ネイトはそのなかばで足をとめた。ためらいがちな仕草ながらも、ヘレンがそっと首を横に振っていたからだ。

「ミオだけど、職員室にいないの」

　その表情には、今まで彼女が見せたことのない暗い影が落ちていた。

「え？　どうして……」

「教えられることは教えられるけど、君が行っても話ができるかはわからないと思う」

　こちらの返事も待たずにヘレンが廊下を歩きだす。その方向は総務棟の出口の方向だ。

　──ついてきて。彼女の背中がそう言っていた。

「ミオはまだ、落ちついて話ができる状態じゃないの」




　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




　トレミア・アカデミー、学生寮。

　女子寮の一階通路を歩きながら、ぽつりぽつりとヘレンが教えてくれた。

「エイダとレフィスからわたしたちも話を聞かされたけど、一番おっきなショックを受けたのがミオだったの。ケイト先生だっけ、担任の先生がずっとそばにいたんだけど、ほとんど放心状態で返事もろくにできなくて……」

「──そうだったんですか」

　ヘレンの後をなぞるように歩き、ネイトはそっとうなずいた。

　クルーエルの身に起きたこと。自分やエイダ、レフィスはその背後にある事情を知っている。けれどミオはクルーエルの出生の秘密を知らぬまま、クルーエルがどうなったかという結果だけを知ってしまった。

　……僕がミオさんの立場だったら、やっぱり同じショックを受けてたのかな。

「ケイト先生もさすがにずっと徹夜だったし、別の先生に引き継ぐことになったの。だけど引き継ぎの時にね、わたしや先生が目を離した隙すきにミオが走っていっちゃって……」

「向かったのが女子寮ここだったんですね」

　螺ら旋せん型の階段を上り、二階のとある部屋の前でヘレンが足を止めた。

　扉につけられた名前は、クルーエル・ソフィネット。

「ここ、クルーエルさんの部屋？」

「うん……『クルルがいなくなったなんて信じない！』って。……ミオってクルーエルの部屋によく泊まってたの？　合あい鍵かぎも渡されてたみたいね。それで実際にこの部屋に入って、クルーエルが本当に戻ってないってわかったら、もうそこで動く気力もなくなっちゃったの。内側から鍵もかけちゃって……明るくなったら寮の管理人さんから合鍵をもらって、今度はちゃんと医務室の先生が付きそう予定になってるんだけど」

「……そうだったんですね」

　扉の名札をしばし凝視し、ネイトは隣の彼女に顔を向けた。

「僕、ミオさんと話がしたいんです。いいですか？」

「それは構わないけど……でもね」

　小さく肩を落としたままヘレンが扉をノックする。いくら待っても返事はない。

　──ほら、無反応なの。彼女が小さく溜息。

　扉の先を穴が開くほど見つめ、ネイトはうなずいた。

「ごめんなさい、ミオさんと二人きりにさせてもらっていいですか」




　自分以外の人影がない通路。

　耳が痛くなるほどの静けさを感じながら、ネイトはそっと扉を叩たたいた。

　──トン、トン……トン。

　小刻みに三回。徐々に大きく打たれた音が通路に冷たく浸透していく。

　扉の内側から返事はない。物音一つさえ。

「ミオさん」

　深く深く息を吸いこみ、ネイトはゆっくりと息を吐きだした。

「僕です。ミオさんに伝えたいことがあって来ました……聞いてもらえませんか」

　それきり自分も口をつぐむ。

　どれほど静寂の時が流れただろう。気の遠くなるような時間を隔て──

　扉の奥で、小さな物音。

　そして。

「……ネイト君？」

　消え入りそうなほど弱々しいミオの声が確かに聞こえた。

　ギィッ。

　わずかに開いた扉の隙間から、幼げな顔だちの少女が顔をのぞかせた。

　くしゃくしゃの金髪、真っ赤に腫はれ上がったまぶた。制服も皺しわだらけで……何よりその疲労感の浮きでた表情は、痛々しいくらい悲壮感に満ちていた。

「……ごめんね、こんなぐしゃぐしゃな恰かつ好こうで」

　まぶたのまわりをこするミオ。

「いえ。僕の方こそ謝らなくちゃ──」

　それは、何に対する謝罪だったのだろう。クルーエルの事情を隠していたことか。あるいは無理やり話をしに来たことか。自分でもわからないままネイトは頭を垂れた。

「あの」

「クルルのこと、でしょ」

　押し殺した低い声がミオの唇からこぼれた。

「ごめんなさい。説明もちゃんとしないままで」

「ううん、違うの。たぶんネイト君が心配してくれてることと、あたしが思ってることは違うの」

　……違う？

　クルーエルがこの世界から消滅した。それを聞いたからミオはショックを受けている。ヘレンはそう言っていたしネイトもそう考えていた。ケイト教師もそのつもりで付きそっていたはずなのに。

「クルルがいなくなっちゃった……ていうのは、ホントはまだ実感がないの。だってあんまり突然だったんだもん。まだあたしの中で現実味がなくて、悲しいとかそういう段階じゃないんだ」

　弱々しい、何かが歪んだ笑みを浮かべるミオ。

「じゃあ──」

「……エンジュで地震が起きた時、あたし、黎明の神鳥フエニツクスに乗ってたクルルを見たの。どうしたのって聞いたら、クルルね、この地震はわたしのせいなの。だからわたしが責任とらなくちゃって言ったの……クルル、すごく悲しそうだった」

　引きつった表情から洩もれるのは、たどたどしい自嘲の告白だった。

「あの時からいやな感じはしてたの。────なのに！」

　ふらりと倒れかけるミオを慌てて抱える。肩にかかる重みを感じた瞬間、ミオが何に対して苦しんでいるのかをネイトは知った。

「……なのに、あたしは止められなかった──あたしが…………クルルを止めなくちゃいけなかったのに！」




〝クルルは悪いことなんかしてないよ？…………なのに……お願い、ほんとのこと教えて。なんだか……嫌なの。…………行かないで……あたし、すごく……怖い。クルルがそのままどこか行っちゃいそうで〟




　クルーエルが戻ってこないのではという予感があった。もう二度と会えないのではという虫の知らせを感じながらも、クルーエルを行かせてしまった。

　少女は、それを自分の重荷として感じてしまっていたのだ。

「ミオさんの責任じゃないです」

「……だって！　そんなこと言われたってもう遅いんでしょ！　クルルは名詠生物みたいに消えちゃって、もう二度と会えないんでしょ！」

「確かにそうです」

「じゃあやっぱり──」

　金かな切きり声を上げようとするミオの目を、正面からネイトは見つめた。

「でも、まだ終わってない。クルーエルさんを助けることはできるはずです」

「………………え？」

　ぽかんと、呆あつ気けにとられた表情のミオ。

　それは喜びの感情ではなく、まだその意味を理解しきれてない表情で。

「クルーエルさんは帰ってきます」

「……うそ、ネイト君。そんなうそやめてよ」

「うそじゃないです。僕はそれを言うために来たんですから」

　目をそらそうとするミオの肩をぎゅっと握り、ネイトはミオの顔をじっと見つめた。

「クルーエルさんが消える直前、僕、クルーエルさんと約束しました。絶対助けに行くから待っててくださいって。クルーエルさんもうなずいてくれました」

「…………」

「だから信じてください。ミオさんも元気出して、ね？」

　日の照らすミオを見つめ──ふと、ネイトは思いだしたように振り向いた。

　通路に差しこむ、冬の朝特有の澄んだ白い日射し。

　夜明けが訪れていた。

「ごめんなさい、僕もう行かなくちゃ」

「行くって、どこへ？」

「クルーエルさんを助けにです。凱旋都市の跡地で僕を待ってる人がいるから」

　シャオ──夜色の外套ローブを羽は織おった黒法師。あの名詠士は必ずそこにいる。僕が来るのを待ってる。

　ミオに背を向け、靴音を響かせた直後。

「ま……まっ……て」

　変化があったのはその時だった。

　弱々しいながらも、ミオに肩を摑つかまれた。

「……本当に、クルルを助けられるの？」

「助けます」

　迷わなかった。

　できないかもしれない、失敗するかもしれない。そんな弱音に甘えていられる時間は、もうとっくに過ぎてしまったのだから。

「…………あの……それ、なら……」

　肩を摑む彼女の手に力がこもる。

「……あたしに、お手伝いできることないかな。……どんなことでもいいの。準備の手伝いでもいいし…………見送るだけは、いやだから」

　笑顔はまだ見えない。

　けれどミオは唇を嚙みしめて、たしかに自分の足でその場に立っていた。

「でもミオさん、まだ体調が」

「う、ううん！　こんなの平気。だからお願い、何でも言って！」

　懇願のまなざしで見つめる金髪の少女に、ネイトは小さく笑んだ。

「ミオさんにしかできないこと、きっとあると思うんです」

「…………」

「それが何かまでは僕にもわからないけど、絶対あります。でも、ミオさんにしかできないことだからこそ、それはミオさんにしかわからないと思うんです。だから──」

　最後まで言い切ることなく、あえて言葉の途中で口をつぐんだ。自分が伝えたいこと、これだけできっとわかってくれるはずだから。

「……そう、だよね」

　まぶたのまわりを擦こすりながら、ミオが顔をあげた。

「何も考えないで言われるままのことしたって、それは本当のお手伝いにはならないよね。何したいか自分で考えないといけないんだよね……ネイト君の言うとおりだと思う」

　小さな両の手で握り拳をつくり、ミオはこくんとうなずいた。

「うん。あたし、自分で考えてみる。……ネイト君、まだもう少しだけ時間ある？」

「はい。僕もまだ話したい人がいるんです。最後にその人と話してから出発したいなって」

「……あたしの知ってる人？」

　きょとんと目を丸くする少女。

「もちろん、よく知ってる人だと思いますよ」

　そんなミオへ、ネイトはおどけた口調と共にうなずいた。

　──そう。

　あの人にだけは、全部話しておかなくちゃいけないから。
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　ケルベルク研究所保養区、療養施設。

「おいカインツ、生きてるか」

　患者用にあてがわれた部屋。その扉を蹴けり壊すように開き、白衣姿の女性が室内にずかずかと入ってきた。

　サリナルヴァ・エンドコート。切れ長の瞳と濃緑色の髪をした女性研究者だ。若くしてここケルベルク研究所を統率する職位にある。

　そんな彼女の闖ちん入にゆうに、カインツはベッドから上半身を起こした姿勢で。

「患者の部屋に入ってくる時は静かにとか、そもそもまだ鳥の声も聞こえない早朝なのにとか、そういうものを考慮して頂けるとありがたいですね」

「よしよし、意識は鮮明。返答も正常。朝の検診は異常なし、と」

「……聞いてないですね」

　診カ療ル録テらしきものにメモを書きこむ彼女に、溜息。

　──でもまあ、それもまた良しか。

　木製のコテージさながらの室内。木の質感の残る天井を見上げ、カインツは肺の空気を吐きだした。昨日の早朝からこうして丸一日身動きも取れず寝かされたまま。この部屋の眺めにもそろそろ退屈してきたところだ。

「しかし良かったな。とりあえず検査でも問題は見つからなかったらしい。瓦が礫れきを後頭部に受けたらしいが、自分の石頭に感謝しろ。むしろ寝ぼけた頭の活にちょうどいい」

「……まあいいですけれど」

　苦笑の面おも持もちで自らの衣服を眺め、そこでカインツは視線を止めた。

「なんだ、患者用の白衣は嫌いか」

「そういうわけではないけど、普段着ているものがないと寂しいですね」

　クローゼットに掛けてある自分のコートを目で示し、肩をすくめてみせる。

「それよりありがとうございます、クリーニングまでお願いしちゃって」

「ちゃんと診療代金に追加してあるから気にするな。それよりあの血の痕あと……あれは取れんかもしれんぞ」

　枯れ草色のコートに付着した濃い紅。

　決闘舞台にて、ファウマを抱きとめた時に付いた血痕だ。

「ああ、それは────」

　言い終えるより先に。

　ドン、という物々しい音を立て、サリナルヴァが黒くろ鞄かばんをテーブルの上に放り投げた。何が入ってるのかは知るよしもないが、相当に重量のあるものだろう。鞄を受けとめたテーブルが軋きしみ、その悲鳴がここまで伝わってくるほどだ。

「取り急ぎというやつだ。名詠式が使えたなら音響鳥で済むんだが。まったく、いざこいつで代用するとなるとやっぱり不便極まりないな。なにしろ重い」

「……なんの件でしょう」

「お前に早朝から面会者だ。と言っても、本人は離れた場所にいるから声だけだがな」

　鍵の取りつけられた黒鞄を開く彼女。

　口を開けた鞄の内側は真紅の布地。そこに入っていたものは、一抱えはある黒塗りの機器だった。──サリナルヴァが気まぐれに作ったという通信機だ。手の平程度の物もあるが、あれは雑音が混じることが多いと聞く。まともに使用するには、最低でも目の前の大きさの機器が必要ということらしい。

「……ボク宛あてですか？」

　誰だろう。思いつくまま挙げるなら〈イ短調〉の面々を思いうかべるところだ。が、たぶん違う。もし〈イ短調〉ならばサリナルヴァから間接的に話を通せば済むことだ。自分に直接話を寄こすということは、もっと別の誰か────

「やれやれ、お前も忙しいな」

　腕を組み苦笑するサリナルヴァのすぐ目の前、テーブルに置かれた機器のランプが点灯。わずかな時間差を置いて、拡声器が無機質な雑音を吐きだす。

　その雑音の合間に聞こえてきた声は。




『カインツさん？　あの……ええと、僕です……』




　……その声は。

　上半身だけを起こした状態で、カインツは心もち姿勢を正した。

　ネイト──競闘宮コロセウムで別れた夜色の少年の声だったから。

「良かった。君も無事だったんだね」

　トレミアの総務棟にも通信施設があったはず。それを利用してのことだろう。

『……はい。でもクルーエルさんが』

「話、おおよそだけは聞いてるよ」

　緋ひ色いろの髪の少女。理屈までは知るべくもないが、凱旋都市の人間、そして自分を含む競闘宮コロセウムの人間を助けるために犠牲になった──そう聞いている。

　誰かを助けるために犠牲となった少女。それを目まの当たりにしたはずなのだ。なのに、少年の声からは哀惜の念が粒ほども感じられなかった。

　……迷いがない？

　そしてその彼が、あえてこの早朝に自分へと言葉を寄せる理由。

「それだけの理由があるんだね」

　少年の答えは、本当に単純で短い一言だった。




『僕、クルーエルさんのこと助けに行きます』




　部屋の隅、まぶたを閉じていたサリナルヴァが片目を開けた。

「それで」

『それだけです……それだけ、どうしてもカインツさんに伝えておきたくて』

「────」

　目を閉じ、カインツは小さく小さく笑んだ。

「その言葉を聞いて安心したよ」

　患者用の白衣に身を包み、空っぽの手を握りしめる。

「そうだね、それは君がやらなくちゃいけない。たとえばボクや、君の学校の教師──そんな大人がするべきものじゃない。君の大切な人は君自身が助けなくちゃいけない」

　……大きくなった。

　彼の声を聞いて、心の底からそう思う。

　もう自分や彼女イブマリーが、彼を後ろから見守る必要はないのだと。

「私からも一言、いいかな」

　サリナルヴァだった。

「ネイト、お前とクルーエルを凱旋都市に向かわせたのは、もとはと言えば私の采さい配はいだ。クルーエルについても責任の一端がある。本来なら私が責任をとって赴くはずのものだが、カインツの言うとおり、お前は自分でクルーエルを助けたい。そうだな？」

『──はい』

「わかった、ならば」

　少年の応こたえに、サリナルヴァが不敵な笑みのかたちに唇をつりあげる。それが彼女なりの最大の敬意。それを知るのはカインツを含め一握りの知人だけだろう。

「思いっきり暴れてこい。どうせエイダも行くだろうからアレにも伝えておけ。どれだけ生傷を増やしても構わん。どれだけ重傷の身だろうと、とにかくクルーエルを連れて帰ってこい。あとは、どんな傷を負って帰ろうが責任もって面倒見てやる。──以上だ」

　サリナルヴァの宣言とほぼ同時、機器のランプがぼんやりと光を失っていく。

　通信の遮断──機器の故障か、あるいは相手側の不手際か。おそらく後者。学園の通信機器を使用することに、あの少年が手慣れていなかっただけだろう。

　でも、十分だ。

　十分すぎるだけの言葉を交わせた。

「……いい男になったな。さてさて、何があの少年を変えたのやら」

「さあどうでしょう」

　愉快げに喉のどを鳴らす彼女に肩をすくめ、カインツは窓の外を眺めた。

「もしかしたら、昔のボクと同じものかな」




　　　　４




　太陽光を浴びて白くにごる空気。

　人影のない学園の舗装路をネイトは歩いていた。

　吐く息が靄もやになり、朝の冷気の中へと溶けていく。一年生校舎を通りすぎ、正門から延びる大通路を進んでいく。

　そして、石造りの正門。その両りよう脇わきからは人影が二つ伸びていた。

「おいっす、ちび君おはよ。ちゃんと朝メシ食べた？」

　長大な鎗を布で巻き、片手でそれを持ちあげる少女の姿。

「俺たちは準備できた。いつでも出発できる」

　正門によりかかっていた銀髪の青年。

　エイダ、そしてレフィス。二人に向けてネイトはうなずいた。

「ちび君、後ろの二人にも挨あい拶さつはすませた？」

　いたずらっぽい笑顔で後ろを指さすエイダ。彼女の仕草に後ろを振り向いて──

　幼げな顔だちをした金髪の少女と、葡萄酒色ワインカラーの髪をした少女がそこにいた。

「……行くの？」

　どこか寂しげな瞳でヘレンが問う先は、同じジール名詠学舎の制服を着た青年だった。

「すぐ帰ってくるさ。心配いらない」

「……信じていいんだよね？」

「ああ」

　レフィスがうなずくのをじっとヘレンが見つめ。

「うん。わかった、待ってるから！」

　影の落ちた表情から一転し、彼女が勢いよく首しゆ肯こうした。

「それならネイトもエイダも、レフィスをお願いね。こいつ方向音おん痴ちだから一人じゃ帰ってこれないだろうし。面倒見てあげて！」

「……だそうだ」

　ヘレンのしたり顔に、こちらは苦笑でレフィスが溜息。

「ネイト君」

　とん、と控えめに肩を叩かれた。

　ミオだ。目元に残っていた疲労の痕、今は少しだけ落ちついていた。

「あたしね、考えてみたの。クルルがいなくなっちゃって……ネイト君たちが助けに行って。それじゃあ、残ってるあたしにできることって何なのかなって」

　彼女のそれは、ついさっき交わした言葉の続きだった。

　黙って先を促すと、ミオは一度大きく深呼吸し、そして。

「あたし──クルルがいなくなっちゃったこと、クラスのみんなに教えようと思う」

　きっと大騒ぎになる。

　それを危き惧ぐした教師たちから、他言を固く禁止されていたはず。

　けれど、ネイトはただ黙って先をうながした。そんなことミオは当然知っている。知った上で、考えて考えて考えた末に、彼女はその結論にいたったのだろうから。

「きっとみんな驚くよね……何が何だかわからないだろうし、やっぱり心配すると思う。でもあたし、やっぱりみんなでお祈りしたいの。この気持ちが届きますようにって。あたし一人だけじゃなくて、みんなで応援しなくちゃいけないと思う。だから……」

　自分の胸に手をあて、ミオは。

「頑張ってね。あたしもここで頑張るから」

　笑顔だった。

　いま自分にできる精一杯の笑顔で、ミオは自分たちの出発を飾ってくれた。

「──僕も、頑張ります」

　何て応えればいいだろう。

　自分の気持ちを素直に表す言葉もわからないけれど。

「すぐ帰ってきます。必ず、そろって帰ってきますから。クルーエルさんも一緒に」

　手に持っていた外套ローブを広げる。

　肩に引っかけるようにして羽織り、ネイトはその場で踵を返した。

　ふわりとなびく外套ローブの裾すそ。

　夜明けの空を想おもわせる、透けるような蒼あおと白のグラデーション──

　それは夜明け色のローブだった。




〝プレゼント。キミのローブもだいぶ汚れちゃったみたいだからね〟

〝夜色名詠が元々暗い感じの色なんだから、さっぱりした色の服を着た方がコントラストが綺麗だと思うよ──いつかまた、あの夜色飛びトカゲを肩に乗せた時もね〟




　競演会コンクールが終わって迎えた終業式の日のこと。

　一年生校舎の屋上でクルーエルからもらった外套ローブだ。何だか照れくさくて、だからこそ、着る時はしかるべき時を選んで着ようと思ってた。

　──きっと、今がその時だから。




　夜明け色の外套ローブを肩にまとい、少年は歩きだした。

　ただまっすぐ、夜明けの方角へ。








空奏　『そしてシャオの礼讃らいさん来たり』









　その塔の内部は、幾千幾万の音に満ちていた。

　さざ波の音、火の爆はぜる音、木の葉が舞う音、鳥の鳴き声、風鳴り、そして大地の鼓動。

　命の音色が時に混ざりあい、時に単独で響きわたる。

　その奏でに混じり──

「よおシャオ、そういや俺おれらどこ目がけて上ってんだ。この塔終わりがねえぞ」

　その空間の中では異質とも思える、男の暢のん気きな声がこだました。

「頂上だよ。そこに『セラの庭園』の最さい奥おうにつながる扉があり、それを越えた先に調律者が待ってる」

　少年か少女かもわからない中性的な声が返す。声の表面は若いのに、その本質は何百年と生きた大樹を思わせる。そんな声。

「それは前に聞いたって。俺が言ってんのは、いつまで上るのかってことだ」

「もうちょっとかな」

「……数時間前にも同じこと言ってたよな」

「アルヴィルなら平気だよ。それよりテシエラだね、体調は？」

　中性的な声が問いかけ、その数呼吸後に。

「頃合いになったら適度に休むさ」

　さばさばと応こたえる三番目の声。

　最初の二人の声と違い、こちらは重みのきいた女性のものだった。

「無理すんなよ姐あねさん、焦ることじゃねえんだから」

「無理するなときたか。それはお前に言われたくないな」

「俺？　俺はいつだって──」

「お前、祓名民ジルシエの頭領から縁談を持ちかけられてたんだろ。エイダだったか。あの娘との婚約話はどうなったんだ？」

　一瞬、塔そのものまでもがしんと静まり返った。

　静寂がじわりと広がるなか。

「…………おーいシャオ、誰だれがこの姐さんに話したか知らねえか」

「ふふ、まあいいじゃない」

　男の溜ため息いきに続き、シャオと呼ばれた者からは笑い声。

「……うちのリーダーはプライベートもへったくれもねえな。縁談？　んなのは破談だろ破談。俺ぁ祓名民ジルシエだって勝手に抜けだした男だぜ。そんな話、もう旦那も忘れてるさ」

「その話、エイダという娘は知らないのか？」

「ああ。クラウスの旦那との内輪話だ。……んな話、アイツの前でできるかっての」

「もったいないな。次代の頭領の座が約束されたも同然の話だろうに」

　楽しげに抑揚を混じらせる女性に対し、男の声には鈍く尖とがった棘とげがあった。

「こっちに味つ方くって腹据えたからな。もう後戻りはできねえし、する気もねえよ。そうじゃなきゃ、ぶっ倒れるまで気張ったファウマの姫さんに顔向けできねえ」

　口早にそこまで告げて、再び男の口調が暢気なものに戻ったようだった。

「それに姐さんこそいいのか。ヨシュアって奴やつから、レフィスと会った時は面倒をかけるって頼まれてたんだろ」

「…………おい大将、誰がこの阿あ呆ほうに話したか知らないか」

「ふふ、まあいいじゃない」

　女性の溜息、そしてまたも小さな笑い声。

「まったく口の軽い……レフィスについて？　ちゃんと相手をしてやってるさ。ヨシュアのやり方と私のやり方は違うが、まあ構わないだろう。私は私のやり方を信じてここにいる。お前と同意見なのがつまらんが、意地を張るべき時くらいは心得ているさ」

　コツ……ツッ……

　塔にこだまする三つの足音。それを伴奏がわりに。

「それよりシャオ、私も気になっていたことがあるんだが」

「なんだい？」

「調律者の二体、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉と〈その意志に牙剝く者アマデウス〉。その二体の勝負の原則は、どちらが先に人の世界に名めい詠えいされるか──だったな」

「そうだね、そしてそれは今も変わってない」




「同時だったらどうなるんだ」




　ざわめく音が満ちる空間で──

　テシエラの声もまたその音色の中に溶けていく。

「まったく同時。一秒一瞬の差もない、まさに同瞬。その時、私たちの世界には調律者が二体現れるのか。それとも……それが気になった」

　コツ────

　それを最後に、三つの足音はまったく同時に沈黙した。

「かつて６６８回の抗争において、まったくの同時というのは例がない。実際に起きてみないとわからないけれど、ただし……」

　一拍の空白を隔てて響くシャオの声。

「こと今回に限ってならば答えは明確。試すまでもなく結果は見えてるよ」

「で、どうなるんだ大将」

「──ふふ」

「いや、そこはふふじゃねえだろ」

　呆あきれかえったアルヴィルの指摘に、テシエラが続けて嘆息を合わせる。

「……まったく。うちの大将はこれだから困る」

「いいじゃない。もうじきわかる」

　塔にこだまする小さな笑い声。

　塔に響く吐息は大気にまぎれ、いつしか塔を循環する風そのものになっていた。

「ネイト、早くおいで。あなたの最後の答えを聴くために待ってるから」

　塔の内部、五色に光る輝きに照らされて──

　夜色の外套ローブをまとう名詠士はしっとりと微笑ほほえんだ。

















真奏　『全すべての歌を夢見る子供たちの塔』









　　　　１




　大陸を行き来する横断列車。

　車輪の震動にきしむ窓枠に肘ひじをつき、ネイトは外の風景をぼんやりと眺めていた。

　うなる風の音、移り変わる窓向こうの景色。まだ記憶に新しい──数日前、凱がい旋せん都市に向かう列車から見た眺めとまるで変わらない光景だ。

「いやーすごいね。席空きまくり。どの車両行ってもあたしたちの貸し切りだよ」

　前方車両の扉が勢いよく開いた。

　癖のある髪を手で押さえ、エイダが足早に歩いてくる。

「ちび君もそんな端っこの席座ってないで、あっちの車両にもっと良い席あったよ？」

「ううん、平気です。窓の景色がよく見えるのがこっちだから」

　吐息で白くにごった窓。ネイトはその指先でつっとなでた。

「それに……なんか、噓うそみたいに静かだなって」

　名めい詠えい式しきがこの世界から消滅して、わずか一日。

　その一日で、学園の外の世界は既に混乱の最さ中なかにあった。名詠学校は大半が臨時の休校措置。名だたる研究機関も原因究明に追われ、報告を公開するどころかまとめるにもいたっていない。

　そしてその混乱は、大陸中の交通機関にも例外なく押し寄せて──

「これが最後の列車なのに、やっぱりエンジュに行く人って僕たちだけみたいですね」

　そう、朝一番であるこの列車が今日最後の便なのだ。この便を最後に列車は運休、それ以降はいつ再開するかもわからない。しかし、混こみ合ってるかと思って慌てて来てみれば、駅を見回しても乗客らしい人影はほとんどなかった。

「んまあ、割と妥当じゃない？　風の砕けた日ゲシユタルロアだっけ？　エンジュが一晩で瓦が礫れきの山だもん。原因知らない人たちから見れば、いつ再発するかもわからない謎なぞの大爆発ときた。そんなとこに行く物好きなんてあたしらくらいだし」

「でも、名詠式が使えなくなったら列車くらいしか移動方法ないですよね？……もっと混んでるかと思ったのに、駅も全然人がいなかったし…………」

「──それくらい混乱してるってことなんだろうな」

　対面の席、足を組んだ姿勢で目をつむっていたレフィスが顔をあげた。

「名詠式が消えて、その原因なんて誰も知りようがない。何をしていいかもわからないから、誰だれも迂う闊かつには動けないんだと思う」

「てか、あたしらだって駅員からずいぶんジロジロ見られてたもんね。いやー危なかった、レフィスがいてよかった。素敵な保護者のおかげで助かったよ」

「……誰が保護者だ」

　仏頂面でエイダをにらみ、レフィスが口を尖とがらせる。

「だってほら、あたしとちび君だけだったら絶対怪しまれて声かけられてたよ。年とし端はもいかない女の子と男の子。あたしらたぶん高等部ハイスクールの生徒にも見られてないもんね」

　にやにやと笑うエイダ。かたや、むすっとした表情でレフィスが口をつぐむ。腕組みして窓へと顔を向け──ふと、彼がそのままの姿勢で動きを止めた。

「そういえばネイト、さっきまで手に握ってたのは？」

「あれですか。あれは……ええと」

　羽は織おっていた外套ローブの内側に手を入れると、指先に触れる硬い感触。それが三つ。

「これのことですか」

　手の平に転がる三つの破片。

　涙と牙きばと花、それぞれのかたちを模かたどった色とりどりの結晶だ。

「触媒カタリストみたいだけど、その赤いのとか透明な石は？」

「単なる触媒カタリストじゃないんです。……全部、本当に大切なものだから」

　涙を模った透明の結晶、それはクルーエルの記憶が宿ったものだという。

　牙を模った夜色の結晶、それは夜色の名詠生物から託された最後の触媒カタリスト。

　花を模った緋ひ色いろの結晶、それはアマリリスから託された真言。

　落とさぬようそっと外套ローブの中に三つの欠片かけらを戻す。

　……シャオにも、そしてミクヴェクスにも渡しちゃいけない。

　アマリリスは言っていた、これはあらゆる子供たちの願いが結晶のかたちをとったもの。この願いの結晶たちが意味を持つ時が必ず訪れる、と。

「っと。ちび君ちび君、ほらあっち」

　ネイトが応こたえるより先、エイダが隣の席に腰を下ろした。

　進行方向の左手、窓の方向を指さして。

「見えたよ」

　薄いガラスを通して見る世界、その地平線の果てに。

　高度を上げた日に向けて伸びる夜色の塔。

　エイダに言われなければ当分気づかなかっただろう。まだ視界の端、針のように細いシルエットでしかないのだから。

　──どくん。

　胸の奥が跳ねた。緊張でも喜びでも興奮でもない、まるで胸の鼓動のリズムが塔と共鳴したかのような感覚だ。『セラの塔』、それは名詠門チヤネルの先にある世界──『セラの庭園』がこの世界に顕けん現げんした姿だという。

「こんなに離れてるのに頂上が見えないのか……本当にとんでもない塔だな」

　呆あきれ半分、苦笑半分。そんな溜ため息いきがレフィスの口元からこぼれた。

　……あの塔の頂上にシャオがいる。

　そして、そのさらなる先に調律者ミクヴエクスが待っている。クルーエルを助けるには、名詠式の創造主に直接挑まなくてはならないのだ。

「あと一時間もかからないだろうね。少し早いけど準備した方がいいよ」

　肩先をつついてくるエイダ。彼女が言うように、かつてエンジュの駅舎があった場所は、列車の線路と共に瓦礫の下だ。この列車が走る区間も、正確にはエンジュの一つ前の駅舎まで。そこから先は瓦礫の道を歩かなくてはならない。

「ちび君、平気？」

「──はい」

　窓枠に置いていた左手を、膝ひざの上で右手に重ねる。

　自分の呼吸と自分の胸の鼓動を感じながら、ネイトはその場で目を閉じた。
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　凱旋都市エンジュ跡地──




　黒く焦げた地表。

　踏めばざらっとした感触を残し、まるで雪のように崩れていく。

　あれだけ美しく舗装されたタイルは、一枚残らず爆風にはぎ取られていた。硬い地面はそこになく、砂漠の丘陵を歩いているような不安定な感覚だ。

　カラ……ンッ。どこかで瓦礫の転がる音。小さな瓦礫が周囲の瓦礫を巻きこんでは崩れ、またどこかで乾いた音を響かせる。

　天を衝つくように伸びる建物が消えた跡地。

　風をさえぎるもののない荒野となった地で、冷たい風がむせび泣く。

「瓦礫、踏まないよう気をつけないとな。かなり尖ったものもあるみたいだし」

　言葉どおり、隣を歩くレフィスの視線は己の足下。

「そうそう。あんたたち気をつけなよ。ここまで来てケガしましたなんて勘弁だからね」

　一人、十メートルほど先を行くエイダが振り返る。小さく首しゆ肯こうし、エイダの歩く道をそのままネイトは辿たどっていった。

　足下に意識を集中し、時折顔を上げてエイダの歩く行程を確認する。

　鋭い破片を踏みぬけば容易に靴底を貫通する。──細心の注意でもって周囲を確認し、言葉もかわさず進んでいく。延々と。




　その時間に終わりが見えたのは、足下に巨大な黒い影が落ちたからだった。




　天を衝く夜色の塔。

　視界を埋めつくすほど巨大な黒の線が、果てしなく空へ空へと伸びていた。

「……本当に大きい」

　無意識のうちに言葉がもれていた。

　塔の幅だけで視界に収まりきらない。高さは、もう真上を見つめても終わりが見えないほどだ。それが湾曲もせず、ただまっすぐ上空へと伸びている。雲を突き抜け、人の視力の限界を超え、おそらくは本当に限りなく高く。

「あれ、でもちょっと……ねえちび君もレフィスも、これどうすんの」

　祓ジ戈ルを肩先に結わえ、エイダが顔をしかめて塔を指さした。

「この塔って入口なさそうだけど、これどうやって内部に入るの？」

　そう、目の前の塔には何もないのだ。

　入るための入口も換気のための窓もない。それどころか塔を構成する石材の継ぎ目すら皆無。いや、おそらく石材ですらないのだろう。夜空を凍らせて塔のかたちに凝縮したもの──喩たとえるならばそれが一番近い。

　……でもシャオは塔の内部にいるはずなんだ。

　入口は必ずある。それも、たぶんすごく簡単なところに。そうでなければ建てる意味がそもそもないはずだから。

「────」

　透明感のある漆しつ黒こくの壁をじっと見据え、ネイトは塔の直前まで足を進めてみた。

「あ、ちょっと……ちび君！」

「この壁、もしかして」

　黒い壁の表面を指先でなぞる。




　……ぽちゃん。




　指で触れた瞬間、壁の表面がさざめいた。

　まるで水面に指で触れた時のように、波紋が円を描いて広がっていく。

　──やっぱりだ。

「エイダさん。この塔、最初から開きっぱなしなんです。たぶんどこからでも入れる」

「……どういうことだ」

　怪け訝げんな顔つきのレフィスの目の前で、ネイトは右腕を壁に向かって突きだした。

　ちゃぷん。

　水が跳ねるような音を立て、右腕が壁の中に沈みこんだ。

「──ネイトっ!?」

「平気……だと思います。ほら」

　沈みこんだ右腕を引き抜いてみせる。腕には何も異常はない。制服に黒い色が付着するくらいは覚悟していたから、ネイト自身も拍子抜けするくらいだ。

「壁じゃなくて、なんか真っ黒い水みたいな感触でした」

「……で、要はその真っ黒い水の中を泳ぐか突っきるかしろってことね。ちょっと気持ち悪いけど、他に入り方なさそうだしなあ。あんたは、レフィス？」

　露骨に顔をしかめながらも、エイダが祓ジ戈ルをぎゅっと握りしめる。

　その横に並ぶレフィスが首肯するのを横目に、ネイトは再び正面の塔を見上げた。




　……クルーエルさん。辛つらい思いさせちゃってごめんなさい。

　……今、行きますから。




「じゃあ、行きましょう」

　ネイトは夜色の塔に手を触れ、そして──
















　そこは、全ての色と全ての音がひしめきあう空間だった。




　……光？




「…………」

　眩まぶしいほどの光量を感じ、ネイトは固く閉じていたまぶたを開けた。

　塔の内部全体が、燦さん々さんたる輝きに満ちていた。

　赤から青、青から緑、緑から黄、黄から白。マーブル模様に移り変わる光。そしてその光に照らされ、足下も周囲の空間も、全てがまるで虹にじ色いろに輝いている。

　あらゆる色の宝石が埋まった渓谷にいる、そんな印象だ。

「これが塔の内な部か？」

　振り返っても黒い壁などまるで見当たらない。

　黒い壁をすり抜けた──と思った瞬間にはここに立っていた。『セラの庭園』が顕現した姿と聞いていたから、てっきり内部は真っ暗かと予想していたけれど、蓋ふたを開けてみればまるで別物。あの浮遊結晶もなければ、白く輝く地表もない。

　それに、なんだろう。足下からふしぎな音も聞こえる。

　キッィィィィ……ンッという高く澄んだ音。さながら氷が割れる時のような。

「ねえねえ、ちび君こっち来てみなよ。こっち何かが燃えてる音がするよ。バチバチって、火の粉が爆はぜるみたいな」

　顔を上げれば、十メートルほど離れた右手側にエイダの姿。

「こっちは滝の音だ……水なんてこれっぽっちもないのに」

　こちらはレフィス。エイダと対照的に、彼は左手側に立っていた。

「ネイト、そっちは？」

「僕のところは氷が割れる音です。流氷の中にいるみたいな音……」

　自分の周囲のどこにも氷なんて欠片もない。けれど聞こえてくる。足下、マーブル模様に輝くふしぎな床の下から。コツッ、試しに床を蹴けってみても硬い感触が返ってくるだけ。氷の音はするけれど、氷を踏んだ感触とはほど遠い。

「世界中のあらゆる音がここに集まってる。何となくだけどそんな気がします」

　何か根拠があるわけじゃない。ただ、自分たちの常識が通用する世界でないことは確実。この塔そのものが別の世界なのだ。




　塔という扉を通じて、別の────光と音の幻想世界につながっている。




「……いやはや。退屈しなさそうで何より」

　抜き身の祓ジ戈ルをエイダが携える。

　その横で、レフィスが灰色名詠用の触媒カタリストを握りしめていた。

「ネイト、もう行くんだろ」

「──はい」

　正面、五色が入り混じった階段をネイトは見据えた。

　ただまっすぐ、緩やかな勾こう配ばいをもって伸びている階段。どこまで続いているのか、階段の先が点のようにかすむほど遠くまで続いていることだけは事実だ。

　外から見た時、この塔の幅は数百メートル。だがこの階段の全長は優にそれを超えている。まっすぐ伸びているのだから、途中で階段が塔を突き破っているはずなのに、その様子も見当たらない。

　……光が勝手に動いてる？

　五色の光が、鏡もない虚こ空くうで突然に屈折しているのがわかる。まるで自分の意志でこの空間を踊り、走っているように。そのせいで距離感すらつかめない。

　──でも、必ず頂上に続いてるはずなんだ。

　果てなく続いている階段に向かって、ネイトは足を進めた。




　　　　３




　カツッ……ツッ……

　五色に輝く階段、靴を通して伝わる感触は石。五色に輝く大理石で階段を作れば、きっとこれに似たものが出来上がるのだろう。

「ねえちび君、今どれくらい歩いたっけ」

　ふと、背中をツンツンとエイダにつつかれた。

「……エイダさん、鎗やりでつつかないで」

「いいじゃん鎗のお尻しり側なんだから。あたしだって尖ってる方でつつこうとは思わないよ。で、どれくらい」

「えっと二百段ずつ数えてたんですけど、十回超えたくらいから数えるのやめました。レフィスさんは？」

　すると彼も苦笑を浮かべ、何かを思いだすように頭上を見つめた。

「俺おれは三百段くらいで数えるのが面倒になった。ただ、三百まで数える時間と今までの時間を比べても相当歩いてると思う。その証拠に……」

　彼が意味ありげな視線を背後に向け、それを追いかけるようにネイトも振り向いた。

　──上ってきた階段の最下段が、はるか下にかすんで見えなかった。

「今さらだけど足滑らせたら大変だね。真後ろに転ぶならいいけど、横に転んだら下まで一直線だもん……あー、だめ。これはあたしでもちょっぴり怖い」

　階段の脇わきから下を覗のぞきこみ、エイダがやんわりと顔をしかめた。

「そう言われると……」

　今まで意識していなかったが、この高度で階段の横に柵さくがないというのはちょっとした肝きも試だめしだ。石階段の幅は二メートルほど。中央を歩いていればまず問題ないが、足を滑らせて転落すれば数百メートル下の地表まで落下する。

　試しにエイダを真ま似ねて、階段の真横から下を覗きこみ……

「これ……落ちたら助からないですよね」

　足下からふるえる寒気に、ネイトは背をふるわせた。まるで腐りかけの吊つり橋の上に立っている心境だ。それに上るごとに、なんだか風も強くなってきた気がする。

『セラの庭園』で感じた、あのふしぎな波動。風と水の中間を思わせる流動体が、時として突風さながらに吹き荒れる。

　だが本当の問題は、そこまで上ってなお階段に終わりが見えないことだ。

「休める場所があれば一息つきたいと思ったけど、さすがにここじゃあね。しょうがない。行くんでしょ？」

　後ろ頭をかくエイダにうなずき、ネイトはつま先を正面に向けた。




　大海の潮騒、凍える猛もう吹雪ふぶきの音。

　したたり落ちる雨と水滴の音色。

　さらには水みず飛沫しぶきを上げてうなる瀑ばく布ふの響き。

　周囲に満ちる音が、塔を上るにつれて少しずつ姿を変えていく。

　木こ枯がらしに草がそよぐ音、鳥の声、虫の音。どれほど変化したかもわからない、そしてどれほど歩いたかもわからない。その中で──

「……あれ。二人とも」

　背後を歩くエイダの足音がぴたりとやんだ。振り向く先、彼女が足を止めてじっと階段の先を見上げていた。

「あれは…………なんかさ、階段終わったみたいだよ」

「えっ！」

　弾はじかれたように正面へと振り返る。たしかに、まだはるか彼方かなたの光景ではあるが、階段が途中で切れているような。

「そう言われてみればそう見えるけど、実際行ってみないとわからないな」

　目を細めたままレフィスが足を進める。半信半疑ながらも、彼の歩調は先よりもわずかに弾んでいる気がした。

「あ、待ってレフィスさん」

　慌ててその背中を追いかける。

　駆け上る勢いで塔の階段を上り続け──ネイトの目からもはっきりと、階段が途切れているのが見えた。階段の先は水平の床が広がっているらしい。

「あれが頂上？」

「……どうでしょう」

　自分の真上を見つめ、ネイトはエイダへの返答をにごした。

　たしかに階段は一度終わっている。それは間違いない。けれど頭上に広がる空間は、まだまだ見果てぬ高さがある。それが引っかかるのだ。

「でも休憩──」

　休憩くらいはできそうです。

　その言葉の残りが、突然に響く砂嵐の音に搔かき消された。

　──砂嵐の音？　おかしい。

　さっき草原に響く虫の音に変わったばかり。音の変化が早すぎる。

　それに今回はやけに音が強い。会話を阻害するくらい強い音なんて初めてだ。

「違う、これは……あいつの…………っ！」

　レフィスの声が鼓膜にふれた途端、弛ゆるみかけていた緊張感が一瞬で全身を駆けめぐった。

　手の平に付着した小さな粒、レフィスがそれを睨にらみつけるように見つめていたからだ。彼の手に付着していたものは──目の細かい黄砂。

「ネイト、エイダ、これは本物の砂嵐だ！」

　同時。

　ざぁぁっぁぁ……

　階段が切れた場所から、真っ黄色な砂さ塵じんが猛烈な勢いで吹き降りてきた。

　──しゃがんで目を閉じろ！

　レフィスの言葉に従ったわけではない。言葉の意味を理解するより先、脳裏をよぎった直感のままネイトはその場で身を屈かがめた。片手を床に、もう片手で顔を守る。襲ってくる風圧と砂の衝撃に身を強こわばらせ……

　その砂嵐は、いつまで経たってもやってこなかった。

「……消えた？」

　自分たちに襲いかかる刹せつ那な、砂嵐がふわりと虚空に溶けたのだ。津波のような砂塵も突風も消え、心地よい微風が残るだけ。

　その風に乗るように。




「あれだけやって脅かすだけとか姐あねさんやっぱ性格悪──っ痛つ！……姐さん、足踏んでる。踏んでるってば！」

「ふむ、大将シヤオが『今は名詠式が安定しない』と言っていたが。まずまずか」




　石段の先、聞こえてきたのは人の声だった。

　声は二人分。……でも違う、シャオの声は混じってない。

　階段を上りきったそこに、今までとはまるで違う、無機質な灰はい褐かつ色しよくの平野が広がっていた。

　ざらっとした土の感触、そして砂すな埃ぼこりの臭におい。まるでここだけ現実の世界に戻ってきた、そんな錯覚に陥りそうになる。

「来るとはわかってたけどよ、待つ分にはずいぶん退屈だったぜ」

　黒獣皮のベストを羽織る瘦そう軀くの男、その手には自らの背丈より長い鎗が握られている。

　そしてもう一人、無言ながら口元に剣けん呑のんな笑みを浮かべる女性。こちらは首元に巻いた黄砂色のマフラーを指先で弄いじっていた。

「意外だね、アルヴィル」

　エイダが一歩前へと進む。

「シャオって奴やつのお伴じゃないんだ？　いいのかい黒幕一人にしちゃって」

「ああ、別にこの塔で何かが襲ってくるとかはないらしいんでな。それに姐あねさんもあんま体調良くないし、これ以上身体からだに負担かけるよりここで待ってる方が楽ってね」

「……体調？」

　小さく手を振りながら応える祓名民ジルシエ。それに眉まゆをしかめたのはエイダでなく、その隣に立つレフィスだった。

「身体に負担をかけるよりって──テシエラ、どういうことだ」

　レフィスが睨みつけるのは無言のままの女性。

　女性は口を開けない。かわりに眉をしかめたのはやはりアルヴィルだった。

「おい姐さん？　自分の身体のこと、まだあの兄ちゃんに言っ────痛つっ、姐さん、足踏んでる！　踏んでるってば！」

「……わざと踏んでるんだ、この阿あ呆ほう」

　アルヴィルの足を踵かかとで踏みつける片手間に、テシエラと呼ばれた女性が大きく溜息。

「そこの坊や、ネイトといったか」

　彼女が自分の背後を顎あごで指し示す。

　灰褐色の平野が百メートルほど続いたその先──平野は再び途切れ、そこには光り輝く石段が再び頭上へと伸びていた。

　……やっぱり、まだここが果てじゃなかった。

　悠久を思わせる階段、この場所ですらその踊り場に過ぎないのだろう。

「大将シヤオからの伝言だ。『一番上で待ってるよ』、だとさ」

「────」

　対たい峙じする二人、シャオの仲間であるのは間違いない。

　なのに互いに泰然とした面おも持もちを崩さず、まるで動く様子がないのはなぜ？　あたかも、そのまま二人を突っきって階段を進んでしまえるような……

「ちび君、先行ってていいよ」

　ぽんと右肩を叩たたかれた。そこにはエイダの見慣れた笑顔。

「……エイダさん？」

「俺もエイダも、最初からこのつもりでついてきた」

　左に並び立つのはレフィス。

「クルーエルを助けるために来たはいいけど──もう時間がないんだろ？　だから行け、お前が行かなかったらここまで来た意味がない」

「そゆこと。どうせあたしも空白名詠の反唱って使えないしね。そばについてたって役に立てないし」

　……でも。

「そんな寂しそうな顔しないの。すぐ追いつくから。ほら、気合い入れな！」

「痛っ！」

　バシッという音が聞こえたと思ったのは、背中が腫はれるほど叩かれた後だった。

「──行けっ！」

　声は二つ、けれど聞こえたのは一回。

　美しいまでに重なり合った唱和。今この時でなければ聞き惚ほれていただろう。迷いそうになる思いを振りきって、余韻が消えるその前にネイトは走りだした。

「────」

　前に立つアルヴィル、テシエラ。

　二人の挙動に注意を払いながらも最短の距離を走り抜ける。砂と泥が固まりあったような地表を抜け、その端から続くのは煌きらめきの階段。

　シャオ。

　夜色の瞳ひとみをした名詠士の姿だけを思い描き、ネイトは階段を駆け上がった。

　ここは頂上ではない。それでも、すぐそこまで来てる。手を伸ばせば届くくらい、もう目の前にまで。

　緊張とも昂こう揚ようとも違う胸のざわめきがそう告げていた。
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　遠ざかる少年の背中、そして足音。

　ネイトが階段へと駆ける姿を横目に、エイダは正面の祓名民ジルシエへと向き直った。

「いいのかいアルヴィル」

「ん、何がだ？」

　試すような口調のアルヴィル。

　戦うべきその男をひたと見据え、エイダは鎗の先端を突きつけた。

「ちび君は、今度こそ勝つよ。あのシャオってヤツにだって」

「そう。それは私たちも関心があるんだな」

　アルヴィルの隣、無言で佇たたずんでいたテシエラが視線を上げる。好戦的な笑みと対照的、その瞳に知的な輝きを灯ともらせて。

「あの小さな坊やがはたしてシャオの高みに辿りつけるのか、なぜシャオがああも気に留めていたのか。私にはどうしても腑ふに落ちなかった。特にレフィス、お前があの坊やと会ったのは凱旋都市が最初だったんだろう？」

　周囲の視線がレフィスへと向けられる。

「そうだな、俺は……ネイトと長い付き合いがあるわけじゃない。でも」

　数秒の静寂を隔て──やがて、絡からみつく視線を払うためであるかのように、レフィスは無言で首を振った。

「ふしぎと力を貸してやりたくなる。あいつはそんな気にさせる奴だから」

「そういうこと」

　レフィスの返答に応えるかたちで、エイダは祓ジ戈ルの刃先を二人に向けた。

　あとは信じよう。

　クルーエルが自ら選んだ彼のことを。

「頭数もそろってる。ちょうどいいじゃん」

　自分とレフィス。対する相手はアルヴィルとテシエラ。

　どちらも名詠士と祓名民ジルシエの組み合わせ。経験という点で向こうに軍配が上がるだろうが、この場では決して悪くない。

　──ていうか、むしろ願ってもない状況だよね。

　自分もレフィスも、おそらく単体では相手に及ばない。最初から不利は承知の上。ならばその天てん秤びんをひっくり返すには何か、相手の不意を突く要素を加重する必要がある。一対一より二対二、大多数が入り乱れた方がそういった小技を仕掛けやすい。

「二対二ねえ。ところで姐さん、誰かと組んで決闘ってのは？」

　首をかしげるアルヴィルに、隣に立つ名詠士はさも平然とした面持ちで。

「まったくない」

「……おいおい、姐さん」

「気にするな。どうせやることは変わらないだろ？　もともと私やファウマの名詠式は、相手が一人だろうと二人だろうと変わらない」

　光を反射する金貨が一枚、テシエラの指先を転がっていく。

　──『Surisuz黄の歌』──

　金貨の光に混じり、絡みつくように生まれる名詠光。髪ほどの細さでしかない光の糸が、球を作るように立体的な円をかたどっていく。

　全身まだら模様をした黄色の獅し子し。

「硫黄いおう獣じゆうか」

　現れた獣を前に、エイダは自分の祓ジ戈ルを軽く握った。

　毒性の吐息を持つ名詠生物だ。その毒を吸えば呼吸に異常をきたすとされる。とはいえ、それさえ注意すれば怖おそれることはない。毒息の最大射程も、過去の訓練で数ミリ単位で身体に叩きこんでいる。

　……だけど、この違和感は何なんだ？

　目の前の硫黄獣は体高だけで自分の肩ほどもある。かつて硫黄獣と対峙した記憶では、それより一回りか二回りは小さかった覚えがあるのに。

　そこから導き出されるものは──

「エイダ、そいつは！」

　レフィスが叫ぶ間もなく、獅子の胸部が風船のように膨れあがった。毒の吐息を溜ためて周囲に撒まき散らす、その予兆。

　──大特異点か？

　射程をぎりぎりで外して回避、二度目が来る前に叩く。──九割方描いていたその手順を一から崩し、エイダは獅子まで一気に距離を詰めた。特異個体となった硫黄獣の毒息が及ぶ範囲が未知である以上、毒息を吐かれる前に潰つぶす！

　膨張した胸部の気体が喉のどを通過し、硫黄獣が口を開けた。

　──間に合え！

　その頭部目がけ祓ジ戈ルを全力で振り下ろす。

　鎗の柄えを通じて伝わる硬い音。直後に立ち上る光の粒子。煙のような粒子に覆われ、硫黄獣がその場で動きを止めて還かえっていく。

　間に合った。エイダが安あん堵どの息をつくより先に。

「いいや、間に合わなかったようだぞ」

　黄の名詠士の足下、わずかな砂地に咲きほこる無数の花。この塔の内部に花？……さっきまであんなの咲いてなかったはずなのに。

「アルヴィル」

「了解っと」

　一いつ閃せん、アルヴィルの鎗が通過。

　鎌かま鼬いたちさながらの風圧が薙なぎ、無数の花びらが宙に舞う。

　相手の名詠はまだ終わらない。浮遊する花弁のさらなる上空、黄土色の皮膚をした名詠生物が現れる。

　黄色の小竜リントブルム、翼をもった小型の異形竜だ。

　竜に分類されながらも牙と爪つめを持たない種族。もともと人の子供程度の大きさしかなく、大特異点として名詠された目の前の個体も外見上の大差はない。

「黄色の小竜リントブルム？」

　なぜこの場面で。あんなものを詠よびだしても脅威とはほど遠い。

　そしてアルヴィルが薙いだ花。あれだって……

　…………いや。

　目をこらす。黄色の小竜リントブルムの正面にきらきらと輝く黄金の粉末。よく見れば空中の花弁から零こぼれているではないか。

「……花粉？」

　競闘宮コロセウムの入口で警備員が眠らされていた光景が頭を過よぎる。そういえば黄色名詠には、強烈な眠気を誘う花があったはず。

　たしかその匂においのもとは────まさか──っ！

「レフィスっ！」

　喉を嗄からせてエイダは叫んだ。

　背後は振り返らない。一瞬の時間の浪費すら惜しみ、テシエラとその頭上に浮かぶ黄色の小竜リントブルムへと駆ける。まずい、これを喰くらったら二人まとめて──

　背中に走る悪お寒かん。

　それをそのままなぞるがごとく、黄色の名詠生物が翼を羽ばたかせる。

　きらきらと光る淡い色の花粉が宙に舞う。刹那、翼の突風で頭上から叩きつけるように花粉の雨が降ってくる。一呼吸でも吸いこめばたちまち意識を失う催眠粉だ。

「伏せろ！」

　レフィスの声はその直後にやってきた。

　──『Isa灰の歌』──

　ざぁぁっ。豪雨にも似たざわめきをともなった灰かい燼じんの風。むせ返るほどの濃度の灰が花粉の風を押し流す。

　……あぶなかった。ギリギリ間に合ったか。

「良いタイミングだね。助かったよ」

「すまない、俺の方こそ言われるまで気づかなかった」

　並び立つレフィスの両手には新たな触媒カタリスト。

　その一部始終を傍観し、アルヴィルがふっと息をはいた。

「おいおい、なんだ姐さん、あっさりかわされちまったぜ？」

「そうだな。きっとお前が花を散らすのが遅かったんだ。ま、慣れない小細工にしてはまずまずか」

　こともなげにそう呟つぶやき、赤銅色の前髪を横にはらうテシエラ。

　……よく言うよ。

　手に滲にじんだ汗をぬぐい、エイダは正面の相手を凝視した。

　またたく間にまったく別種の名詠を三回。大特異点だからではなく、単純に名詠士としての技量が恐ろしい。これだけの女がその実力を隠して在野に潜んでいた、まずその事実だけでも驚愕に値するほどだ。

「テシエラ、一つ訊ききたい」

　そう告げるレフィスの視線は正面、黄の大特異点へ。

「なんだ？　質問にもよるが、お姉さんの年齢を聞こうなんて野暮な真似、隣の阿呆アルヴイルだけで間に合ってるぞ」

　空とぼける彼女を睨んだまま、レフィスが指さしたのはその足下だった。

　灰色の風にあてられ、ぱらぱらと地面へ散った無数の花弁。

「お前が黄色名詠を使える理由。五色の名詠は使えなくなったはずじゃないのか」

「お、そういえばまだ話してなかったか。……どこまで話したか。そうそう、『セラの庭園』に連れていった時、ここが名詠式の生まれた場所だという説明まではしたかな」

　ひらひらと降る黄色の花びらを手ですくい、テシエラがそれをじっと見つめる。

「五色の名詠式が使えなくなった理由は単純だ。調律者の目覚めに呼応し、調律者を伴わない名詠式──つまりは『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』の五色。これらの名詠は全て『セラの庭園』に還ることになる。言い換えれば、『セラの庭園』と繫つながっているこの塔に向けて五色の名詠式が収束し、そしてこの頂上を経由して調律者の下に還りつつあるというのが今の状況。だからこそ、塔の外の世界では名詠式が作用しないことになる」

　今一度、エイダは果てのない天井を見上げた。

　……あの女が言うのが本当なら、あの光は。

　極彩色の光、どこからともなくあふれてくる。このまばゆい光は全て、塔に収束した五色の名詠式が姿を変えたものなのだろう。その影響を受けているからこそ、今まで上ってきた石階段も五色に輝いているに違いない。

「塔の内側に五色の名詠式が集まっているわけだから、この塔の内側にいる名詠士ならば五色の名詠式は使用できる。考えれば当たり前の理屈だろう？」

「……アマリリスが封律した灰者の王ラステイハイトを復活させずとも、この塔の内部ならば灰色名詠も使えることになっていたわけか？」

「可か愛わいいな坊や、理解が早いのはそれだけで美徳だよ。ま、言ってみれば無用な儀式か。とはいえアマリリスもそれは最初から承知の上。だからこそ、あえてその儀式の意味を問われれば……灰者の王ラステイハイトを解放したことで、理論的には灰者の王ラステイハイトの名詠が可能になったことか。っと、これはわれらが大将シヤオの受け売りだがな」

　──つまり、この塔の内部なら自分にも白色名詠が使えることになる。

　胸元に添えていた手を下ろし、エイダは目の前の相手を凝視した。

「ま、そんなしちめんどくさい理屈なんて祓オ名レ民らにはどうでもいいけどな」

　ひゅんと音を立てて唸うなるアルヴィルの長鎗。

「そんな長話するために来たわけじゃないんだろ？　見せてみろよ」

「言われなくても」

　隣立つレフィスにこっそり目配せウインク。

　地を踏む足の重心を移動し、身体が地に這はうほどの前傾姿勢へ移行する。

「──そのために来たんだ」

　エイダは、祓ジ戈ルを握りしめた。








真奏　『百億の星に少女は祈り』









　静かだった。

　扉はもちろん窓もぴしゃりと閉めきった部屋。冬の寒さを日ひ射ざしが中和して、室内は温かくも寒くもない。空気の流れまでもが停滞している気がするのは、たぶんそのせいなのだろう。

「……休憩室みたいな場所なのかな」

　淀よどんだ空気を入れ替えたい。そんな衝動に駆られ、ヘレンは大きく息を吸いこんだ。

　自分がいるのは総務棟の一階、教師控え室という場所らしい。

　つい直前までいたのは二階の職員室。けれど昼間は見知らぬ教師も多いし、違う制服を着ているから嫌でも目立つ。そんな息苦しさを感じていたところで、名前も知らない男性教師がこの部屋を勧めてくれたのだ。




〝よぉ、ヘレンだっけか。ミラーからちょっと話を聞いたぜ。てか、話は突然だけどよ、一人で職員室ここにいると肩凝らないか？〟




　赤と橙だいだいのまだら模様のシャツ姿、そんな派手な服装の教師だった。

　他校の生徒である自分に、まるで友人に話しかけるように気さくな口調で──




〝俺おれも教師だけど……いやーやっぱさ、俺が学ガ生キの時も職員室って苦手だったわけ。俺とミラーとエンネの三人でバカやって叱しかられた記憶しかないしな。そんなわけで気持ちはわかる。──うん、よーくわかるぜ。状況は違うだろうけど、さっきから見てるとお前も居づらそうだったし〟

〝少し一人でいたいなら、階段降りてすぐの部屋が空いてるぜ。ソファーとかもあるし、ポットで湯沸かして茶でも飲んで休んでなって。ああ、あと茶葉の入った容器の隣くらいかな、蓋ふたに『エンネ』って書かれたクッキーの箱があると思う。腹へったら勝手に開けて食べとけ。あいつ冬場で体重が落ちにくいとか嘆いてたからちょうどいいだろ〟




「……この学校、いい先生がいるんだなぁ」

　テーブルの上、白さ湯ゆの入ったカップの縁ふちに指先で触れた。

　自分が入れたわけではない。部屋に入った時から誰かが用意してくれたものだった。

「これも、きっとあの先生なんだよね」

　あのやんちゃな表情とひょうきんな物言い。教師という一般イメージとかけ離れているけれど、その反面、生徒の心情を親身になって心配してくれる人なんだろう。

　名前を聞いておけばよかったと思う。うん、あとでミオにでも訊たずねてみよう。

　──トン。

　にわかに、ドアが控えめにノックされた。

「ヘレンちゃん、いる」

「ミオ？」

　扉を開け、癖のある金髪をした少女が姿をのぞかせる。

「あ、いたいた！　探したよー、職員室で待ってるはずがいないんだもん」

「あ……そうだよね、ごめんなさい。男の先生にここで休んでろって言われたの。でもミオの方こそ──」

　ネイトたち三人が発たつのを見送って、それから。

　登校するクラスメイトにクルーエルのことを伝えに行ってくる。そう残してミオが一年生校舎へと向かって、まだ一時間ほどしかたってない。

「うん、みんなには伝えたいこと伝えたの。だから一度ヘレンちゃんのとこに戻ろうかなって。それで探してたの」

　テーブルの向かい側に腰かける彼女。

　そんな友人の姿をヘレンはこっそりと凝視した。

　……いつものミオ、だよね。

　クルーエルが帰らないという知らせにあれほど苦しみ、受け答えもできないくらいボロボロだった。今は顔色も良くなって、口調も表情もいつもの彼女だ。

　……本当に、こんな早く立ち直れたんだ。

〝ヘレンさんごめんなさい、ミオさんと二人きりにさせてもらっていいですか〟

　女子寮で自分が去った後、ミオを励ましたのはネイトだった。

　そういえば、クルーエルがネイトに好意を寄せているという話も最初はふしぎだった。

　クルーエルと出会ったのは凱旋都市だけど、彼女が良い子で魅力的だというのは同性である自分にもすごく伝わってきた。彼女に好意を持つ男子生徒も大勢いるに違いない。けれどその中ですら、クルーエルはネイトを選んだ。

　でも振り返ってみれば、ミオを立ち直らせたのも彼だ。それは教師にも自分にもできなかったこと。それに人見知りしがちなレフィスもそう、ネイトには心を開いてる節がある。

「……ネイトってすごいんだね」

「うん？」

「だってわたしより年下なのに、あんなにみんなから信頼されてる」

　すると、ミオは返事より先ににっこりと笑んで。

「あはは。でもね、ネイト君も最初はひどかったんだよ。最初に会った時、ネイト君たら男子寮の場所がわからなくて道に迷ってたんだから。ほんとに困った顔してキョロキョロあたりを見回してね。おまけに夏なのに真っ黒い地味なローブ着ちゃって」

　テーブルに頰ほお杖づえをついていたミオが、そう言って小さく吹きだした。

　懐かしい思い出を思いだすように。

「……そうなの？」

「そうだよ～。そして記念すべき登校一日目、みんなの前で名めい詠えい失敗しちゃって実験室がススだらけ。その日はずっとしょぼくれてたなあ。みんな声もかけづらそうだったよ」

「うそ……なんか、信じられないくらいね」

　ミオが告げたこと、すぐには信じられなかった。

　だって、それではネイトはいかにも普通の少年じゃないか。クルーエルが好意を寄せ、エイダやレフィスからも信頼されている彼のイメージとはかけ離れてる。

「あたしやエイダも、ネイト君の第一印象ってそんなに恰かつ好こういいもんじゃないよ。それはクルルも同じだと思う。普通、『あいつは頼りない奴やつだ』って思われちゃうと、なかなか払ふつ拭しよくするの大変じゃない？……でもね、ネイト君は頑張ったの。もちろん本人に『名誉挽回してやるんだ！』なんて気持ち、これっぽっちもなさそうだったけどね」

　どこか遠くを見つめたままミオが続ける。

　まるで、古いアルバムを読み返すようなまなざしで。

「クルルが倒れた時、あたしにクルルを任せて一人で名詠生物と戦ったこととかさ。ケルベルクの病院に運ばれたクルルに会いたくて、学校飛び出したりね」

　そう、ヘレンが知っているネイトはそっちなのだ。

　競闘宮コロセウムが正体不明の名詠生物で沸きかえった時、一人で何十という数の名詠生物を反唱してみせた時の彼。

　ミオが言うように、ネイトだって最初から全すべてができたわけじゃない。そこに至るまで、あの少年はどれだけの積み重ねを要してきたのだろう。

「ところでさ、ヘレンちゃんもレフィス君についていきたかったんじゃないの？」

「え……ま、まあ少しだけ。でもわたしが行っても足手まといになりそうだし、それにうまく言えないけど──アイツ生き生きしてたから心配いらないかなって」

　首の裏側がむずがゆい。

　なんとも言えない恥ずかしさに耐えかねて、ヘレンはミオから視線をそらした。

「ジール名詠学舎わたしたちのがつこうに来てすぐのアイツは、あんなに活動的じゃなかったはずなの。ああ、人見知りしそうだって一目でわかるくらい。だけど今のアイツは……なんて言うのかな、ようやくネイトっていう気の合う男友達を見つけた感じ。それを邪魔したくないから」

「おぉっ、大人だね！」

「……からかわないの。ミオの方こそどうなのよ」

　じろっと睨にらみつける。

　対して、テーブルの向かいに座るミオはあっけらかんとした面おも持もちで。

「あたしは待ってるだけだよ。みんなと一緒に、クルルが帰ってくるのを信じるの」

「ならクラスの友達と一緒にいなくていいの？　わたしのこと気にしてくれるのは嬉うれしいけど、みんなで一緒にお祈りするんでしょ」

　すると金髪の友人は、ふと何かを考えるように視線を宙に泳がせて──

「キリエはお料理、サージェスは部屋掃除、先生は講義ノート作りに行ったとこだよ」

　料理、部屋掃除、講義ノート？　全部てんでんバラバラだ。

「あれ……でも、それじゃあお祈りなんて──」

「うん、みんなバラバラ。でもそれでいいの。みんな一番自分らしい応援で、ネイト君にクルルにエイダ、レフィス君が戻ってくるのをお祈りするんだから」

　みんながバラバラに違う応援。それってどういうことだろう。

　首をかしげていると、ミオがとびきりの笑顔で教えてくれた。

「あのね、エイダと相部屋のサージェスって子はね、エイダが出かける前に支度で部屋散らかしていったからその掃除。戻ってきた時には疲れてるだろうし、エイダが戻ってすぐ寝られるように綺き麗れいにしてあげるんだって」

「……もしかして、それがさっき言った部屋掃除？」

「ね？　ちゃんとした応援でしょ」

　楽しげなまなざしでミオが続ける。

「キリエって子は料理研究会なんだけど、クルルが好きなお菓子たくさん作ってあげるって、クラスの女の子何人かと調理室だよ。ケイト先生は、みんなが凱旋都市に行ってる間の講義ノート作ってるみたい」

「……クラスの男子は？」

「男子は教室の片づけと、みんなが戻ってきた時の打ち上げの準備。でも面白いんだよ、準備しながらね、『諸君、我々は、我らのクルーエルをいかにしてネイトから奪い返すべきか！』って真剣に討論してたんだから」

　心から可お笑かしそうに、お腹なかに手をあててミオが笑む。

　本当に楽しそうに口にする彼女の瞳ひとみ、きらきらと輝くしずくがこぼれる。悲しいからじゃない。クルーエルが帰ってくることを心から信じているからこその涙なのだろう。

　だからこそ、ヘレンはもう一度だけ聞きたかった。

「……ミオはどういう応援をするの」

「うーん。あたしは特にすごいことできないから、普通にお祈りするくらいかな」

　応こたえた拍子にこぼれた涙。

　それを指先でさっとぬぐい、ミオが天井をじっと見上げる。そんな彼女へと──

「あのね、わたしもそれできるかな」

「もっちろん！　あたしだってそのつもりでヘレンちゃん探してたんだから！」

「……うん」

　言葉にこそ出さなかったけれど、一番すごいのはきっと、目の前の女の子なんだろう。

　だって彼女の呼びかけで、クラスのみんながこんなにも真剣に動くのだから。

　そう、こんなに多くの人が待ってる。だから──

「ヘレンちゃん。どうしたの？　ぼうっとしちゃって」

　ふしぎそうにミオに見つめられ、ヘレンはそっとうなずいた。

「……ううん。でもわたしね、クルーエル帰ってくる気がする」

「もー、今さらそんな当たり前のこと言わないでってば！」

　ぎゅっと握り拳こぶしを作ってみせ、そしてミオは、

「ネイト君はね、約束を守る男の子なんだから」








真奏　『新約の扉、汝なんじミクヴァへ挑む者』
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『セラの塔』中位層──




　極彩色に輝く石段を上った先にある、灰はい褐かつ色しよくの平原。

　草木は一本として生えず、ただ砂と石と泥が混ざって固まっただけの硬い地盤。見渡すかぎり広がる平原は終わりが見えず、ただ一つ、さらに上部へと続く石段が見えるだけ。

　乾いた地表を風が撫なで、砂嵐としてたたきつける。

　ひゅぅと響く甲かん高だかい突風に混じって、

　──『Isa灰の歌』──

　短く、余韻も残さず拡ひろがる声。

　地面にしゃがみこむ体勢で、レフィスが触れたのは地面に積もった灰だった。テシエラの花粉を流した灰かい燼じんの風、それが降り積もったものだ。

「飛べ！」

　彼の指示そのままにエイダは地を蹴けって上空へ。

　同時に、灰褐色の大地が銀色に輝いた。

　ミシッ。

　結晶が凝固するのにも似た大地の悲鳴をともない、鋭利な灰色の岩が地盤の下から現れた。平らな地面から草木のように浮かびあがる灰色の巨岩。跳躍が遅れていれば灰色の岩に閉じこめられていたか、立ち位置によっては足を潰つぶされていただろう。

「おいアルヴィル、そっちは平気か」

　足下から伸びる鋭利な巨岩。浮遊する黄色の小竜リントブルムの首に摑つかまり、上空から見下ろすテシエラが愉たのしげに告げる先で。

「平気じゃねえよ！　ったく、いきなり岩が地面から浮かびあがってくるなんてな」

　言葉と対照的に、突き出た岩へ飛び移るアルヴィルに動揺はない。むしろ状況を楽しんでいる余裕の笑みすらある。

　──さてと。

　比較的平らな岩盤に着地し、エイダは周囲を見回した。自分の背後の岩、その物陰に隠れるかたちでレフィス。相手二人はというと、自分から十メートルほど離れた岩の上にアルヴィル。その真上には黄色の小竜リントブルムに摑まった黄の大特異点。

　──ここまでは計画どおり。

　あとは黄の大特異点が黄色の小竜リントブルムから降りてくれば……

「姐あねさん、自分だけ空う中えに逃げるのずるくね？」

「そう言うな、お前のように飛んだり跳ねたりは面倒なんだ。──坊や、周囲フイールドを自分の名めい詠えい色に染めるのは結構だが、じゃっかん冗じよう長ちようすぎやしないか？　私が言えたものではないが、こんな小細工の経験などないだろうに」

　黄色の小竜リントブルムに摑まっていた手を離し、テシエラがアルヴィルの隣の岩に着地する。それにともない、役目を終えた黄の名詠生物が消えていく。

　──いいよ、いつでもやりな。

　鎗やり先で足下の岩を打つ。それが自分の合図。

　──『Isa灰の歌』──

　レフィスの隠れた岩陰からこぼれる名詠光。

　銀色にきらめく光の粒がふわりと浮き上がって…………それだけだった。光が虚こ空くうに溶ける。名詠門チヤネルが砕ける音が岩の隙すき間まにこだまし、それすらほどけるように消えてしまってなお、灰色の名詠生物は現れなかった。

「────なんだ？」

　テシエラの表情に走ったのは余裕でなく、何かを警戒した張りつめた覚悟。

　岩陰に隠れて姿を現さないレフィス。そして名詠光だけを残して何も生まれない名詠。

　通常なら名詠式の失敗と判断する。だが、灰色名詠の青年がこの土壇場でこんな初歩的なミスを犯すはずがない。誰よりテシエラ本人がそれを知っているからこそ、この不可思議な状況に合理的な判断が下せない。

　そこから生まれるものは一いち抹まつの不安。

　灰色の巨岩に囲まれた空間はしんと静まり、やがて──

　カリッ

　何かが岩を引っ搔かくかすかな音、最も早くそれに反応したのはアルヴィルだった。

「姐さん動くな！」

　銀閃。

　テシエラが反応するのも待たず、疾風さながらの刃やいばが彼女の足をかすめて過ぎる。アルヴィルの祓ジ戈ルが薙なぎ払った岩肌。そこに、岩肌とまるで同色の何かがいた。

「──なに」

　テシエラが目を見開く先に、アルヴィルの鎗に払われて宙に吹き飛んだ名詠生物。

　それは巨岩の岩肌に擬態した石ト竜カ子ゲだった。

「石竜子バジリスクか！」

　テシエラ、アルヴィルの表情に走る緊張感。

　灰色名詠の詠うたい手たるミシュダルが、もっとも得意とする名詠生物だ。その爪つめに触れた箇か所しよを、人、名詠生物問わず石化させる能力を持つ。

「周囲を巨岩で取り囲んだのは──そうか、最初から石竜子バジリスクを擬態させるつもりで。悪くないな、面白い」

　愉しげに辺りを見回すテシエラの周囲、それを取り囲む石竜子バジリスクはすでに十体近い。

「姐さん感心してる場合じゃねえんじゃねえの」

　響きわたる鎗の咆ほう吼こう。と同時、テシエラの足下にまで迫っていた二体が断末魔を上げて還かえっていく。瘦そう軀くの祓名民ジルシエがふるう鎗の先端、組みこまれている白の宝石が輝いていた。

「アルヴィル、あんたさすがに知ってるわけね」

「灰色名詠には『Arzus白』で反唱ってことか？　なら姐さんからとっくにな」

　さすがに強い。

　次から次へと岩陰から現れる石竜子バジリスク。それをこともなげに、目を瞠みはる精密さでアルヴィルの祓ジ戈ルが弾はじいていく。石竜子バジリスクが跳躍する際に発するわずかな足音、それを察知してからアルヴィルが反応する速度は十分の一秒を優に切る。だが真に恐るべきは、それを可能にするだけの集中力。

　──まあここまでは予想の内だけどね。

　もっとも巨大な岩の上で息を溜ため、エイダはじっと時を待った。

「ていうか姐さんも手伝えっての。俺おればっか働いてねえか」

「…………」

「ん、姐さん？」

「……違う。こいつらは！」

　宙に吹き飛んだ石竜子バジリスクを食い入るように見つめる黄の大特異点テシエラ。

　そして彼女は唐突に叫んだ。

「アルヴィル、こいつらは石化能力の石竜子バジリスクじゃない！　ただ灰色をしてるトカゲだ！」

「はぁ？」

「本命はもっと別の……」

　──『Isa灰の歌』──

　地が轟とどろいた。

　灰色の小型精命、王に傅く子アルセイ・レフイス。

　巨岩を人のかたちに接合した巨岩像ゴーレムが、棒立ちになる二人へと襲いかかる。

「こいつか」

　テシエラの手に転がる金貨が輝きを増した。

　──『Surisuz黄の歌』──

　黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ。

　大特異点によって生まれたものは、エイダが知る通常のサイズを二回りは上回っていた。ただでさえ強力な電撃を発する名詠生物、ならばその威力もどれだけのものなのか。

　青白く輝く触手が巨岩像ゴーレムへと伸びる。

　ジッ、耳みみ障ざわりな音をざわつかせる触手が巨岩像ゴーレムを撃ち……その一撃だけで巨岩像ゴーレムの動きが止まった。

「坊や、本命にしては情けないな。てっきりお前の真精くらい来るかと思ったが」

「あいにくここからだ」

　動きを止めた巨岩像ゴーレムが巨岩の塊さながらに倒れていく。

　倒れる方向は、今まさに現れた黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ。

「ちっ！」

　テシエラが後方に跳躍。だが黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプは岩の雪崩なだれに呑のみこまれた。

　────今だ！

「動けっ！」

　エイダの怒号に応こたえ、今まで乗っていた巨岩が立ちあがった。

「まさか、こいつまで岩に擬態させていたのか！」

　手元の触媒カタリストも名詠生物も尽きたテシエラが叫ぶ。

　そう。最初にレフィスが名詠した一体がこの王に傅く子アルセイ・レフイス。それを巨岩に擬態させる。相手の名詠が尽きるまで、エイダはその上で待機していたというわけだ。

　無防備なテシエラに王に傅く子アルセイ・レフイスがかぶさるように迫り、エイダはその肩先からはるか上空まで跳んだ。祓ジ戈ルを頭上へかかげ、

「──アルヴィルッッッ！」

　はるかな高度から落下する勢いそのままに、鎗を全力で振り下ろした。
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　ケルベルク研究所保養区、療養施設。




「…………」

　カーテンの隙間をぬって差しこむ木漏れ日。まぶたを灼やくまぶしい日ひ射ざしに堪えきれず、ファウマはベッドの上で上半身を起こした。

　身体からだ中が激しく痛む。筋肉の痛みではない。きっと体中の血管という血管がボロボロになってしまった後遺症なのだろう。治るかどうかもわからない。

　包帯の途切れた手首から先をまじまじと見つめる。

　日焼けとは無縁の、まさに病的に白い肌。日にかざせば透けて血管が見えるほどだ。

「……でも、わたし生きてるんだ」

　手首に指先をふれる、確かに感じる小さな小さな脈拍。

　決闘舞台に上がった時は自分の命なんて惜しくないと思ってた。

　なのに、わたしは……生きてることにほっとしてるの？

　こんな世界でも──シャオが変えたくてたまらない世界でも──わたしは、ここで生きていることにほっとしてるの？

「シャオ……」

　自分の友人でもある名詠士は、どうしているだろうか。

　そしてそれに付きそっているアルヴィルとテシエラはどうしているだろうか。

『セラの塔』。

　そこは世界のあらゆる音という音が集まる場所だという。

　……上りたかったな。そして聴きたかった。世界中の全ての声を。

　心残りと言えばそれくらい。けれど、それを口にはできない。わたしはそこにたどり着く前に力つきたのだから。そしてそこに上る者は、たどり着けなかった者の全てを背負って上らなくてはならない。

　そう、だからシャオは真なる敗者の王なのだ。シャオはそれだけの優しさと、強さと、そして願いを持っている。

　けれど同時に──きっと今、シャオを止めようと塔を上っている者もまた、同様の優しさと強さと、そして願いを持っている。

「ネイトか……」

　冬のフェルン、自分の城の謁えつ見けん室に現れた夜色の少年。

　あの時わたしは、ネイトという人物そのものではなく、カインツが連れてきた少年という意味で興味を持っていた。




〝ねえ、そこのあなた。あなたの名前は？〟

〝ネイトっていいます。ネイト・イェレミーアスです〟

〝そう。年齢は？〟

〝十三歳です〟

〝ネイト、あなたの好きな色を教えて。あと、あなたの好きな言葉も〟

〝好きな色？　言葉もですか？　え、えっと……色は……なんだろ〟

〝それからあなたの好きな場所も教えて。好きな花は？　好きな草は？　好きな動物は？　好きな食べ物は？　好きな歌は？　好きな本は？　好きな季節は？〟

〝え、ちょっ、ちょっと待ってください！……ごめんなさい、あんまり一度にたくさん言われても答えきれません〟

〝答えられないものは答えなくていいわ。それならネイト、あなた好きな人はいる？〟




　最後の問いにだけ、彼ははっきりと答えた覚えがある。

「……シャオ、ネイト。あなたたち何から何まで反対なのね」

　きっと避けられない。

　二つの願いがぶつかって、片方は消えるしかない。

　どちらも譲れない願いだからこそ、融和するということはありえない。それを知っているからこそアルヴィルとテシエラがついている。

「本当は勝つことを応援するべきなんだろうけど…………シャオ、アルヴィル、テシエラ……わたしね、あなたたちが無事でいてくれることが一番嬉うれしい」

　そしてそう願う者は、きっとネイトの側にもいることだろう。

　なんて、なんて深い溝。見るも痛々しい傷痕のごとき、断絶された人の絆きずな。全ての終わったその後も、この絆はやはり傷ついたままなのか。

　今はそれだけが────
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　ギンッ！──鎗の刃先が何かに食いこむ感触があった。

「……悪くねえな」

　金属の重なる硬い音。それに続くのはアルヴィルの声だった。

「体重とか力とかの問題じゃねえ。気持ちと身体がきちんと嚙かみ合ってねえとコレは打てねえ」

　強きよう靭じんな金属で加工された自分の鎗を見つめる瘦軀の男。その柄えの中心近くまでエイダの鎗が食いこんでいた。エイダ自身、惜しみなくふるった全力の一撃だ。切断にこそいたらなかったが、アルヴィルの鎗の強度は格段に落ちる。

「……半分じゃ自慢にならないけどね」

　後方の岩に着地し、エイダは痺しびれの残る右手を見つめた。

　全力の一撃。アルヴィルの鎗を真ん中から切断する直前まで追いこんだ。

　けれど。

　──逆に言えば、そこまで追いこんでいながら、アルヴィルの鎗は折れなかった。

　まるで彼の心の強さを暗示しているかのように。

「で、そっちは？　姐さん」

　アルヴィルが振り返るのに重なるタイミングで、地響きを立てて王に傅く子アルセイ・レフイスが崩れていく。灰色の砂となって消えていく名詠生物のその先で。

「小手先の小細工と高をくくるのは無ぶ粋すいだったな。なかなかどうして、上々だ」

　テシエラ、そして彼女の周囲を守るように浮遊する召電妖精。

　二体目の王に傅く子アルセイ・レフイスを見てから名詠できる時間はなかった。この女もまた、巨岩の物陰に自分の配下を潜ませていたに違いない。

「で、結論として──二対二では面倒くさい」

　それがこの女なりの称賛。そうエイダが悟ったのは、先の睡眠花さながらの危険な笑みをテシエラが浮かべていたからだ。

　今まではしょせん前座。剣けん呑のんな言葉遣づかいがそう伝えてくる。

「アルヴィル、割れ」

「あいよ。きっちり半分だっけ？」

「これだけ広ければお互い半分でいいだろう。なんなら六、四でお前に六をくれてやる」

「んじゃ半分ね」

　──何を話してる？

　エイダ、そしてレフィスが疑念を口にしようとした刹せつ那な。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気勢をあげ、アルヴィルが自らの足下の地表を鎗で抉えぐった。

　一直線、地表に走る傷痕はちょうどアルヴィルとレフィスを隔てる位置。そしてその傷痕を延長すれば、まさに自分とレフィスを分断する線になる。

　……まさか。

　ふと思考をかすめた予感。

　アルヴィルの行動、そしてテシエラの「割れ」という合図。けれど、いくら何でもそんなことが起きるだなんて──




　ピシリッ




　聞き慣れた音。それは名詠生物が反唱で還っていく際の、崩壊音だった。灰褐色の地表に光の線が走り、俄が然ぜん、地響きと共に地盤が震えだす。

「まさか、本当に!?」

　エイダの見ているその前で地面が砕け、灰褐色の平原が真っ二つに裂かれていく。それも卵の殻に亀裂が入るようにあっさりと。

　きっかけは……アルヴィルの鎗の一撃？

「エイダ！」

　突然の名指しに我に返った。二つに砕けたうちの一つ──レフィスとテシエラが乗った側の地盤プレートが、自分とアルヴィルの立つ地盤プレートからみるみるうちに離れていく。

「レフィス！」

　彼に向かって手を伸ばすことはしなかった。距離を目測するまでもない、既に跳躍で追いつける隔たりではなかったからだ。

「おー、我ながら大したもんだってか」

　離れゆく地盤プレートを平然と眺め、アルヴィルが口笛まで吹いてみせる。

「……今のどうやったんだ」

「種明かししちまうとな、単に地面の一部を反唱しただけだ」

　地表を鎗の柄でつつく青年。

「この塔自体が、言っちまえば調律者の名詠式で生まれた存在。この平原も含めてな。そんなもんだから、この塔はミクヴァ鱗りん片ぺん同様に反唱を嫌う。だから地面を反唱で引っ搔いてやれば拒絶反応を起こすわけ。ってのがリーダーの説明な」

　反唱した箇所が砕け、この上部へ続く階段に近づくことを拒む。実際、ネイトが上っていった階段はレフィスたち側の地盤プレートだ。

「……ふーん」

「なんだおい、せっかく説明してやったのに反応弱いな」

「うん、あんたがすごいわけじゃないってわかって安心したよ。本当に鎗で地面を割りましたなんて言われたら、さすがにどうしようかって思ってたんだ」

　大げさに肩をすくめてみせ、エイダは自分の足下を祓ジ戈ルの柄で叩たたいた。

「つまんねー反応だな。相方と分断されて慌てるかと思ったんだけどな」

「あたしが？　どうして？」

「だってお前」

　アルヴィルが続けるその前に。

「あたしもレフィスも、二対二で押しきれるなんてハナから思っちゃいないよ。さっきまではお互い様子見だろ。あたしはね、あんたと二人っきりで話したくてここに来たの」

「へえ？　じゃあなんで最初から一対一サシでやろうって言わなかったんだ」

「ばーか」

　にやりと、エイダは唇の端をつりあげた。

　切なさともどかしさ、そしてこの身ごと焦がすような哀惜を胸裏に隠して。

「二人きりのデートに行きたいって年下の女あたしから言わせる気？」

　レフィスと事前にこれだけは決めていた。

　互いに惨敗を喫した身。ならば次は絶対、向こうから折れさせる。二対二はこちらの不利、一対一に移ろう──相手からそう言わせたかったのだ。

「はっ！　そりゃまた乙おと女め心なことで」




「でもね…………あたしは、あんたとそういう関係になってもいいかなって思ってた」




　瞬間。

　おどけたままだったアルヴィルの表情に、何かが走った。

　それに気づかぬふりをしたまま──

「たとえばだけど……自分あたしからそういう風に声をかけてもよかったって思ってる」

　大きく息を吐きだし、エイダは自分の足下を見つめた。

　小刻みにふるえる自分の足。……初めてだった。今まで培つちかってきたどんな勇気とも違う勇気。それを振り絞ることが、どれだけ胸を痛ませるのかを感じたのは。

「──考えられる時間なんて一日きりだったけど、それでもあたしなりに死に物狂いで考えたんだ。あんたがあたしに言ったことへの答え」




〝どちらか一個選べ。祓名民オレか、名詠学校オマエかをな〟

〝自分おまえがどうしたいのか腹据えて考えてみろ、答えがでない限り俺には勝てねえよ〟




「……あたし、あんたに憧あこがれてたんだと思う。周りの人間の中であんただけは自由で、あたしの馬鹿につきあってくれてた」

　言葉を詰まらせてしまいそうになるたび、頰ほおの内側を嚙んで堪こらえた。

　指先が震えてしまいそうになるたび、力いっぱい鎗を握りしめた。

「全部、過去形だな」

「…………そうだよ。それは全部、昔のあたしだもん」

　決別の言葉。

　どれだけ、その一言を告げるのが辛つらかっただろう。

「──まずまずってとこか」

　顔をあげた。

　アルヴィルの表情は変わらない。けれどその口調は今までにない優しさを含んでいた。懐かしい……憧れる彼としての口調。

「そこまではいい。だが肝心のことを言ってないぜ？」

「ああ、そうだね」

　口元を引きしめる。

　余韻すら残さぬ鋭利な口調でエイダは告げた。

「あたしは、名詠学校の生徒としてクルーエルを助けたい」

「そうか」

「けど、あんたと戦うのは祓名民ジルシエとしてだ」

「……それじゃあこの前とどう違うんだ？」

「本当にわからない？　あたしの心構えが違うんだ」

　一瞬、アルヴィルが狐きつねにつままれたような面持ちで口を閉じる。ここまで正面から聞きかえされることは予想していなかったのだろう。

「ああ、わからねえな」




「あたしは…………あんたに、あたしのこと認めてもらいたいんだよ！」




　がむしゃらに背伸びして彼に対抗しようとしていた競闘宮コロセウムの時。

　それとは違う。

　今は、何一つ飾らない裸の自分を見せてやりたかった。

「あんたがいてくれたから、あたしは今までやってこれた。それを見てもらいたいんだ、親父おやじでもルフ爺じいでもなく────大好きだったあんたに！」

　張り叫んだわけでもない。

　絶叫したわけでもない。

　けれどその声はいつまでも、残響として二人だけの平原にこだました。

「だから、それがあんたとあたしの勝負だ」

「そんな一方的な勝負、俺に乗れってか」

「女に誘われて断るほど落ちぶれちゃいないだろ？」

　きょとんとした表情の後、彼が小さく吹きだした。

「はっ、ばーか。お子様のくせに一丁前に女ときたか。……はっ、はは…………面白えなおい！　クラウスの旦那がここにいたら目を丸くするぜ」

「いい女になっただろ？」

「確かに、今のお前は悪くねぇ。俺の知ってる、祓名民ジルシエだけのカチコチなお前じゃねえからな。それが名詠学校で身につけた度量ってんなら上々だ」

　手首の回しだけで鎗をふるい、アルヴィルが天に向けていた鎗先を水平にもどす。

「ようやくできたじゃねえか、心構えはたしかに一人前、もうガキ扱いはしねぇよ」

　アルヴィルの表情は今までにないほど穏やかで、そして──

　一人前。

　そう言ってくれたのは、これが初めてだった。

「あとはその気迫にふさわしい重みが、きちんと鎗に乗ってるかどうかだな」

「そうさ。あたしはそれを見せに来たんだ」

　姿勢を低く、足先に体重をかける。

　鎗を握る指先にこめた力は軽く、視線はただ一人──目の前の男だけを見つめ、

「行くよアルヴィル、これが最後だ」

　エイダは走った。
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　地表を覆う巨岩はとうに消え、何一つない平原が広がるばかり。

「ここに来る前、ミシュダルと会った」

　地に残る灰を風がさらっていく。

　髪に付着したそれを手で払いながら、レフィスはテシエラへと告げた。

「灰者の王ラステイハイトの継承か」

「そんな恰かつ好こういいもんじゃない。俺はただ、頭ごなしに怒鳴られただけだ……そして言い返せなかった。あいつが、俺に対して本気で怒ってくれてたから」

　自らに対する自じ嘲ちようと、他者への嘲ちよう笑しよう。

　あの男がそれ以外の感情を見せたのは初めてだった。

「あんたの言うとおりだった。俺は今でもミシュダルに辿たどりつけてなかった。灰色名詠にこだわる理由の重みが違うんだなって心の底から思った」

「ふむ。だとすれば坊やは何のためにここにいて、灰色名詠で戦っているのかな」

「……今はもう、別にあんたと師の関係を知りたいとも思わない。だけど──」

　今一度、硬い地表を踏みしめる。

「やり残してたんだ。俺は、ヨシュアと違う方法でヨシュアを超えなくちゃだめなんだ」

「ならば見せてみろ」

　黄砂色のマフラーを首からだらりと垂らすテシエラ。固く握られた右手に触媒カタリストを隠していることは確実だが、ここからでは何を持っているかわからない。

　……けど、マフラーに触れていないということは、雷鳥はまだ名詠しないのか？

　テシエラの真精は、低級の名詠生物である擬ぎ光こう虫ちゆうから連携して名詠される。とはいえ、今回もあのマフラーを触媒カタリストに使うと断定するのはまだ危険。

　──とにかく有利な状況に持ちこまないと。

　地にかがみ、灰褐色の地表に手で触れる。

　──『Isa灰の歌』──

　地表に生まれる銀色の円。

　土が盛り上がり、灰色の巨岩が浮かびあがっていく。草木一本として生えていない平原が、またたく間に巨岩の転がる岩石地帯へと姿を変える。

「お、さっきの面倒な地形か」

　地面から盛り上がる岩の合間にテシエラが身を隠す。

　灰色の岩石に覆われた周囲フイールド。周囲を自分の名詠色に塗りつぶすことの利点メリツトは大きい。岩肌に擬態した石竜子バジリスク、岩そのものに擬態する王に傅く子アルセイ・レフイスなど。展開を有利にすることは二対二の前ぜん哨しよう戦でも証明済みだ。

「しかし残念。お姉さんも似たような名詠を持っているんだな」

　にわかに、テシエラが固く握っていた手をゆるめた。開かれた指の隙間から、さらさらとこぼれる金色の粒子。

「砂金？」

「ハズレ。光が当たっているからそう見えるが……これは私の故郷の砂だよ」

　黄砂色のマフラーと同色の黄砂。

　浮き上がった灰色の巨岩、その上にテシエラの砂が少しずつ積もっていく。

　──『Surisuz黄の歌』──

　瞬間、地表に落ちた砂が爆発したように膨れあがった。

「……なんだ？」

　岩肌の上に砂が積もり、それが加速度的に量を増していくのだ。

　最初はぱらぱらと降ふる程度の砂量。それがみるみる間に岩の下部を覆い、上部までを呑みこみ、岩が砂に埋まっていく。豪雪地帯に雪が何メートルも積もる光景さながらに。

「まさか──」

「そう。坊やの巨岩フイールドを私の砂が塗り替えているのさ。灰色の世界を黄色にな」

　灰色の巨岩を埋めつくす黄砂。

「っ……させるかっ！」

　妨害のための名詠を脳裏に浮かべて触媒カタリストを取りだし──

　直後、絡からみつく何かに足をとられ、レフィスはその場に膝ひざをついた。

　それは足首までを埋めた砂。

「……もうここまで」

　目を疑った。自分が立っているのは最も大きな岩だ。高さだけで成人男性の身長ほどはある。この高さまで砂に埋もれてしまうなんて。




　そのわずかな逡しゆん巡じゆんの間に、周囲は一転して黄砂に埋めつくされていた。




「足下を見ないとすくわれる。文字通りステキな教訓になったじゃないか」

　ざぁっ……

　テシエラがその砂を手ですくってみせる。その足下に巨岩はなく、見渡す限り黄色の砂に埋めつくされていた。灰色の巨岩は砂の下。もはや影もかたちもない。

「とんでもない力業だな」

　自分たちの周囲およそ二十メートルほどか。砂地の感触を確かめるため、一度大きく踏みこんだ。ざっ──乾いた音とともにつま先が半分ほどめりこんだ。

　……これじゃ走るのも難しいか。

　力をこめるほど沈みこんでいく。まるで砂漠で決闘しているような心境だ。

「懐かしいな、私とヨシュアで訪れたのも砂こ漠こだった。何年も前のことだがな」

　やおら屈かがみこみ、テシエラが砂漠の表面を手でそっと愛撫する。

「…………」

「どうした？　気にならないのか？」

「お前に勝てば教えてくれるんだろ。だから今は訊きかない」

「わかってきたじゃないか」

　その名詠士の笑みが深まり、同時に砂をさする手が止まる。

　砂の表面から立ち上るのは名詠門チヤネルの輝き。黄金色の光の渦が巻きあがり、歪ゆがみ一つない真円を描く。

　──『Surisuz黄の歌』──

　乾いた音をしたがえて名詠門チヤネルが砕ける。

　何が出てくる？　考えられるのは黄砂に擬態する名詠生物だ。わずかな動きでも見落とさないように名詠門チヤネルの痕を凝視して──

「……何も出てこない？」

「砂に擬態した名詠生物が出てくると思ったか？　あいにくと、そのままお前の真ま似ね事ごとをするのもつまらないだろ」

　砂の表面になお手を触れた姿勢で、黄の名詠士は。

「私が名詠したのは砂に擬態するのではなく、砂の中に潜る名詠生物だ」

　砂の中に潜る。

　つまり敵てき駒ごまはすでに名詠されていて砂の中、だとすれば浮上する場所は……

　──やばいっ！

　駆けめぐる悪お寒かんに全身から汗が噴きだした。足をとられることを覚悟して砂を蹴る。体勢を崩しながらも後方へ跳び下がった。

　ざぁぁぁっ！

　一瞬前まで立っていた足場が盛り上がり、砂と同色の蛇が飛びだした。

　──『Isa灰の歌』──

　黄色の蛇と灰色の蛇がからまりあい、互いに牙きばを胴体に突き立てた姿で動きを止める。

　その二体の蛇を押しのけ、次に砂中から現れたのは硫黄いおう獣じゆう。

「……こいつもか！」

　硫黄の毒息を撒まき散らす名詠生物。……なるほど。この足場の悪い状況、毒息の射程から逃げることそのものが難しい。まさに砂漠の決闘に適した能力だ。

　灰燼の詰まったフラスコを地に叩きつける。

「行け！」

　ひび割れた容器から巻きあがる灰を摑み、レフィスは眼前の獅し子しへと投げつけた。

　灰が銀色に輝き、そこから生まれる名詠生物。

　巨岩で構成された岩人形──王に傅く子アルセイ・レフイス。自分の最も得意とする名詠であり、灰色名詠で第二音階名詠ノーブルアリアに位置する強力な名詠生物だ。

　硫黄獣が息を吐きだす。

　周囲の砂が巻きあがるその内側、黄色の気体が獅子を中心に拡がっていく。

　だが。

「押さえつけろ」

　レフィスの命そのままに王に傅く子アルセイ・レフイスが砂漠を蹂じゆう躙りんする。灰と砂の入り混じった粉ふん塵じんを蹴り上げ、硫黄に包まれた獅子をその巨体で押しつける。

「なるほど、硫黄獣の毒息はお前の巨岩像ゴーレムには効果が薄いと。これは私の方が名詠を誤ったかな」

　微苦笑をうかべ溜ため息いきをつく彼女。

「ならどうする」

　右手に銀貨を握り、テシエラを睨にらみつける。

　まだだ。まだこの女は全力を出してない。

「そうだな、そろそろいこうか」

　つと、その目の色が如によ実じつに変わった。剣のように鋭いという表現は不的確。それは砂中に潜んで牙を隠す獣の眼光。

「…………」

　すぅっ。

　テシエラが無言で右手を振り上げるその背後、膨大な量の砂が吹き上がった。

　盛り上がる砂。

　先の大蛇や硫黄獣の比ではない。あれを子供が作る砂山だとすれば、これは砂漠の巨大な丘陵そのものだ。

「Geekジーク【狂者】──黄色名詠の巨岩像ゴーレムだ。坊やの岩と違ってこっちは砂だがな」

　砂という砂をふるわせる雄お叫たけびが響く。

　雄叫びの主は、砂そのものが凝固した名詠生物だった。

　テシエラが子供に見えるほどの巨体。特異個体として名詠された砂の巨人、大きさは四メートル以上。王に傅く子アルセイ・レフイスをさらに一回り上回る体格だ。

「坊や、まだ行くぞ？」

　テシエラの両手からこぼれるのは黄色の花びらだ。

　ひらひらと不規則な軌道で舞い降りる花弁、その一つ一つが地に落ちる前に光となり、小さな輝きの円環を形づくる。

　──『Surisuz黄の歌』──

　ヂヂヂと不快な音を発する黄色の発光体。それが五つ。

　召電妖精、競闘宮コロセウムでも彼女が使用した名詠生物だ。周囲の目標物に手当たりしだい電流を放射する好戦的な名詠生物。黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプより威力は落ちるが、複数体の名詠がしやすいことが強みだ。

　五体の召電妖精、その後ろに黄色の巨岩像ゴーレム。

「物量で押す気か」

「それが黄色名詠の基本だからな。なにせこの色、強力なものほど鈍重で扱いづらい」

　背後の砂巨人を決まり悪そうに示すテシエラ。

　だがたしかにそうなのだ。硫黄獣、黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプに代表されるように、黄色の名詠生物は『自分を中心に攻撃を撒き散らす』型が多い。総じて動きが鈍いのだ。

　……それを逆手に取れる名詠なら。

「たぶんお前は、ヨシュアの名詠を全部知ってるんだろ。だからいつも俺の名詠を先読みして、それを試すような名詠ばかりだ」

「ばれたか」

　舌を出しておどける彼女の前で、レフィスは銀貨を握りしめた。

「だから俺が使うのはミシュダルの名詠式オリジナルだ。これは絶対お前も知らない。ミシュダルだって一度も決闘で使わなかったはずだからな」

「ほう？」

　──『Isa灰の歌』──

　光の粒が螺ら旋せん状の環わを描き、その中心に銀色の影が現れる。

　人のかたちをした銀色の何かがそこにいた。

　体長二メートルほど。細長い金属針を合わせ人型をなしたような形状だ。両手に相当する部位からは、直接銀色の剣が生えている。名詠式で詠よびだされる既存の名詠種とは違う、灰色の名詠生物たちとも風ふうを異ことにする外観フオルム。

「それはミシュダルの王剣者イーゼハイト？　いや……違う？　周囲の剣がない？」

　ミシュダルの真精に酷似した名詠生物。

　だがその身体は真精よりわずかに細く、両手の剣も細身の刀身。何より王剣者イーゼハイトの中心を浮遊する守護剣たちがいない。

「RehレフEffectisエクテイス【双剣者】。王剣者イーゼハイトの代替品みたいな小型精命だ。王剣者イーゼハイトを名詠できるミシュダルには必要ないからミシュダルは使わなかったけど、こいつは」

　すっ。浮遊する召電妖精、そしてその先にいる狂者ジークを指し示す。

「──灰色名詠でも最速の一体だ」

　その瞬間。

　黄砂色の地平線を、銀の閃光が駆けぬけた。

　砂に残るのはわずかな一本の線。

　その小型精命は走らない。まるで氷上を滑るように砂上を滑走、一瞬で距離を詰める。

「……なるほど」

　テシエラの声に混じる狼ろう狽ばい。

　放電のざわめきと共に動きだす召電妖精。しかしその雷撃は、残像を残して滑走する双剣者レフエクテイスの前にことごとく空くうを切った。特異個体の攻撃とて、威力こそ恐ろしいが当たらなければ意味がない。特に特異個体の多くは体格も通常より大きい。動きも鈍る。大テ特シ異エ点ラの唯一の弱点だ。

　銀閃──銀色の名詠生物が疾走した背後、打ち払われ地に落ちる召電妖精たち。残るはテシエラの横に控える砂巨人のみ。

「突い破け」

「迎撃つぶせ」

　両手の剣をかざす双剣者レフエクテイス。こぶしを振り上げる狂者ジーク。

　両者が接触した瞬間、銀色に輝く砂が宙を舞った。

　銀色の煙を上げて還っていく双剣者レフエクテイス。身体を構成する砂が崩れ、やはり黄煙を上げて消滅する狂者ジーク。

「相討ちか」

　消えていく二体を見据え、レフィスは安あん堵どの息をついた。一体でテシエラの名詠生物を六体。相手の弱点を突いたとはいえ、奇跡にも近い数字と言える。

「…………」

　その一方、テシエラは無言で頭上を眺めたまま。

　──なんだ、さっきから何かがおかしい？

　レフィスが脳裏の疑念を確信したのはその時だった。

　普段のこの女なら、「大したもんだよ坊や」とでも言ってくるはず。それに時折、名詠と名詠の間がひどく時間が空くのも妙だ。本気で物量で勝負する気なら、この女はもっと桁けた違いの波状攻撃ができるはず。

「…………ふぅ」

　やがて、長い長い吐息が彼女の口をついてでた。

　それは隠しきれぬ疲労の吐息。

「テシエラ、あんた──」




〝ああ、別にこの塔で何かが襲ってくるとかはないらしいんでな。それに姐さんもあんま体調良くないし、これ以上身体に負担かけるよりここで待ってる方が楽ってね〟

〝おい姐さん？　自分の身体のこと、まだあの兄ちゃんに言っ──〟




　思いあたるのはアルヴィルという祓名民ジルシエの言葉。

「あんたまさか──」

「……ん？　お前まさか、私が持病か何か持っているなどと勘違いしてないか」

　頭上を見上げる姿勢から、思いだしたように彼女が視線を戻した。

「あれだけ無駄に長い階段上ってくれば誰だって疲れるさ。あの体力バカアルヴイルと一緒にされては困るな」

　首元のマフラーの端を手に搦からめとる彼女。

　後罪クライムに縛りつけられた触媒カタリストが少しずつ、少しずつ光を増していく。

　──アレを詠ぶ気だ。

　黄の大特異点が従える、自身最強の真精。

「ただ、さすがに時間を消費したのは事実だ。お互いここらで決めようじゃないか。最強の駒同士での勝負。勝った方が仲間のもとへ行ける。単純明快なルールだ」

「……そうだな」

　ここで終わりじゃない。ネイトはきっと、もっともっと大きな存在と戦っている。だから負けられない。この先へ進むためにも。

　地に残った一いち握あくの灰をその手に摑み、レフィスもまた〈讃来歌オラトリオ〉を口ずさんだ。

　願うものはただ一つ、灰色名詠の主たる──
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　二つに切り裂かれた大地。

　灰褐色の平原。風すらやんだ静寂で、終わらぬ剣けん戟げきだけが嘶いななきを上げていた。

　ギンッ！

　砂すな埃ぼこりに混じる澄んだ衝突音。余韻が消えぬうちに二度、三度。

「はっ！」

　足下すれすれを薙ぐアルヴィルの一撃。それをかわし、エイダは上空から突き降ろすかたちで鎗を突き立てた。

　身体をねじってかわす相手。それを追って距離を詰める。続けざまに手首を返して追い打ちの横薙ぎ。さらに斜め下から変則的に振り上げる。

　ギッ──エイダの刃の峰を叩いたのは、アルヴィルの鎗の柄だ。

「ほらよ、返すぜ」

　刃の流れそのままに受け流し、柄を顎あご先目がけて振り上げる彼の一撃。

「ちっ……」

　首の位置をずらしてエイダが回避。その一瞬、視界がブレた刹那を逃さずアルヴィルが鎗をぐるんと一回転。その鎗先が胸元に迫る。

　避ける？　鎗で防ぐ？

　否。

　そのいずれをも可能性から切り離し、エイダは前へと飛びだした。

　──ざくっ。

　胸元で何かが擦こすれた感覚。痛覚か触覚か、あるいは聴覚か。脳に送られる信号を無視し、鎗の先端を突き返した。

「なっ……？」

　よもや反撃が来るとは予想していなかったのだろう。アルヴィルがまともに顔色を変えて飛び退のいた。

　距離およそ五メートル。

　いつでも詰められる距離、だがそれは同時に、相手の領域に飛びこむことを意味する。

　互いに踏みこむ呼吸を見計らいつつ──

「…………」

　エイダは自分の胸元をちらりと確認し、そして苦笑した。

「なあアルヴィル、ずいぶんなトコ狙ってくれるじゃん？　これわざとか？」

　制服の胸元。

　リボンタイと制服が綺き麗れいに横一線に裂かれ、その下、胸元の肌がわずかだがあらわになっていた。生地の切れ目からも、胸の小さなふくらみがかすかにのぞいている。

「やらしい奴やつ」

「ばーか。そういうセリフはな、もっと色気つけてから考えな」

　そのくせ、表情はどこかきまり悪そうな彼の苦笑。

　……そういう時だけはごまかせない不器用さんだよね、あんたは。

「なんだおい、その気持ち悪い笑い」

「いや──なんか正々堂々じゃないなって思っただけさ」

「へえ、正々堂々じゃないってか。そりゃどういうこった？」

　アルヴィルに気を悪くした様子はない。むしろその逆、好奇心すら感じさせる表情でその意味を訊いていた。

「そうさ。だってこの戦いの理由だって、喋しやべってるのはあたしだけ。あんたは何も喋ってない。隠しっぱなしだ」

　自分の裸の心を全て見せた。

　けれどアルヴィルはまだ、自身のことは何一つ語ってない。

「アルヴィルは、あたしのことどう思ってる？」

「さあねえ、今はとりあえず敵だろ」

「だとしたら──あんたはどうして、いつまでもその首飾りネツクレスをしてるんだ」

　左手に鎗を持ち替え、エイダは右手でアルヴィルの胸元を指さした。

　黒獣皮のベスト、その上にゆれる銀色の首飾りネツクレス。

　かつての自分からの贈り物。

「そういやお前はしてないな。どうした？」

「少し前に壊れた。あたしじゃ直せないし、今は箱の中に置いてある」

「そうかい」

　短く呟つぶやく彼。その表情に揺らぎは見えない。──今はまだ。

「それより、あんたはあたしの質問一個にもまともに答えられないの？」

　自分のことを敵だと言いながら、自分の贈った首飾りネツクレスをいつまでもつけている矛む盾じゆん。

　平原が、水を打ったように静まりかえる。

　絡みつく互いの視線を受けとめるだけの時間が刻々と流れ──

「……そうだな。俺にもよくわからねえな」

　隠しきれない彼の溜息。首をふり、アルヴィルが後ろ頭をかきむしった。

「やれやれ困ったな、そればっかは俺でも答えに迷うとこだわ」

「じゃあ、さっき言ったことは本当？」

「さっき？」

「うん」

　怪け訝げんそうな顔つきのアルヴィルの前で、エイダは笑った。

「今のあたしは悪くないって」

　一瞬ぽかんとした表情で、けれど途中ではっと気づいたように顔を上げ──

「ああ、そういや言ったな。今のお前は悪かねぇ。それだけは本当だ」

　彼の目の色は、懐かしさすら感じるほど穏やかだった。

「……ありがとう」

　心に生まれた感情、エイダは隠そうとは思わなかった。

　……ありがとう。

　それだけわかれば十分だ。

「なんだ？　急にしおらしくなったな」

「そうじゃない。これで終わりにしようってこと」

　ひゅん。唸うなりを上げて鎗を回し、左手から右手に持ち替える。

　左手で切り裂かれた白のリボンタイをほどく。その下で胸元がのぞいてしまうが、それでいい。このリボンが必要なんだ。

「そのリボンを投げないってことは……何かを名詠するって腹か？」

「そうだよ。言っただろ、あんたに認めてもらいたいって。あたしは祓名民ジルシエとしても名詠学校の生徒としても、あんたに認めてもらいたい。だから」

　リボンタイを握りしめる。固く、固く。

　右手に祓ジ戈ル、左手に白の触媒リボンタイ。

「あたしはこの両方で勝つ」

「……いいぜ。祓名民ジルシエで培ったものを犠牲にしてまで、お前の選んだ名詠学校みちで何を手に入れたか、見せてみな」

　隔たれた二人の間隔。

　風も音も、何もかもが静まった。

　二人を隔てる空間には何もない？　否、二人の間に流れるものは──




　O toga大いなるWem millmo畏敬, HIr shoulと尊厳da oraを以てpeg ilmeri我がgiris ende名をzorm刻む

　──O pelma大いなるLoo nehhe祝讃と, Hir yun礼節をda ora peg謳つてilmei celeその名ende zormを贈る




　ole shan ilis夢も望みも、, peg loar全て, peg kei Hir et遥か過去〈うしろ〉に, univa sm hid捨ててきた

　──karla shan mihas血と絆、, peg omni全て遥か, peg elen未来〈かなた〉に, Hir qusiつなげるfo roo xinために




　Hir be qusiその道、Gillisuもはやxshao ele振り返るsm thesことすら, neckt ele叶わず

　──tis eleその道、qusiいまはGillisu peg mici永劫の子らへとdremren託すことを




　空を切り、楽曲にも似た調べを鎗が奏でる。

　二人の鎗使いたちが奏でるものは、祓名民ジルシエに伝わる祀歌だった。




　Lor be se Gillisu feo送還〈みおく〉る者のolfey cori始にしてende olte頂

　──Lor be se Gillisu feo守護〈みまも〉る者のeffecta cori始にしてende olte頂




　lipps hypne生涯ただcooka鎗と共に, fifsia-c-ect-c-ele歌い、踊り、peg Gill生きる, jes qusi定めgirisなればこそ

　──dis lucs永劫ただhypne鎗と, syuda-c-tania-c-tissin共に誓い、語り、peg伝えるGill定め, jes qusi girisなればこそ




　赴戦讃歌と凱がい旋せん讃歌。

　かたや、新たな祓名民ジルシエの旅立ちを謳うたう祝福の歌。

　かたや、勝利と凱旋を祈る決意の歌。




　leide neckt私のele sm葬送〈ねむり〉にYem hypne花は無く、, reive私のzayxuy墓石〈むくろ〉にlostasia名はYem nehhe不要

　──leide私のzarabelarc葬送にsm Yem花はhypne泣き、, orza wos私のdifea fel頭上にYeo光は無用




　O la Laspha朽ち錆びた, Wem shel我が戈のみ、zo hearsa私の軀にlipps sm突きcley立てよ

　──O la Laspha傷つきし, arsicie Wem我が戈に託し、lihit zoそなたのevoia道をYem tis是とする




　合唱と呼ばれる概念にはほど遠い。

　互いの歌に互いの歌を重ねただけの無骨な連つらね奏うた。

　そもそも二つの歌を重ねるという儀式自体、祓名民ジルシエには存在しないのだから。

　……だけど、だからこそ意味がある。




　Isa O oraいざ謳え。, sterei Ies数多の色たち、, sterei da数多のcooka詠ばれしdoremren子らよ

　──Isa O oraいざ謳え、, ilmei Ies大いなる色たち、, sterei数多のtissin続きしdoremren子らよ




　そう、そんな無骨な歌にアルヴィルが合わせてくれた。

　それは彼が──あたしを認めてくれたことを意味しているのだから。




　Jes nehhe今ここにqusi Ies全ての, arsei spil名前を, Seo la解きmiqvy virgia放ちて唯一つ──

　──Jes nehhe今ここにqusi dio全ての, nefis slin名前に, Seo la誓つてmiqvy evoia唯一つ──




　だからこそ負けられない。

　アルヴィルの前で無ぶ様ざまな姿は見せられないからこそ、アルヴィルには負けられない。

　祓名民ジルシエとして、そして名詠士の端くれとして。

　そして……昔も今もこの男に想おもいを寄せる者として。




　bekwistもはやYem nehheわたしの鎗をolfey besti縛めるものは、Gillshuvesherそこに無い

　──bekwistもはやYem tisそなたの道をolfey besti縛めるものは、Gillshuvesherそこに無い




　右手で鎗を構え、左手には純白のリボンタイ。

　そして──

　エイダは駆けた。時同じく、アルヴィルも。

　それは奇妙な既視感だった。

　互いに敵のはずなのに、

　延々と続く平原で、互いに互いを求めて走りよるそれは、




　まるで、互いに抱ほう擁ようを求める恋人の姿そのものだったから。




　一瞬に過ぎない時間の経過で、全てが決まる──

　互いに鎗をふりかぶる。

　一瞬速いのはアルヴィルだった。左手にリボンタイを持っているぶん、身体の半身だけで祓ジ戈ルを制御する必要のあるエイダが遅れる。

　だがそれは共に自明の理。

　鎗を振りかぶりながら、アルヴィルが見つめるのはリボンタイ。

〝さあ、とっておき見せてくれるんだろ？〟

　彼の笑みがそう言っている。

　だから。

　──『Arzus白の歌』──

　リボンタイが輝き、小さな小さな名詠門チヤネルを描きだす。

　そこから生まれたものは一瞬の閃光。

　二人の中心点で煌こう々こうと光を放つ白光だった。

〝目潰しか？〟

　アルヴィルの視線が訝いぶかしむように歪み、だがそれは一瞬で白紙に戻る。

　彼もまた気づいたのだ。

　もし目潰しのつもりなら、光は二人の中央など照らさない。アルヴィルの目元に飛んでアルヴィルの目だけを照らさなければ意味がない。

〝じゃあ何──〟

　再びエイダを見つめ、アルヴィルの目が見開いた。

　エイダの鎗でもなく、左手のリボンタイでもなく、エイダの顔でもない。

　彼が見つめていたのはエイダの胸元。

　裂けてあらわになった胸元に──




　名詠された光を浴びてきらきらと輝く、あの日二人でつけた銀色の首飾りネツクレス。




　この塔へとおもむく前夜、必死に修復した思い出ネツクレス。

　制服の胸元を裂かれたのは偶然だとしても、最初からエイダはリボンタイを外すつもりだった。一つは触媒カタリストとして利用するため。

　もう一つの理由は、胸元に飾ったこの首飾りネツクレスで、もう一度彼に訴えかけるため。

　自分ではどうしても元通りに直せなくて、一晩かけて接着剤で出で鱈たら目めにくっつけただけの粗雑な首飾りおもいで。けれどそれでも──

〝あんたは、あたしのことどう思ってるんだ〟

　エイダは、アルヴィルが自分に隠している気持ちを聞きたかったのだ。

　そして──




　彼の動きが、止まった。




　………………てめぇ、そりゃ反則だろ。

　……何が、壊して直せないから置いてきた、だぁ？

　……んなの見せられて…………




　その一瞬は二人にとって本当に永く、永く、永く。

　今まででもっとも永く、互いを見つめ合っていた瞬間だったかもしれない。

　やがて──

　ふっ、と息を吐き、アルヴィルが静かにまぶたを閉じた。その口元に、堪えきれない微笑をたたえたままで。




　……大したもんだ。ガキっぽい見た目は何も変わってねえのによ。

　……お前、あの頃よりずっといい女になってるぜ。

　…………なあ旦那？




　時が動きだす。

　アルヴィルの胴体を、エイダの鎗が猛烈な勢いで打ち据えた。




　カランッ。

　アルヴィルの手から祓ジ戈ルがすべり落ちる。

　だが本人はそれでも倒れない。

　腹部に手をあてて彼が訊いてきたものは、

「……てめぇ…………さっき俺のことやらしいだなんて抜かしてくれたのは」

「ああ、さっきのこと？」

　わざと、意地悪っぽい笑顔でエイダは返した。

「そう言っときゃ、あんた、あたしの胸元から目をそらすだろ？　この作戦の前に首こ飾いりつ見つかったら、こんなこっぱずかしい用意したのが台なしじゃん」

　きょとんと目を丸くして、しかしすぐ、アルヴィルは深い深い溜息をついた。

「……はっ……はは……確かに、てめぇみたいな色気のない女にしては妙な……セリフだと思った……ぜ」

「でも嬉しかった。これは本当」

「ばかやろう、人の腹思いっきり殴っておいて言えるセリフじゃねえよ」

　ふっ、と笑み、アルヴィルは地面にくずおれた。

「…………俺の、負けだ。完敗だよちくしょうが」




　　　　２




　真っ二つに砕けた地盤。

　今は遠くに隔たれた対岸をテシエラが指さした。

「アルヴィルのところ、もう決着がついているかもわからんな。気になるか？」

　そんな彼女と対照的に、レフィスは対岸の様子を見ようとはしなかった。

「気にしたこともない。別のこと考えたまま勝てる相手じゃないからな」

「それは光栄だ」

　黄砂色のマフラーを握りしめる彼女。その左手を中心に金色の名詠門チヤネルが形成される。

　──『Surisuz黄の歌』──

　ジッ……ジジ…………

　光の扉を越えてほとばしる小さな雷光。

　輝きの残像を残し宙を浮遊する無数の稲妻、それがテシエラの指先にとまった。

「擬ぎ光こう虫ちゆうか」

「そう。何度見ても可か愛わいい奴らだろ？」

　稲妻に似た光と羽音を持つ名詠生物。その輝きと雷鳴さながらの羽音により、荒れ狂う強大な真精が導かれてやってくる。

　テシエラの指先が虚空に滑らかな円を描き、それを追って擬光虫もまた宙に光の痕を残していた。不規則な動きから、巨大な円を描くように。擬光虫の描く軌跡が徐々に美しい環を模かたどっていく。

「────」

　輝く金色の名詠門チヤネルを見据え、レフィスは砂上に残る灰を摑んだ。




　loar twai風、, Hir qusi誘う地にshante feo舞うnen denca砂のlin cley煌めきを




　shaze twai羽、, Hir qusi誘う火にmemori feo恋う灰のseim corna愛しさを




　ジッッ……ジジジジジッ……ィィッ……！

　輝く名詠門チヤネル、まだ開ききらぬ扉の向こう。

　飛び交う擬光虫の羽音よりなお強い、まぎれもない本物の放電音が伝わってくる。




　meh-l-ralphei一会のdeige銀城誓の, writh lef宴orb見果てぬ, U virse祈りをfisa valen詩人がlef lucs歌う




　arsei glio空白の玉座, ovan girisその椅子にglia jes座すはorza誇りのみ




　omunis via万象は-c- univa生まれ、, Yer sis私は王とtis giris誇りへpeg arsたどり着く




　やがて、扉をこじ開けるように一対の翼が現れた。

　金色に輝く羽毛。その翼がふるえるたびに小さな稲妻がほとばしる。

　人の胴体よりも巨大な翼。その翼と翼のちょうど中央。猛もう禽きん類を思わせる鋭利な嘴くちばしが、名詠門チヤネルを突き破って姿を現す。




　zetteならば、, elmei elisこの世界にyun plie勝者は不要




　Isa daさあboema foton生まれdoremren落ちた子よ　Ser laそなたらはlemenent da王にmemoria uc ars愛された子供たち




　jes efflectその諸手にqusi fo王のLastihyt盾十二から, sanc peg成るsterei orza慈愛の翳し




　咆吼。

　もはや文字で形容できぬ超高音の轟きが、砂漠の砂をふるわせる。




　miqvyいま、O evoia dis世界の全てがU zorm elmei I拝者となる──sterei efflect王盾・十二銀盾Ezehyt護れる = ende gil灰者




　十二からなる銀色の盾。

　大小様々な護まもりの象徴が、レフィスを覆うように虚空に展開した。

　盾の中央には銀色の身体をした真精。体長は三メートルに届くだろう。細長い金属針を合わせて人型を成したかたちの名詠生物だ。

「おや、灰者の王ラステイハイトはどうした」

　そう告げるテシエラの頭上には巨鳥の影。

　雷鳥──はるかな高度の雷雲に住み、その全身に稲妻を宿す名詠生物だった。

　十二銀盤の王盾者ですら防げない圧倒的な破壊力。何一つ抵抗できぬまま惨敗を喫したのは、わずか数日前のことだ。

「その真精では及ばぬこと、わかっているんだろう？」

「……そうだな」

　隣にたたずむ名詠生物を見上げた。我が身を盾にかえて王を守る従者──それが自分の真精だ。けれどこれでは黄の大特異点には及ばない。

　灰色名詠の最強の真精、灰者の王ラステイハイトでなければ。




〝灰者の王ラステイハイトだ。こいつを解放することで、灰色名詠は一時的ながらも復活する〟




　……ミシュダル。

　……俺がこの場にいられるのは、あんたのおかげなんだろうな。

　あとは自分の覚悟次第。灰色名詠の主を名詠するための最大の課題、それは。

「テシエラ、あんた知ってるんだろ」

「何をだ」

「灰者の王ラステイハイトに必要な特有触媒カタリストをだ」

　あらゆる真精の中で、おそらくはもっとも残酷な触媒カタリスト。あのミシュダルをして、『灰者の王』ならぬ『敗者の王』と言わせしめた理由がここにある。

「お前の師から聞いた。まだ灰色名詠が完成していなかった頃の話だがな」

　返すテシエラの声は、今までにない重みと棘とげを含んでいた。

　そう、灰者の王ラステイハイトを名詠するために必要な特有触媒カタリストは──

「もっとも愛しい者を石化させた、その石像。それが灰者の王ラステイハイトを詠びだす唯一の触媒カタリストだ。かつて私はそう聞いた」

「……俺もミシュダルから聞かされた」

　聞いた直後、衝撃で何一つ言えなくなった。

　自分の目指した名詠がそこまで残酷な名詠だと思わなかった。と同時に、ミシュダルやヨシュアがなぜ〈孵石エツグ〉を作り、求めていたか──その本当の理由を知った。

　あの二人もまた同じ悩みを持ったのだ。

　灰色名詠にあれだけ執着する二人ですら、やはりその触媒カタリストだけは耐えられなかった。

　だからこそ別の手段、究極の触媒カタリストであるミクヴァ鱗片にすがったのだ。

「言っただろう。坊やに灰者の王ラステイハイトが名詠できるとは思えないと」

「…………」

　テシエラの言葉にレフィスは反論しようとはしなかった。

　ミシュダルが追い求めた〈孵石エツグ〉はもはやない。

　もっとも愛いとしい者を石化させた石像──それも論外だ。もともと自分に本当の意味での家族はない。愛しい者も同様だ。

　……いや、いるとすれば──

　ジール名詠学舎で出会った、あの葡萄酒色ワインカラーの髪の少女。

　転入し、そして競闘宮コロセウムでの学生決闘。そして今も。




〝……行くの？〟

〝すぐ帰ってくるさ。心配いらない〟

〝……信じていいんだよね？〟

〝ああ〟

〝うん。わかった、待ってるから！

　それならネイトもエイダも、レフィスをお願いね。こいつ方向音おん痴ちだから一人じゃ帰ってこれないだろうし。面倒見てあげて！〟




　ふしぎだった。自分が今もジール名詠学舎の生徒であることが。

　名詠学校に転入した目的はミシュダルの狂気を止めるため。それが終息した今、もう名詠学校に用はない。……そのはずなのに。

　──俺は今も、ヘレンのいる名詠学校にとどまっている。

「坊や、ずいぶんと愉しそうな笑みを浮かべているが。可お笑かしいことがあったか？」

「……いや。今だけは方向音痴にならずにすみそうだと思っただけさ」

　隠しきれぬ苦笑そのままに首をふった。

　きっと今だけは迷わない。進むべき道がこんなにはっきり見えてるんだから。

「で、レフィス。お前はそれに対してどうするつもりだ？」

「決まってる。俺だってそんなバカげた触媒カタリストこっちから願い下げだ。──言っただろ。俺は、ヨシュアと別の方法でヨシュアを超える」

　手元に小さな銀貨。表面には競闘宮コロセウムの図が刻まれている。

　覇者ネシリスから受け取った銀貨、その最後の一枚。

　──『Isa灰の歌』──

　右肩に、灰色の蜥蜴とかげが飛び乗った。通常の蜥蜴にしては手足が長く、その爪も鋭い。

「石竜子バジリスクか」

「ああ。こっちは本物だ。石化効果持ちのな」

　爪で引っ搔かれるか、あるいは嚙みつかれることでその部位が石化する。

　石化。灰色名詠の象徴とも言える付属効果である。だからこそ灰者の王ラステイハイトの特有触媒カタリストもまた、それにちなんだものになったのだろう。

「……俺も最初は疑わなかった。もっとも愛しい者が石化した石像なんてものが触媒カタリストなのは、灰色名詠と灰者の王ラステイハイトが、他人の犠牲の上に成りたつものだからだって」

「違うとでも言うのか？」

「ああ、むしろその逆なんだと思う。灰者の王ラステイハイトが伝えたかったことは、その名詠に他者の犠牲を用いるのではなくて──」

　肩にのった石竜子バジリスクを見つめた。

　主の命を待つ名詠生物へと、レフィスはただ一言。

「やれ」

　びくっと石竜子バジリスクが身じろいだ。

　主の命を理解していながらも、それを拒絶するように首をふったのだ。

「……いいんだ、頼む」

　二度の指令。

　石竜子バジリスクがためらいを見せたのは一瞬。その直後、迷いを振りきるようにその名詠生物はレフィスの右肩を爪で切り裂いた。

「────なっ!?」

　テシエラが目を見開いた。

「レフィス、お前いったい何を！」

「……わかったんだよ。灰者の王ラステイハイトが伝えたいことは、他人を犠牲にして名詠を完成させることじゃない。その逆、全てを尽くして他人を救ってみせろってことなんだって」

　パリッ……ッィッ……

　石化していく右肩、右肘ひじ、指先までが灰色になった自分の腕。

　重く硬く、感触までも消えた右腕を左手で支えながら。

「いいか、俺に愛しい奴なんていないんだ。だから──俺にとって一番大事な人間はあくまで俺自身だ！」

　自分のもっとも愛しい者が石化した、その石像。

　条件を満たすにはこれしかない。他人を犠牲にしない方法は。




〝……好いい風が吹いてきたじゃないか。なあレフィス〟




　──これでいいんだろ、ミシュダル？

　今は誇りに思う、これはあんたが託してくれた名詠だ。

「だからさっさと出てこい、灰者の王ラステイハイト！」

　石化した右腕に小さな名詠門チヤネルが刻まれた、その直後。きらびやかな音を立て、十二銀盤の王盾者の盾が全て砕け散った。

　銀色の光の中へと王盾者が浮かびあがり、それもまた光の渦へと還っていく。

「これは…………！」

　銀光に照らされ、テシエラもまた頭上を仰あおぎ見る。

　巨大な、目を疑うほどに巨大な影がそこにあった。




　灰者の王ラステイハイト。




　それは人を模した彫像に似た真精だ。

　人が理想の美を追い求めてするような、あの端整で麗うるわしき顔だち。そのモチーフは聖衣を纏まとった聖人。頭の上には茨いばらの冠。胸から下は、身体もその衣も半身像のように綺麗に消失していた。

「──驚いた、もう坊やとは呼べないな」

　それを見上げるテシエラは微笑。

「ならば、私も全力で相手をするのが礼儀だな」

　彼女の頭上。

　機を待ち続けていた雷鳥が歓喜の咆吼を上げる。黄金の羽毛一つ一つが輝き、そこからほとばしる無数の放電。

　風が生まれ、砂が吹き荒れ、光と音が稲妻一色に染まっていく。

　通常の性能をはるかに上回る個体として名詠された雷鳥。

　一方の灰者の王ラステイハイトとて灰色名詠の真精。真精という階級は雷鳥と変わらない。

　あとは信じるしかない。

　師ヨシユア、そしてミシュダルが追い求めた名詠式を。




　──倒せ！




　レフィスが手を振り上げ、テシエラは手を振り下ろす。

　雷鳴と咆吼、そしてほとばしる雷光。稲妻の化身となった雷鳥が、宙を切り裂くようにつき進む。

　灰者の王ラステイハイトもまた銀光を身に宿し、周囲には輝く十二の剣と十二の盾。

　その全てが雷鳥を迎え撃つ陣形をとった。

　黄金の閃光、かたや銀色の輝き。

　二体の真精が衝突した瞬間、突き刺す強烈な光線に目を灼かれ、思わずまぶたを閉じそうになる。

「……見届けるんだ」

　今この光で目が見えなくなったとしても、この戦いだけは──

　十二の守護剣が雷鳥を迎え撃つように展開。その剣の半数以上をまとめて雷撃で撃ち落とし、稲妻の真精が突き進む。

　と同時、雷撃をかわした剣もまた雷鳥の翼に突き刺さる。

　が、それでも巨鳥は止まらない。大特異点である黄の真精もまた怪物なのだ。陣を組む十二の盾をもはじき飛ばし、奇怪な咆吼を上げて灰者の王ラステイハイトへと一直線に突進する。




　衝突。続く音の津波に、意識が消し飛んだ。




　一瞬の、本当に閃光のように短い一瞬で全てが終わった。

　……どうなったんだ。

　意識が飛んだのはせいぜい瞬またたき程度の時間のはず。その一瞬の間に、上空は灰色の霧がかかっていた。灰者の王ラステイハイトの灰だとは思うが、それが何を意味するかはわからない。

　灰の霧がやがて晴れ──

　そこには、衝突したまま動きを止めた二体の真精がいた。

　時間が止まったかのように動かない。

　否、十二の剣に翼を射貫かれた雷鳥がみぶるいした。翼から放電の光が失われ、かわって金色の光の粒が立ち上っていく。名詠生物が還っていく前兆だ。

　……勝ったのか？

　石化したままの右手を抱え、二体の行方ゆくえをがむしゃらに見上げ続ける。

　しかし──

　やがて、灰者の王ラステイハイトからも生まれる銀色の輝き。煙状の光に覆われ、まず頭部にあった茨の冠が消えていく。次に頭部、肩、そして上半身が。

　二体の真精が消えたのはまったくの同時だった。

　つまり相討ち。

「いや──」




　とさっ




　誰かが砂漠に倒れこむ音だった。

「テシエラ？」

「まったく、やれやれと言ったところだな」

　目を疑った。

　足下の砂漠目がけ、彼女が仰向けに倒れこんでいたのだ。髪に衣服。そこかしこに黄砂がつくのもまるで気にしないように。

「お姉さんの負けさ。……疲れた」

　目をつむり、彼女は微苦笑のまま深く呼吸を繰り返すだけだった。

「あんた……やっぱり身体」

　アルヴィルが言っていたとおり、やはり何かが身体を蝕むしばんでいるに違いない。

　あの時テシエラは否定していたが。

「私のは後遺症さ。ファウマのお嬢さんほど重症ではないがな」

「後遺症？」

「そう、犯人はこいつだよ」

　目を閉じたまま腕を動かし、足下の砂をぽんぽんと彼女が叩いてみせる。

　──砂？

「私が生まれたのは、大陸の西端にある砂漠の地だった。砂漠のオアシス周辺にひっそり暮らす辺境の地さ」

　ぽつりぽつりと、通り雨が訪れる前兆のように。

　彼女の口調は、まるで降り始める雨を想起させるものだった。

「そこは外部からの交流はほとんどない。なぜなら砂漠の砂に含まれる鉱石が、人の身体には毒なんだそうだ。呼吸で知らず知らず吸いこんで体内に溜まる。だからその地の人間は、砂を吸いこまないようローブで身体を覆い、口元をマフラーで隠す」

　自分の首元に巻いたマフラーを愛しげになで、テシエラは笑っていた。

「……誰か、家族ごと引っ越すって言いだす奴はいなかったのか」

「生活のためさ。その地の鉱石は有毒だが、同時に非常に希少な金属でもある。私の村はそれで生計を立てていた。たとえ身体に有害と知っていたとしても。だが──お前の言いたいこともわかる。私がそうだったからな」

　横たわった姿勢で、彼女が自分の左胸に手をあてる。

「知ってるか？　毒がもっとも凝縮されて溜まるのは大人でなく、母親の乳を受けて育つ赤子だそうだ。…………私は、五人兄妹の末子として生まれた。成人したのは私だけさ。兄妹がいたことを親は隠していたが、まあよくある話、些さ細さいなことからそれを知ってしまった。……衝撃だったよ」

　自分がそれだけの犠牲の上に生かされているということ。

　毎日それとなく見てきた名もなき墓標、それが自分の兄妹のものであったこと。

「全てが恐ろしくなって食事も喉のどを通らなくなった。おかしなもんさ、毒で誰かが倒れるなんて、あの村では珍しくないってわかってたのに……わかっていてなお、私には耐えられなかった。…………まるで自分が、自分より先に生まれた四人を犠牲にして生きている気がしたよ。一種の錯乱状態で村を飛びだして、あてもないまま放浪して、名も知らない荒野に行き着いた。その頃には生きる希望も尽きていた。────そこで出会ったのが」

「……ヨシュアか」

「荒野で行き倒れて、意識を戻した時には小さなテントに寝かされていた。笑顔を作るのが苦手なんだろうな、そんな印象の老人だった。お察しのとおり、お前の師のことさ」

　──似てる、俺の境遇と。

　救われようのない状況で老人ヨシユアに手を差し伸べられた。自分は孤児として。彼女は絶望に打ちひしがれた者として。

「あとはまあ、私が一方的に老人から話を聞いただけさ。なぜこんな荒野に老人が一人でいるのか。そこから始まって灰色名詠のことを聞いた。朝方から次の明け方までかかったかな。単にヨシュアについてなら、私よりお前の方が知っているんじゃないか？」

　ミシュダルは最愛の女性を。

　ヨシュアは最愛の娘を、それぞれ失った過去がある。

　最愛の人間を失った悲しみ──それが灰色名詠のきっかけだ。

「私がなかば自暴自棄になっていたのに、老人はその悲しみを名詠式に打ちこむことで克服しようとしていた。灰者の王ラステイハイトなど夢のまた夢だった頃の話だ……だからこそ、夢を見るという行為自体がなによりまぶしかった覚えがある。体調が回復してすぐ、私はヨシュアに灰色名詠の完成を手伝わせてくれと頼んだ。もしそのままいったら、私はお前を苛いじめる姉弟子になってただろうな」

「……ぞっとしないな」

「そうか？　それはそれで愉しそうなんだがな」

　唇から小さな笑い声をもらし、テシエラが自分の手を頭上に掲げる。

「結論から言って、またそこでも老人に諭されたよ。私には大特異点という別の道がある。灰色名詠につきあってそれを埋もれさせてはいけない、と。……あとは私のつまらない奮闘記さ。都市の薬を買って故郷に持ち帰ったり、村を有毒な砂埃から守ろうとして干ばつにも強い植物を村の周囲に植えたり──シャオに出会うまでそれの繰り返しだ」

　シャオ。

　彼女の唇からこぼれた名前。レフィスがわずかに眉まゆをつり上げるのを知ってか知らずか、テシエラの声こわ音ねもまたわずかに小さくなっていった。

「シャオが私の村を訪れたのはいつだっけかな。医者でもないのに医者以上のことを知っていて、毒を矯ためる──身体に溜まった鉱毒を出す薬の煎せんじ方を教えてくれた。それもごく身近に生える植物を材料にだ」

　空白の名詠士について、横たわる女性はそれ以上を語ろうとはしなかった。

　けれど間違いない。それがテシエラとシャオの邂かい逅こうなのだろう。

「レフィス、お前も上る気か？」

　閉じていた彼女の瞳ひとみが開かれる。

　その視線の先、今も煌々ときらめく五色の石段が続いていた。

　頭上をいくら睨んでも、その終わりはまだ見えない。

「シャオは強いぞ？　私はまだ、あれより強い心を持った人間を見たことがない」

　名詠式の創造者にして、今は名詠式の法則を司つかさどる調律者。その一体であるミクヴェクスをして理想と言わせしめた──空白名詠の詠い手。

　いや、そんなことを言うまでもなく、この女を付き従えたという事実だけで十分だ。それだけで、シャオという器の大きさが容易に想像できる。

　でも──

「俺も上る。けど、それは見守るためだ。助すけ太だ刀ちしようとは思わない」

　たとえ相手がどれほどの者だろうと、レフィスは手を出さないと決めていた。

　それはきっと、ネイト自身が望んでいないことだから。

「……そうか」

　かつての名な残ごりなのだろう。

　黄砂色のマフラーを口元にあて、そして、テシエラは再びまぶたを閉じた。

　──マフラーの生地の端に、子供のような微笑ほほえみを浮かべたままで。

「あの少年もまた、お前に信頼されるくらい強い少年なんだな」
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「そういやさ……」

　アルヴィルが割った地盤の断面を覗のぞきこみ、エイダは呆あきれ顔で振り返った。

「上に行く階段ないんだけど、あたしどうすりゃいいの？」

「しばらくすりゃ割れたのも戻るんだとさ。それまで待つんだな」

　何食わぬ顔で応えるアルヴィル。

　飄ひよう々ひようとした口調は変わらずも、地面に伏したまま動く素振りは今もなかった。

「腹だっけ、もしかして割と痛めた？」

「やった本人が言うセリフかよ……っ痛ぅ！……こりゃアバラいったか」

　仰向けに倒れて顔をしかめながら、ふしぎとアルヴィルの声は弾んでいた。

「あんた身体細いもんね。やっぱりもっと筋肉つけたら」

「旦那と比べるなっての。俺が普通、お前の親父がやりすぎなの」

　……親父。

　そういえば、学園を発つときに何か言われてたっけ。

「そうだ。親父といえば、なんか変なの預かってきてた。あんたに伝えてくれって」

「俺に？」

　怪訝そうに顔をしかめるアルヴィルを後しり目めに、エイダは制服のポケットから紙の切れ端を取りだした。折りたたんである紙を開き、その紙面に目を通し──

「えーと、『例の話、私はまだ破談したとは思っていない。寛大な処置により拳げん骨こつ十発で許してやるから帰ってこい』……なにこれ、例の話って？」

「…………あの旦那おやばか。この場面でまだ娘の縁談を持ちだすかフツー？」

　ぼそぼそと、独り言のように呟くアルヴィル。

「ん、アルヴィルなんか言ったか」

「お前にゃまだ早い話だから気にすんな」

「そう言われると余計気になるんだけど？　いいから教えてよ」

「うっせぇ、早いったら早いんだよ」

　仰向けから身体を横にそらし、彼はそっぽを向いてしまった。腹部が痛むはずなのに無理やり身体を動かすあたり、よっぽど聞かれたくない話なのだろうか。

「……よぉ」

「なに？」

「レフィスって奴と合流したら、やっぱシャオんとこ行くのか？」

　何かを心に秘めて問いかける口調ではなかった。

　純粋で素朴なアルヴィルの問いかけに。

「あたしはシャオのとこに行くんじゃなくて、ちび君のとこに行くだけ」

「行ってどうすんだ」

「レフィスと一緒に応援じゃない？　あとはちび君がやることだもん」

　きっとレフィスも同じことを言うだろう。

　自分たちがやれることはそれだけなのだと。

「……我らがリーダーはよ、腕っ節が強いわけでもねえし、名詠式が強いわけでもねえ。だけど俺にはどうしても、シャオが負ける姿が想像できねえ」

　アルヴィル、テシエラ、ファウマ。

　いずれも屈指の精鋭たちを、ただその人格だけで引き連れてきた統率者。

「同じだね」

　裂けたリボンタイを胸元に留めなおし、地に差していた祓ジ戈ルを引き抜いた。

「あたしらの可愛いリーダーも、腕っ節が強いわけでも名詠式が強いわけでもないよ。だけどね、あたしにはちび君が負ける姿が想像できない」

　自分もレフィスもミオも、そしてクルーエルも。

　ただ出会っただけの者たちが、こんなにも応援したくなるひたむきさがある。

　──だから、今度こそネイトは負けない。

「……信頼してるんだな」

「当然じゃない」

　足を伝う微動に振り向く。

　はるか彼方かなた、分断されていた対岸が徐々に近づいてくるのが見えた。




　その岸に、立っているのは銀髪の青年の方だった。




「……安心したぜ。俺だけ負けてたら姐さんに何て言われるか」

「ばか」

　鎗の柄でアルヴィルの肘をつつき、エイダは彼に背を向けた。

「じゃ、行くね」

「……ああ。俺らのかわりに見届けてくれや」

「あとで話してあげるよ」

　小さなウィンクを一つ残し、エイダはレフィスの待つ石段へと歩いていった。








真奏　『黄昏たぞがれに愛された者よ、歌と絆きずなと涙を継いで』










１　─踊る世界、始まりの調律─






　始まりは、いつだったのだろう。




　愚かな竜と愚かな蛇の争い。

　名めい詠えい式しきの誕生。

　空白名詠、五色の名詠、そして残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツト。

　夜色名詠、虹にじ色いろ名詠。

　どれもが始まりと呼ぶにふさわしく、だからこそ、どれも絶対の始まりと呼ぶには及ばない。だからこそ自分にとっての始まりは──




〝だいじょうぶ。わたしも一緒にいてあげる。一緒に詠よんであげるよ〟




　夜明け色のローブをひるがえし、ネイトは上部へと続く石段を駆け上がった。

　走って、走って、走って。

　息が切れたらその場で休み、息が戻ったらまた駆け上がる。

　何回。否、何十回と続く循環だった。煌きらめく石段をただ駆け上る。終わりの見えぬ道を走り続けるそれは、体力以上に精神力を摩ま耗もうさせた。

「……この音」

　その中で、ネイトが聴いていたのは塔に響く音だった。

　世界中の全すべての音が集まる場所。今『セラの塔』に満ちる音、それは赤子の泣き声だった。赤子の泣き声と、そして懐かしい鼓動。命のリズムを宿した音色。

　──塔の終わりが近い。

　この赤子の泣き声が最後。直感、けれど自分にもふしぎなくらい自信があった。

〝〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉はまだ名詠されてない。つまり姉さんは残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトとしての役割を終えてないということになる。まだ姉さんとしての自我は残ってるはずよ。もっとも、それもどれだけ保もつかわからないけれど〟

　時間がない。

　終わりなき階段を見上げ、そこに必ず終わりがあることを信じて足を進め──




　ふっ、と。塔に満ちる音が消滅した。




「光が……？」

　それだけではない。今まで明るかった頭上もみるみる間に光を失い、周囲は黒一色で塗りつぶされたように暗くなった。

　ひゅぅっ──

　風、それも氷海に投げこまれたかと錯覚するほど寒い風。

「……なんでこんなに急に」

　無風の空間に風が吹き、周囲の温度が下がり、頭上の輝きも急に消えた。

　何より、今まで聞こえていた音が一切ない。耳が痛くなるほどの静寂、胸の鼓動すら心こころ許もとない。そんな沈黙が塔全体を支配している。

　どれ一つとっても、今までなかった現象だ。

　まさか〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が名詠されてしまった？




〝それはね、あなたがこの塔の最深部に到達したからだよ〟




　声。

　安らぎと静けさをまとう響き。少年とも少女とも思える中性的なそれは──

「……シャオ？」

　どこにいるんだ。

　目の前の階段を見上げるも、黒煙のようなもやが覆うばかり。自分の真横は空虚な空間が拡ひろがるだけだ。真後ろを振り返っても、眼下の階段に誰だれかがいる気配はない。




〝まずは、お疲れさまネイト。走りっぱなしで疲れたでしょ？　あなたの足音、最上段ここまでずっと響いてきたよ〟




「……この場所は？」

　今まで上ってきた塔とは空気が違う。

　上ってきた経過の場所が色と光に満ちた世界なら、目の前のここは、まるでそれが生まれる前の世界。




〝その認識はとても正確だね。ここは塔のもっとも高い区域、『セラの庭園』の最深部と直結している。つまり調律者の住まう家の玄関みたいな場所だ。あとは呼び鈴を鳴らせば玄関から出てきてくれることになる〟




　呼び鈴。つまり名詠式であり〈讃来歌オラトリオ〉だ。

「──させない！」

〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の名詠には欠けているものがある。

　残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトとしてのクルーエルの記憶。アマリリスから託されたものだ。これを自分が守っている限り〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉は名詠できない。




〝そう、慌てたよ。まさか残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトの記憶が、丸ごとアマリリスに譲渡されていたなんて。今のままでは〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が名詠できない。──正確には、詠びだしたところで意味をなさない。でもね、ネイトとしてもソレをいつまでも持っているつもりはないんでしょう？〟




〝肉体は精神の影響を受ける。肉体のないクルーエル・ソフィネットの場合、存在そのものと言い換えられる。実体のない調律者が記憶を失うことは自我の欠損につながる。自我の欠損はすなわち、クルーエルにとっては存在の消滅にも等しいことだから〟




　アマリリスからも聞かされたことだ。

　時間がない。クルーエルとしての記憶が欠如したままでは、ミクヴェクスが名詠されずとも、その存在が徐々に摩耗してしまうと。

「……何が言いたいの」




〝出会った時からずっと言ってきたことの続き。こうしていがみ合う関係でなく、自分とあなたはもっと素敵な関係になれると思う。……今まで互いにミクヴァ鱗りん片ぺんをめぐって対立してきた。けれど自分たちは、そろそろ仲直りしてもいいと思うんだ〟




「それは、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が勝利することに協力しろって意味？」

　アマリリスから託された、彼女の記憶を渡すということ。




〝そう。〈その意志に牙剝く者アマデウス〉と〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の争いに、今度こそ終止符を打たなくてはいけないんだ。これ以上この愚かな争いで、自分とあなたのように、誰かと誰かが争うことのないように〟

〝この争いが続けば、残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトとしてクルーエル・ソフィネットが再びこの世界に送りこまれる。あなたの言う、記憶も自由も奪われた人形──その苦しみを彼女が受け続けること、あなたも望んでいないでしょう？　だから終わりにしよう〟




「……なんて、言えばいいのかな」

　どうしようもない切なさと怒りと、やるせなさ。

　胸の奥からあふれて、空っぽの感情を満たしていくのがわかった。

「言いたいこと、すごくよくわかるよ。クルーエルさんにこれ以上辛つらい想おもいをさせたくないし、調律者同士の争いなんか終わらせたいっていうのは、僕も思ってることだもの」

　シャオの言うとおり、もしもこんな場所で会わなかったのならば、自分たちは友達になれていたかもしれない。

　一つ、たった一つの……相すれ違ちがいがなかったのならば。

「でもそれは、どっちの調律者に勝たせるとかの話じゃない」

　見上げる階段。

　視界を遮るもやの先に、ひやりと感じる誰かのまなざし。

「ありがとう、シャオは友達になろうってずっと誘ってくれてたよね。それが噓うそじゃないっていう気持ちは伝わってきたし、すごく嬉うれしかった」

　友達になれたことだろう。たった一つの……気持ちの相すれ違ちがいさえなかったのなら。

　──けれど、僕はこの気持ちだけは裏切れない。

「でも、ごめん。僕はやっぱりクルーエルさんを助けたい」




〝ネイト……もう気は変わらない？　これが最後だよ〟




　答えのかわり、ネイトが選んだものは沈黙だった。

「……そう。残念だけど、しょうがないことかもしれないね。ならば互いに、自分の選んだ道を進むとしよう」

　シャオの声量が増した。おぼろげだった発音すら明瞭に。

　近い。ものすごく近い場所にあの名詠士がいる。

　確信をも超えた、絶対とも呼ぶべき予感。

「シャオ、いるんでしょ」

「うん。あなたの目の前にね」

　見上げた階段。

　夜色の粒子が浮遊していた場所が晴れた先に、終わりがあった。

　特別な祭壇や飾りがあるわけではない。極彩色の階段が虚こ空くうで途切れ、そこに数メートル四方の床が広がるだけ。

　──終わりにしよう。今、この時で決着を。

　何の余韻も感情も含まない塔の終点。

　その頂上に、黎よる色いろの外套ローブをゆらすようにたたずむ名詠士が立っていた。

　艶つややかな黒髪に濡ぬれる双そう眸ぼう。ほっそりとした身体からだつきであることが外套ローブごしにも伝わってくる。少年とも少女ともつかない顔だちで、眼下の石段に立つ自分を見据え──

　シャオ。

　もう言葉は交わさない。互いに目を合わせた瞬間こそが、きっと────

　目の前の名詠士が微笑ほほえみ、そして外套ローブをはためかせた瞬間。




　ネイトとシャオは、まったく同時に詠うたの詠唱を開始した。




　Ulma Ivis sheon黄昏〈はじまり〉の鐘をrien-c-soa鳴らしましよう

　──O Ric夢、ole wi理想の, pile noi空隙へmyizis egic沈み




　elmei Ies全てのnixe vel色たちはclar riss黄昏と共にIvis sheon歌うことを嫌い

　──O Ric願、shel wi現世の, cross Kyel solit孤独へlef Miqis I帰る




　シャオへと続く最後の石段を見上げ、ネイトは全力で駆け上がった。

　その場にいるだけで寒気を感じる冷気が渦巻く空間。けれどその一方で、肩に羽は織おった夜明け色の外套ローブにはたしかな温かみがあった。

　──まだ足は動く……走れる。

　目の前にある塔の頂点。そしてシャオの立つあの場所まで。

　自分とシャオを隔てる決意の差。それがきっと、今の自分たちの距離なのだから。




　ris-iaそれでもsophiaなお、, ria elmei全ての子供たちがpheno necあなたの名をdelis Ec忘れることのphenoないために

　──clar dackt歌潰え、, mihas絆はr-madel断たれ、, elmei valen祈りのlihit vel一切空虚をyulis望み




　Seraだからこそ, Sew eleわたしはrein was彼方をciel夢見ます

　──Seraそしてまた, Sew eleわたしもslin Kyel彼方の地へとcielis cley旅立とう




　Wi Ecあなたのgiridis誇り高き翼は、qhaon ecta頭上のwas missis至高きまでもruy舞い上がる, ravience bran最も雄々しき者よ

　──xeoi loar夜の風はkis冷たく、flan-l-keen鋭く, Uhw kisそれはhiz tinny約束とlef riris福音のende Zalah物語




〝さ、おいでネイト。自分はここにいる〟

　憂いを灯ともらせたシャオの瞳ひとみがゆれ、小さな小さな微笑を描く。

　手を階下へと差し伸べるその仕し草ぐさは──まるで恋人を我が家に招き入れるように。

〝ファウマが言っていたよ。自分とあなたは何から何まで対照的なんだって〟

　詠を口ずさみながらも、シャオの言葉はふしぎと明確に伝わってきた。

　涙を帯びたように濡れる双眸。見ているだけで意識を奪われそうになるほど透きとおったシャオの瞳が、心の調べを伝えてくる。




　bie evheその旋律はkis shaz心のlef elen紡ぎ、, yuks lef涙のzarabel調べ

　──kamis wire罪色の雨はr-gorn uc記憶の筐をnazarie rei錆びつかせ




　bekwistそれは, Uhw kis meh世界を濡らすelvine-l-xeoi素敵な夜のkei fert一雫〈ひとしずく〉sink Iなのだから

　──yupa hizもはやloar nec帰ることのないcross-Ye-yulis風は遥かなる彼方へnoi missis消えてcielいく




〝なるほど、セラフェノ真言は手に入れたんだね〟

　シャオのそれに応こたえぬまま、ネイトはただ階段を上り、そして詠い続けた。

　手に入れた？……ううん、違うよ。

　セラフェノ真言。調律者を名詠するために必要となる言語。であると同時に、シャオの〈讃来歌オラトリオ〉に対抗するのになくてはならない要素である。

　……僕が手に入れたわけじゃない。

　……これは、クルーエルさんから託されたものだから。

　決闘舞台で光に包まれ消える最後の瞬間まで、彼女が自分の全てを代償に伝えてくれたもの。




　Ulma xissほら小さなyu xixic夜のささやきに、lef getie耳をxeo傾けて

　──O hypne眠れよSec yahe我が身全て, ria ole千々にfert et潰えたdackt stery夢のため




　Kyel olte一欠片のlef xeo祈りは, van meh夜の真極へlement遥かにvalen leya残響〈とどき〉

　──O iden沈めよSec virse我が詩全て, ria elmei一切の祈りのvalenために




　Ris siaいま一度sophiaその爪、, Sez emaその牙、yehle mihasその翼のlef veiz綻びを, arma結ぶの, qhaonです

　──O kills凍れよSec haul我が灯全て, ria mihas永劫にr-madel断たれしzayxus絆のために




　右手に携えた夜色の結晶を、今一度ぎゅっと握りしめた。

　アマデウスの牙きば。ミクヴァ鱗片と並ぶ究極の触媒カタリストであり、〈その意志に牙剝く者アマデウス〉を名詠するための触媒カタリストだ。




　wi mille-l-pelmaさあ生まれ落ちたpheno子よ

　──wi mille-l-pileさあ生まれ落ちたpheno子よ




　mehnes Dewiいま一度世界がEz r-lihit uc Iあなたを望むのならば

　──wi E kiss hiz qelno見届けなさい、, nifit elmeI iden世界の全てが沈んでも




　右手に携えた触媒カタリストから光がこぼれる。

　周囲の闇やみとは似ていながらも非である、淡い優しささえ感じる光の粒子たち。

　手からこぼれる光が身体を包む。わずかな温かみすら感じる輝き。と同時に、シャオの左手にもまた、淡く輝く白い光が灯っていた。

　──ミクヴァ鱗片の輝き。

　人が抱えるほどだった大きさのものが、今は手の平に隠せるほどにまで圧縮されていた。

　牙のかたちをしたアマデウスの触媒カタリスト。

　対し、シャオの持つミクヴァ鱗片は卵を想起させる形状になっていた。

　詠は互いに終詩を予感させ、

　その手には、調律者の名を冠する究極の触媒カタリスト。

　それだけを心に留とどめ、ネイトは──




　wi pelnis仮初めのpheno子よ、, E yum彼方は、evoia-Ye-eleもう一つの主lah Emaとなる

　──ris-ia sophiaそれでもなお、, Sew ele約束のdia Kyel丘へとririsis私はlaphia歩く




　……あとは信じよう。

　寂しく悲しい音色。

　だがこの空間に響くものは、ただ悲しみの感情だけではない。

　寂じやく々じやくたる音の中に美しさがあり、凍える音の中にすら愛いとおしみがある。

　凍しみいった夜の帳とばりに輝く星の瞬またたきがあるように、黒一色に塗りつぶされた画布と一線を画すその音色。

　それは夜色名詠式と名付けられた詠だった。

　……母さん、アーマ。

　……ありがとう。そして、僕は信じていいんだよね。

　自分の学んできた名詠式が、大切な人を助けられるということを。




　煌こう々こうたる光を生む極彩色の石段。眩まぶしさに彩られた道の、その最後の一段を駆け上る。

　背を向けていたシャオが振り返り──




　そしてネイトは、詠の終詩を紡いだ。
















　U sia全てのSophit歌を, Clar ele夢見る, Selah pheno子供sia-sたちのOrbie Clarために──




　O sia全てのSophit約束, Riris eleされた, Selah pheno子供sia-sたちのOrbie Risisために──








２　─黄昏に愛された者よ、歌と絆と涙を継いで─






〝ネイト〟

〝お前なら、この終わりなき抗争を────〟




　……アーマ？




　ひんやりと、骨の髄まで凍みる冷たさが頰ほおにふれた。

　……あ……っ…………

　……僕……どうし、たんだっけ……

　頰を突き刺すような冷気に触れ、ネイトはぼんやりとまぶたを開ける。目の前には白い床。うっすらと覚醒していく意識と共に、冷たい床の上に倒れていることに気づいた。

「──痛つっ！」

　立ちあがった途端、前頭部から後頭部へと流れるように痛みが走った。

　……なんだろう。気持ち悪い。

　目眩めまい。嘔おう吐と感。それだけではとうてい形容しえぬ違和感。自分の腕も身体も、着ている服も何一つ変わらない。けれどなんだろう、この変な感覚。

　強いて言うならば疎外感。

　周りから自分だけが孤立した時のような。かつて母と旅をして回った時、見慣れぬ都市や見慣れぬ人間に対して感じたあの感覚だ。

「そうだ、シャオは────っ！」

　振り向いた姿勢のまま、ネイトは息を呑のんだ。

　あの輝く石段が消失していたのだ。自分があれほど時間をかけて上ってきた、その事実ごと消えてしまったかのように。

「ここは……頂上だよね」

　さっきまでシャオが立っていた場所だ。

　せいぜい二メートル四方の白い床。自分を乗せた一部分だけが虚空に浮いている。

　床の端から恐る恐る下を眺め、再び息が止まった。

　何も見えない。

　どこまでも深く永く、冷たい黒一色の世界が真下に広がっているだけだった。

「……まさか、本当に何もない？」

　懐中から硬貨を取りだし、床の切れた空間にそれを落とした。




　……ひゅっっ……っっぅ…………ぅぅぅぅ……




　口笛のような音を残し、黒の世界へと硬貨が落下していく。

　硬貨が見えなくなって十秒……二十秒……いつまで待てど、硬貨が地面らしきものに触れた衝突音は響かなかった。

　まさかシャオもここから転落した？

　一瞬脳裏をかすめた疑念だが、ネイトは即座に首をふった。ありえない。そんな軽率な行動をとる相手ではないはずだ。

「……何が」

　記憶の淵ふちをたどる。思いだせ、自分が意識を失うその直前の出来事を──

　自分とシャオの〈讃来歌オラトリオ〉。

　シャオはミクヴェクス真言。

　そして自分は夜色名詠の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアを詠った。

　なのに何も起きていない。あの場面で両方が名詠に失敗したとは考えにくい。ならば最低でも一つ、先に完成した名詠が発動しているはずなのに。

「……僕は、たしかに詠い終えてた」

　終詩まで紡いだ記憶がたしかにある。

　ならば自分の名詠したものがここにいなければ────




　同時だったのです、あなたとシャオの名詠式が完成した瞬間が。




　空間がふるえた。

　音の波でも空気の波でも、光や熱の波でもない。

　鼓膜や目、触感。どの感覚野にも触れない何かが、胸の奥に直接響いた。そうとしか喩たとえようのない波動。

「──だれ？」

　床の端すれすれに立ち、ネイトは眼下の世界を凝視した。

　黒一色の世界に浮遊する床。そしてその上に立っている自分。

　声は、その真下からやってきた。




　億分の一秒……いえ、あらゆる『時』の単位を用いても区分できぬ、まったくの同時。

　完全なる詠の連鎖。

　完全なる詠の共鳴。

　人の身には決して再現できぬであろう、それは奇跡とも言うべき現象でした。




　ギチッ。

　空間が軋きしんだ音を立てた瞬間、足下の床が大きくブレた。

「っ！」

　床にしゃがみこみ、転落しそうになるのをがむしゃらに耐える。

　浮遊する床がひっくり返りそうになるほどの縦揺れだった。競闘宮コロセウムで体験した地震の類たぐいではなく、さながら大海の大波の揺れ。

「……この空間全体が、たわんでる？」

　目の前の空間を大海とするならばこの歪ゆがみは波、その水面に浮かぶ一切れの木片がこの床で、かろうじてそれに摑つかまっている人間が自分。

　そしてこの揺れはまるで。

　何か途方もなく巨大なモノが、海の底から浮かびあがってくるような──

「まさか……」

　はるか下、眺めるだけで意識が吸いこまれそうなほどの下。靄もやがかかったようだった黒の光景に、ぼうっと白い何かが映った。その瞬間──

　ぞくっ。

　痛みにも近い寒気が全身を走った。悪お寒かんではない。恐怖とも違う。そんなありきたりの概念と一線を画す、より高次で形容しかねる類の寒気だ。切り立った渓谷から漠々たる瀑ばく布ふを眺めるような──畏い怖ふにも通じる感情。

　そして、真下に広がっていた黒の世界が真っ白に塗りつぶされた。

　……来る！

　とてつもない、途方もない何か。




『それ』はネイトの立つ床の真下から、そして一気にはるか頭上まで浮上した。




　乳白色に近く、それでいて透明感のある白光。

　ミクヴァ鱗片の輝きと同色の光。それもそのはずだ、ミクヴァ鱗片は文字どおり鱗うろこ。目の前にいるソレは、その鱗が何億と集合した本体なのだから。

「…………」

　首筋の寒気を自覚しながらも、ネイトは眼前の相手を睨にらみつけた。

「──ミクヴェクス」




　はじめまして、と言いましょうか。優しき子。




〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉。

　名詠式を創造した二体の調律者のうちの一体。

　……アマリリスの言ってたとおりだ。

　愚かなる竜が〈その意志に牙剝く者アマデウス〉であり、愚かなる蛇が〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉。

　そして目の前にいる存在は、まさに自分の知る『蛇』の外見そのものだった。

　白夜色に輝く始まりの蛇。

　肌はほぼ全ての鱗が逆立ち、後頭部には二本の突起。蛇らしい巨大な口はあるが牙はなく、頭部には眼に相当する部位が欠如していた。

　何より、巨大。

　ネイトが見上げているのはその頭部だけだ。

　頭部だけで目の前の視界全体を埋めてしまう蛇。その首から下は、彼方かなたの空間からどこまでもどこまでも続いてる。そしておそらく、その身体に終わりはない。

　──それにしても、なんて……なんて存在なんだろう。

　呼吸すら忘れ、ネイトは目の前の相手を見上げた。緊張しているという自覚はない、それなのに唇がみるみる乾いていくのがわかる。

　森厳にして気け高だかく、重厚ながらも美しい。

　さながらその存在自体が、犯しがたき絶対の聖域。




　私は今まで、その時代の中でもっとも澄んだ願いを持つ名詠士に会い、そして私を名詠するためのミクヴェクス真言を与えてきました。

　けれど、どの子もまた、私を前にして少なからず恐怖していたようです。

　私を前にして平然と微笑むことができたのはシャオだけでした。

　そう。それなのに──




　蛇が小さく頭部をゆらす。

　それはまるで、人が首をかしげる所しよ作さに酷こく似じしていた。




　ネイト、よりによってなぜあなたが、

　空白名詠の名詠士ではないあなたが微笑んでいるの？




「……笑ってるわけじゃないよ。でも、会えて嬉しいのは本当」

　爪先が食いこむほど拳こぶしを握り、指先に残るふるえを打ち消した。

「誰よりもあなたと話がしたかったから。僕とあなただけで」

　そういえばシャオはどうしたんだろう。

　ミクヴェクスと一緒に現れるかと思っていたのだけど。




　シャオは既に眠っています。

　あなた以外の、この世界の全ての子と共に。

　この世界で起きているのはあなただけ。




「……僕だけ？」

『シャオの名詠とあなたの名詠、互いに完成の瞬間が同時だった。全てはそれから起こった現象です』

　自らが発する白夜色の光とともに、蛇が初めて自らの『声』を発した。

　白く輝く、白夜色の声を。

『あなたが夜色名詠で詠ったものは第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア。あなたたちが真精と呼ぶ名詠生物の名詠でした。一方でシャオの名詠式はミクヴェクス真言。すなわち私を名詠する詠です。これにより、私とこの世界を結ぶ扉が開きました』

「──なんとなくわかったよ。シャオから聞いた覚えがある」

　完全を望むミクヴェクスは、名詠式の概念を組みかえることを提案したという。

　それは名詠式に対する人の認識──名詠式は自己に都合のいい道具に過ぎないという認識を消去し、もう一度新たな理想図を与えること。そのためにはその前段階、人の記憶から名詠式に関するものを消去することが必要になる。

　そしてミクヴェクスはここにいる。

　つまり、世界は既にその段階に入っているのだ。

「ここはもう、僕たちが上ってきた塔の中じゃないんだね」

『そう。塔は既に役目を終えて消滅しました』

　目が覚めた時点で、ここは塔の中ではなかった。

　おそらくはこの世界そのものが──

『あなたの前ではこの姿こそしていますが、私自身が一つの世界だと考えなさい。あなたと、あなたの立つ小さな床だけが眠りを逃れた空間。それ以外の全て──あなたの知る世界は、一時的に私というさらなる世界の内側で眠っている』

「……起きてるのが僕だけってことは、残るのは僕だけってこと？」

『皆、私が塗り替えたこの世界で夢を見ています。しかしあなただけがいまだ眠らないまま。あなたを含め全ての子が眠りにつかないかぎり、私の願いは達成できない』

　おだやかな、まるで眠りを誘うほどに穏やかな声だった。

『そう、本来ならシャオの名詠式が完成した時点で、あなたもまた眠りにつくはずだった。そして私は名詠式の新たな概念を全ての子に与える。その上で、あなたが持つ残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトの記憶によって、全ての子に自分の記憶を戻してやるはずだった』

「でも、僕はまだ起きてる」

『それはあなたの名詠した真精の力です。〈その意志に牙剝く者アマデウス〉の幼生体──あなたがアーマと呼ぶ存在ですね。私の力を完全に拒絶することはできないながらも、あなたを私の影響ねむりから遠ざけた』

　……ありがとう。

　……母さん、そしてアーマ。

　僕は間違っていなかった。母から学んだ夜色名詠式。そして共にいてくれた名詠生物が、自分をこの最後の場まで導いてくれたのだから。

『一つお訊ききします。なぜ〈その意志に牙剝く者アマデウス〉でなく、その幼生だったのですか』

　ミクヴェクスが鎌首を持ちあげた。

　その行為に威い嚇かくの意味はない。おそらくは、自分をより高い位置で見つめるために。

『あなたが持つアマデウスの牙。それはあらゆる名詠を可能とする理想の触媒カタリスト。私に対抗できるのは〈その意志に牙剝く者アマデウス〉しかいないこと、知っていたでしょう？　なのになぜ、あの場面であなたが詠んだものはその幼生体だったのですか。アレでは私に及ばないことも察しがついたでしょうに』

　アーマはあくまで〈その意志に牙剝く者アマデウス〉の幼生に過ぎない。

　それを承知でなお、ネイトがこの場面で選んだのは幼生の方だった。

「〈その意志に牙剝く者アマデウス〉を詠べるのは、アマデウス真言を持ってる母さんだけでしょ」

『そうです。しかしあなたが習得した真言、そしてアマデウスの牙の力を合わせれば万に一つでも詠べるかも──とは考えなかったのですか？　もし成功していれば』

　……ううん。

　吐息とともに、ネイトは首を大きく横にふった。

「どのみちシャオと同時だったなら意味がない」

〈その意志に牙剝く者アマデウス〉。

〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉。

　その勝敗は、どちらが先にこの世界に名詠されるかで決まる。それがもし、二体の名詠がまったく同時に完成していた時には何が起きるのか。

　──今は、その答えが見えていた。

「同時に名詠されたらあなたが勝つ。そうなんでしょ？」

『…………』

　沈黙する白夜色の蛇。

『……そう。既にあなたは、その結論にたどり着いていたのですね』

　ミクヴェクスは、それを否定しようとはしなかった。

『そのとおりです。竜アマデウスと蛇わたし、あなたとシャオが詠を完成させたあの場面。もし同時に名詠されていたら、この世界に顕けん現げんしていたのはやはり私でした。その差は、もうおわかりかと思いますが、始まりの女イヴと残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトにあります』

　夜色名詠の調律者である竜アマデウスは力の一端を始まりの女イヴに譲渡し、対する蛇は、自らの器官の一部から残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトを生みだした。

　だが今、残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトであるクルーエルは、ミクヴェクスの器官に戻っている。

　対して始まりの女イヴは、竜アマデウスと独立した存在で在り続けている。

　夜色名詠と空白名詠全体の力は拮きつ抗こうしていても、始まりの女イヴの分だけ竜アマデウス単体の力が分断されている。だから、同時に名詠された場合は蛇が勝つ。

「でも違うんだ。僕がアマデウス真言に頼らない理由はもっと単純」

『何が違うのですか』

　真上から降りそそぐミクヴェクスの視線。

　気を緩めれば意識ごと眠りに誘われる重圧を、ネイトはその視線だけで拒絶した。

「僕は最初から、〈その意志に牙剝く者アマデウス〉を名詠して力を借りる気なんてなかった」

　アマリリスが言っていた。

　愚かな竜と愚かな蛇。

　終わらない抗争、ゆえに苦しむクルーエルという少女。

「クルーエルさんを助けるのにそんなの要らない。母さんやアーマが教えてくれた名詠と、みんなから託されたものがあれば十分だから」

『そう、それもまた疑問だった。なぜあなたが残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトにこだわるのか』

　ぐっと蛇が首を近づけた。

　見られている。否、覗のぞかれている。表情も心の内も、感情も記憶も何もかも。

『アレと呼ぶのも変ですが、アレはもとより私の器官。役目を終えれば私のもとに帰還するのが正しい在り方。なのになぜあなたは、それを私から引き剝はがそうとするの？』

「違うよ」

『今の説明で、何か誤っている部分があるとは思えませんが』

「僕が助けたいのはクルーエルさんだ、残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトなんかじゃない」

『…………』

　一呼吸にも満たない刹せつ那なの空くう隙げき。

　静寂とも言えぬ沈黙を隔て、蛇が厳かに告げてくる。

『たしかに残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトには、十歳を過ぎるまで人として成長するよう定めました。でもそれは、人あなたと触れあうことが目的ではないのですよ？　あくまで器としての成長を促すためですから』

「それが最初の目的じゃなくたって同じことだよ。僕やミオさん、一緒に来てたエイダさんだって、学校でクルーエルさんとの思い出があるんだから」

『そうだとして、そのクルーエルの人格は何を元に形成したと思いますか？』

　──答えなかった。

　あまりに残酷な帰結がそこに待っているからだ。

『人としてのクルーエルの人格もまた、私の意識を種にして芽め吹ぶいたものです』

「……そうだね。それはあなたの声を聴いた時からわかってる」

　受け入れがたき現実に、ネイトは奥歯を嚙かみしめた。

　ミクヴェクスの声、それはクルーエルの声に限りなく近いものだったから。

　彼女の声に年齢と重み、深みを加えたものがミクヴェクスの声。その事実はたしかに、彼女の母体がミクヴェクスであると感じさせるには十分だった。

　けれど──

『あなたがクルーエルを愛していたというのなら、どうか母体わたしのことも受け入れてください。私の描く世界を信じ、あなたの持つ残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトの記憶を渡して』

「…………一つ訊いていい？」

　固く閉じていた口をひらく。

「どうしてクルーエルさんもアマリリスも、あなたに反発していたんだと思う？」

　アマリリスが自らの存在を賭として、風の生まれる島ツアラベルで名詠を妨害した理由。

　競闘宮コロセウムで、クルーエルが無意識のうちにミクヴァ鱗片に反発した理由。

　なぜ二人が母体ミクヴエクスに反発していたのか。

『それは、残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトが人と調律者の境界に立つ存在だからです。その葛かつ藤とうから生まれた歪みは、クルーエルが成長していくごとに深まっていく。──だからこそ私は、十歳を過ぎた時点で常にアレの自我と記憶を消去する必要があった』

「…………」

『どうしました』

「────よかった」

　まぶたを閉じ、ネイトはその場で安あん堵どの息をついた。

　心の奥、最後まで靄のかかっていた部分が澄んでいくのを感じる。

『よかった？』

「うん。やっぱりあなたはクルーエルさんじゃない。それがわかった。だからよかったって言ったの」

　ほんの少しの懐かしさ、ほんの少しの安堵。

　混色を映す瞳で蛇を見つめる。

「ホントはね、あなたがクルーエルさんの記憶や自我の一部を持ってたらどうしようって思ってたんだ。あなたが母体だって聞いてたからその可能性は考えてて、そうしたらクルーエルさんの自我を持つあなたと戦いながら、クルーエルさんを助けなくちゃいけないのかなって考えてた。けど、違った」

　今の答えを聞いて確信できた。

　名詠式を司つかさどる圧倒的な存在たる調律者たち、そのどちらにつくこともない。

　僕は最後まで、たった一人の女の子の味そ方ばにいてあげられる。

「あなたは最初から、クルーエルさんのことを自分の器官としか見なしていない。だからクルーエルさんの感情も記憶も放置したままなんだ」

　シャオと対たい峙じしたのと同じ理由。

　たった一つ、自分が絶対に譲れない部分。その相違。

「さっきの、二人があなたに反発した理由はね──クルーエルさんは、今までずっと生きてきたんだよ。たしかにあなたから生まれた子供かもしれない。けどね、クルーエルさんはもう、あなたから自立できるくらい成長してたんだ」

　人としても調律者としても中途半端な存在かもしれない。永い、永い、途方もない年月。終わらない鎖に繫つながれているだけの人形同然の存在だったかもしれない。

　けれど、そんな中でだって。




　──立派に巣立つことができるくらい、いつしか彼女は人として成長していた。




　アマリリスはそれを知っていた。

　そしてその願いを託す相手を、ずっと探してた。

「あなただけがそれを認めようとしないで繫ぎとめてる。だから僕が、あなたから二人を解放する。クルーエルさんだけじゃない、アマリリスも一緒に」

『あなたの夜色名詠にそんな特別な力はありません。たとえ〈その意志に牙剝く者アマデウス〉を名詠したところで同じ。同等の力を持つがゆえ、私と残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトの関係について直接干渉する権利は竜アマデウスにもないからです』

「クルーエルさんを助けるのに、〈その意志に牙剝く者アマデウス〉は使わない」

『それはどういう意味でしょう？』

　……そう。……これでいいんだよね。

　母さん、カインツさん、そして──アマリリス。




〝名詠とは自分を詠ぶためのもの。私はそう思ってるの。自分の心をかたちにして詠びだすことが本当の名詠式だと思ってる。だからこそ、とても難しい。結局私は、最後まで口に出すことができなかったから〟

　僕を拾い、育て、そして名をつけてくれた母。




〝彼女のそばにいてあげられなかった。ボクはそれを本当に後悔してる。……同じ思いをしてほしくない〟

　道行きを示してくれた虹色名詠士。




〝ありがとう……もう二度と巡り会えない人と調律者あなたとわたしたちだけど、それでもあなたと会えたことは忘れない。姉さんをこんなにも愛してくれたこと、そして同じ優しさをわたしにもわけてくれたこと〟

　そして、僕を信じて託してくれたアマリリス。




　全ての人たちに向けて、今この時だからこそ声にして言わなくちゃいけない。

「僕は」

　ネイトは向かい合う巨大な存在を見つめ、そして。
















「クルーエルさんを助けるための──僕は、夜明け色の詠使いだから」







『夜明け色の詠？……夜色名詠でも虹色名詠でもない、新たな名詠をこの場で詠い上げるつもり？』

「違うよ。これは新しい色なんかじゃない」

　肩にかかった夜明け色のローブに手をふれる。

「この色はきっと、一番最初にあったはずの色なんだ。──クルーエルさんは言ってたよ。『大人は大切なことを忘れてる』って」

　子供クルーエルの巣立ちを遮る大人ミクヴエクス。

　愚かな竜と愚かな蛇が、抗争の間に忘れてしまった音色がきっとある。

　始原はじまりにして未いまだ閉じたまま、埃ほこりをかぶったままの楽譜。

　一番初めにあったはずなのに、誰もが忘れてしまっている音色が。

『そのような旋律、あなた一人で紡げるというのですか』

「そのためにクルーエルさんと一緒に詠うんだ」

　右手をそっと開く。

　ふわりと手の平に浮かぶのは、本当に小さな黒の花。

　黒薔ば薇らの花弁。

　──『Ezel夜の歌』──

　赤とも青ともつかない、深い暗色の輝きが生まれた。

　花びら一枚一枚から生まれたか細い光の筋。それが幾重にも重なり、結び、真円に近い環わを描いていく。

　夜色の名詠門チヤネル。しかし開かれた扉からは何一つ生まれる気配がなかった。

『知っているでしょう？　私と竜アマデウスの戦いは、どちらが先に名詠されるかで決まると。それはどちらかがこの世界に名詠された時点で、あなたたちの世界を互いに覆いつくしてしまうから。空白名詠わたしの世界で包んだことで、あなたの名詠門チヤネルが続く先は夜色名詠が作動する世界ではなく、私が眠らせている世界の内側です』

　名詠門チヤネル自体は動く。だが要かなめである名詠門チヤネルの先に続く場所が、ミクヴェクスの覆う眠りの世界へと強制的に連結されてしまっている。つまり名詠式で何かを名詠しようとしても、それが生まれる場所はミクヴェクスという世界の内側。

「でも、名詠門チヤネルはちゃんと作用する」

　名詠式自体はまだ生きている。既存のものを消去したくても、自分がクルーエルの記憶を持っている限り、ミクヴェクスはまだそれを行えないでいる。

『そう。ですがこの世界ではもはや、あなたが詠べるものはありません。たとえ残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトの記憶を触媒カタリストに用いたところでクルーエルは名詠目覚めません』

「それでもこの扉の先は、あなたの覆う世界に続いてるんでしょ？」

　徐々に狭まっていく光の扉。

　この名詠門チヤネルの先がミクヴェクスの覆う世界に繫がっている。

　ならば彼女がいる場所も──

『──まさか』

　ミクヴェクスの声に初めて生まれる狼ろう狽ばい。

『あなたは、自分から眠れる世界わたしのなかに飛びこむつもり？』

　皮肉にも、それはシャオが教えてくれたことだった。

　何も詠びださない名詠式。言うなれば名詠門チヤネルをこの世界に招くためだけの名詠式。それこそが名詠式の根幹に迫る名詠なのだと。

　……今はその意味がわかる。

　名詠式の真の姿。それは名めい詠えい門もんを通じて詠よぶことじゃない。きっと人ぼくたちは、名詠門を通じて会いに行くことができるはずなんだ。そう、大切な人の待つ場所へ。

「クルーエルさんに約束したんだ」

　今にも消えかける光の円環を、高々と頭上へ掲げた。

「僕の方から助けに行くって」




　elmai xaln全てのwos teo uc扉に夜色のxeoi clar鍵を詠う, O soa valen世界の祈りよlef karel響け




　その瞬間。

　消えかけた光の環が命を吹き返した。

　光の一粒一粒が強さを増し、環を描く光の筋が輝きを増し、そしてその扉がまたたく間に何倍もの大きさに拡張。

　手を伸ばして触れられるほど近い頭上に、煌々と輝く名詠門チヤネルがよみがえる。

　──行こう。クルーエルさんが待ってるところへ。

　頭上に煌めく名詠門チヤネルへと手を伸ばし、そして。




　ネイトは、光の扉を越えた。

















終奏　『夜明け色の詠うた使い』
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　まぶたを開いた先には、どこまでも続く夜空があった。

　目の前、手を伸ばせば星の光に手が届く。

　そして気づく。

　自分が──夜空の中に浮かんでいるのだと。







「ここが──」

　息を止め、瞬またたきすら忘れ、ネイトは自分の立つ空間を仰あおぎ見た。

　光沢を感じるほど透明感のある黒。

　遠浅の海のように透うすく輝く夜色の世界がそこにあった。

　……これが、クルーエルさんの眠っている世界。

　星の海が広がり、その一粒一粒が瞬いている。彼方かなたには極光オーロラがカーテンのように揺れ、今なお新しい光と輝きが生まれ続けていた。

　宝石ですら羨うらやむであろう輝きと、それを彩る透い夜色。対照的な二つが神秘的なまでに調和した世界。自分の知る知識では──宇宙。しかしその言葉すら、この世界を喩たとえるにはほど遠い。神秘性の質が違うのだ。

　頭上、前後左右、足下のさらに下まで広がる空間。否、広がり続ける空間。

　そして自分は、その世界の中心に立っていた。下には悠久に続く夜色の世界が広がるばかり。にもかかわらず、足下には硬い感触がたしかにある。

「────」

　白夜色に輝く硬い床。

　その床は前方へと広がり、弧を描くように湾曲しながら上へ上へと伸びている。

　白夜色に輝く螺ら旋せん状の階段。

　ネイトは、その最下層に立っていた。




　まさか、自ら私の世界の内側に飛びこんでくるとは思いませんでした。




　拡声器を介して聞くようなおぼろげな声。

　クルーエルを想おもわせつつも、だが決定的に異なるミクヴェクスの声こわ音ね。

「この階段は、あなたが作ったの？」




　作ったわけではありません。

　これはこの世界の創造と同時に生まれた副産物。

　目の前の螺旋階段がこの世界を支える柱。私という象徴イメージが具現化したものです。




　螺旋を描いて上へと続く白夜色の階段。それは自然と、白夜色の蛇がとぐろを巻いている姿を想起させるものだった。

　自分のいる場所は最下層。つまり蛇の尾の末端だ。

　そしてシャオは言っていた。

　残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトだった時のクルーエルは、ミクヴェクスの眼から生まれたと。言うまでもなく眼は頭部にある。つまり、この階段を上りきった頂上に彼女がいる──




　ネイト、あなたに上りきれますか？




　目測すら及ばない規模の螺旋階段。螺旋の弧を一周するだけでトレミア・アカデミーの校庭が丸々入ってしまうだろう。それがかぎりなく上へ、何百何千、数えきれないほど連なっている。

「……上るよ」

　塔を上り、シャオの待つ頂上へ行き着いた。それは全すべてミクヴェクスと対たい峙じするため。

　そして今、ようやくクルーエルと同じ世界に行き着いた。




　そうですね。

　けれどあなたが『セラの塔』を上った時には、あなたのそばを守る面々がいました。

　だからこそあなたはシャオの場所までたどり着いた。

　それが、今はどうですか？




　見回すまでもない。

　一緒にいたエイダやレフィスの姿はここにない。

　聞かされたばかりだ。

　自分以外の全ての人間が、既にこの世界でクルーエルと同様に眠っているのだと。

　名めい詠えい式しきに関する記憶を消去される直前の、最後の夢を見ているのだと。




　あなたと塔を上った面々もまた、この世界のはるか下で眠っている。

　あなたの知る全ての者もまた、この世界のはるか下で夢を見続けている。

　それでもなお──

　あなた一人で、私という世界そのものを上りきれますか。




　一緒に塔を上ったエイダやレフィスはいない。学園で待つミオもいない。

　この眠り続ける世界で、たった一人という孤独。けれど──彼女はもっともっと永い間、その孤独に耐えていたはずなんだ。

「こんな寂しい場所に、クルーエルさんを置いていけないもん」

　両手を広げ、一度大きく息を吐いた。

「一人だって僕は上る」




　そう……

　ならば私は、あなたのその歩みを見届けることといたしましょう。




　声が強さを増した。

　強く、大きく鞭むちのようにうねる声。

　厳格にして尊大な、名詠式を生みだした者としての声。




　この眠れる世界はあなたの歩みを良しとしない。

　均衡を正すため、この世界そのものが齟齬因子あなたを排除しようと動きだす。

　言うなれば、あなたはこれから、全ての名詠式と敵対しなくてはならない。




　白夜色の螺旋階段。

　クルーエルに続く道であり、同時に名詠式の終末へと続く道。

　これがその最後の道行き。




　だからこそ。さあ、あなたの想いの強さを私に見せて。

　もしもあなたが、私や竜アマデウスの描いた名詠式を超えられるのならば────




　声が消え入るように夜に溶け、最後に残ったのは余韻だけ。

「……でも、一つだけわかったよ」

　ミクヴェクスは見届けるという言葉を使った。調律者として、きっと蛇も確かめたかったに違いない。自らが見守ってきた子たちの道行きを。そして、自らが生みだした名詠式の行き着く音色を。

　だから、ネイトは螺旋の階段へと足を進めた。

　まだ見ぬ果て、彼女の待つ場所へ。




　　　　２




　──しゃん、……しゃん……──

　靴と階段の間でふしぎな音色が鳴り響く。

　鈴の音か、あるいはトライアングルか。しかしここに鳴り響いている音は、金属楽器に特有の突き刺すような強さがない。もっと柔らかく、耳に優しい響き。

　……階段が歌ってるの？

　湾曲するゆるやかな勾こう配ばいを見上げ、ネイトは耳を傾けた。

『セラの塔』は世界中の音色を集める。一方この螺旋階段は、自ら生きた音色を生みだしていた。きっと、この階段も生きているのだ。星明かりも極光オーロラも必要とせず、白夜色の階段は自らが神秘的に発光していた。

「こういう場面じゃなかったら、きっと見とれてたかも。ね、エイダさ────……」

　共に塔を上ってきた友人の名を思わず呼びかけ、慌てて首をふる。

　……そうだ、今は僕だけなんだ。

　逡しゆん巡じゆんを振り払うつもりで、一心不乱に駆け上る。

　階段を一段飛ばしで駆け上がるたび、胸元にしまった結晶たちが小さく踊る。

　──使い道がわからない残りの二つ。

　涙を模した結晶がクルーエルの記憶。

　花を模した結晶はアマリリスの詠を宿したものだという。

　使い道がいまだ不明瞭。既に使うべき時を逃したのでは、そんな不安が胸にざわつく。

「でも、とにかく持っていかないと……！」

　唯一使い道の明らかな夜色の結晶。牙きばのかたちをした結晶を握りしめ、ひた走る。

　白夜色の蛇ミクヴエクスは自らの内側に名詠式を封律したと言っていた。ならば今この、蛇の世界の内側ならば名詠式が使えるはず。

　そう、それだけが唯一の救いにして鍵かぎなのだから。




　途端、視界の端に何かが生まれた。




　ひゅぅ──風切り音の方向へと反射的に目を向ける。

　はるか上部の螺旋階段から、飛び降りるように降ってくる黒い点。それも一つや二つじゃない。五……いやそれ以上。

　ばさっ。

　羽ばたき音が聞こえた瞬間、降ってくるそれの姿が鮮明になった。

　翼を持つ緑色の名詠生物。そして鋭い爪つめと牙。だが何よりの特徴は、獅し子し、雄山や羊ぎ、ドラゴンという三つの首を持っているということだ。

「三つ首の獣キマイラ？」

　足を止め、頭上から襲ってくる相手へと身構える。

　獅子、雄山羊、ドラゴン。三つの表情に浮かぶものは紛れもない敵意。間違いない、この名詠生物は自分に襲いかかるために降ってきたのだ。

「……まさか」




　均衡を正すため、この世界そのものが齟齬因子あなたを排除しようと動きだす。

　言うなれば、あなたはこれから、全ての名詠式と敵対しなくてはならない。




　白夜色の蛇の残した言葉。

　単なる脅しでないことはわかってた。けれどこんなに早く……

　立て続けに、目の前の階段に着地したのは光の黄色球体。人の膝ひざ程度の位置を浮遊しながらゆっくりとこちらに近づいてくる。

「黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ！」

　階段の上部を駆け下りてくるのは、炎鱗の蜥蜴サラマンデスと赤獅子マンテイコアの群れ。さらに空中を見れば、二体の白馬──有翼馬ペガサスと一角馬ユニコーンが昂たかぶった嘶いななきを上げている。

「有翼馬ペガサスも一角馬ユニコーンも……普段はあんなに温厚なのに」

　ようやく知った。

　全ての名詠式と敵対するということは、全ての名詠生物を敵にするということなのだ。それもたった一人で。

　それがどれだけ絶望的な状況か、考えるより先に背筋が凍った。

　後ろに退こうとした刹せつ那な。

　かさっ。

　振り向いた先、自分が上がってきた階段を這はい上がってくる灰色の石竜子バジリスク。

「灰色名詠まで……」

　奥歯を嚙かみしめ、その場にかろうじて踏みとどまった。

　頭上は三つ首の獣キマイラと黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ。左右から挟みうちのかたちで有翼馬ペガサスと一角馬ユニコーン。階段の下からは石竜子バジリスク。そして階段の上部からは赤色の名詠生物の軍勢。

　完全に囲まれた、そう悟った瞬間。

　──急げっ！

「お願い、力を貸して……」

　包囲の輪が縮まりきるより先、ネイトは牙状の触媒カタリストを握りしめた。

　──『Ezel夜の歌』──

　頭上に煌きらめく夜色の環わが生まれ、そこから音もなく同色の名詠生物が着地する。

　体高だけで大人の肩ほどもある黒の猟犬。その背に飛び乗った。

「行って！」

　瞬間、猛烈な勢いで黒の猟犬が疾走した。

　背後の黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプと石竜子バジリスクを一瞬で振りきり、一角馬ユニコーンと有翼馬ペガサスの体当たりを紙一重で回避。速度を落とさぬまま、上へと続く階段を駆け上がる。

「とにかく避けて進んで！」

　首元に摑つかまるネイトに、黒の猟犬が小さくうなずいた。

　もとより一人でこの数量は無謀。

　目の前の軍勢ですら恐らく第一波。時間を浪費すれば第二、第三の軍勢が波と押し寄せてくる。今はまだ見当たらないが、真精が敵に回ることすら覚悟しなければ。

「……あとは」

　すぐ目の前の階段まで下りてくる赤獅子マンテイコア、そして炎鱗の蜥蜴サラマンデス。自分たちは螺旋階段を上り、相手は下る。衝突は避けられない。

　炎鱗の蜥蜴サラマンデスの炎の距離。赤獅子マンテイコアの俊敏性。……だめだ、躱かわしきれない。

「お願い、二メートルでいいの。僕を乗せたまま跳べる？」

　無茶だとはわかってる。自分を乗せて全速力で走り、さらに頭上や横から迫る有翼馬ペガサスたちを躱し続けている。その上で負担を課すのは自らの首を絞めるも同然。

　それでもなお、自分を乗せる猟犬が速度を上げた。主の命に応こたえるための助走であることが伝わるほど力強く。

　……ありがとう。

　迫る赤い壁を見据え、ネイトは夜色の触媒カタリストを掲げた。

「三秒後に跳躍！　一、────二、────」

　ぐん、と身体からだに一瞬負荷がかかり、身体がふわりと浮いた。

　猟犬が跳んだ直後、赤色の名詠生物たちも身構えた。炎鱗の蜥蜴サラマンデスが首を上げ、赤獅子マンテイコアもまた跳び上がるために身体を縮める。

　赤獅子マンテイコアが脚に力をこめた刹那、ネイトは地に向かって黒曜石を投げつけた。

　カツッ、床に黒曜石が触れた瞬間。

　──『Ezel夜の歌』──

　黒曜石を中心に、むせ返るほど高密度な夜色の霧が局所的に発生。赤獅子マンテイコア、炎鱗の蜥蜴サラマンデス、そして背後に迫っていた三つ首の獣キマイラを霧が呑のみこむ。

　黒の猟犬が霧を飛び越え、地に着地したのはまさに同時だった。

「行って！」

　霧に呑まれ視界を失った軍勢を後に、自分を乗せた猟犬が階段を駆ける。

「これで全部抜い────」

　直後、形容できない違和感がつま先から頭までを一気に呑みこんだ。螺旋階段の歌声。しゃん、しゃんと鳴り響く、あの鈴のような音が止やんでいたのだ。

　……なんだろう。嫌な予感がする。

　疑問が確信に変わったのは、階下から響く別の音が届いた時だった。




　ピシッ……ィッッッッ……！




　何かに亀裂が入る音。立て続けに、今度は何かが砕けていく音。それも徐々に大きく、そして近づいてくるような。

「まさか……」

　ふと思いあたった最悪の悪お寒かんに駆られ、弾はじかれたように振り向いた。




　眼下の階段が、崩れ落ちていた。




　一番下、自分が最初に立っていた地点から音を立てて崩れだしたのだ。

　ブロックを崩すように連鎖的に進む崩壊。

　ついさっきまでいた場所まで崩壊は押し寄せ──その場に留とどまっていた石竜子バジリスクや炎鱗の蜥蜴サラマンデスが、次々と真下に向けて落下していく。断末魔の叫びを上げながら点のごとく小さくなり、やがて夜色の空間に紛れて見えなくなった。

　無数の名詠生物を落下させながら、それでも階段の崩壊は止まらない。すぐ下の段にまで崩壊の亀裂が迫り──

　……まずい！

「全速力で走って！　このままじゃ僕たちも危ない！」

　猟犬の背に向かって声のかぎり叫ぶ。夜色の名詠生物が姿勢を低くして疾走。流れるように階段を駆け上がり、助走を経てまさに最高速度へと達した直後──

　横殴りの衝撃に、ネイトは猟犬ごと吹き飛ばされた。

「……っ！」

　硬い階段に身体を打ちつけられ、それでもかろうじて立ちあがる。

　否──立ちあがろうとした途端、身体が自分の意志とは無関係に、立ちあがったのだ。

　まるで何者かに羽は交がい締めにされたかのように。

　……え、どうし……て……

　……身体が…………動かない？

　視界の端、夜色の空間がゆらめいた。

　極光オーロラの光がもたらす揺らぎじゃない。この揺らめきはどこかで──

「空白者!?」

　人の目では知覚できない透明な躰からだを持つ名詠生物。その巨体で相手を直接押さえこむしかない相手だが、不可視の躰ゆえ接近されるまでまず気づけない。

　最悪なタイミングだ。たった数十段先まで階段の崩壊が目の前で迫っているのに。

「…………こんな……ところで」

　羽交い締めにされた姿勢で、それでも無理やり身体をねじった。

　身体の内側でみしりと聞こえる右肩の悲鳴。関節の可動限界を超え、筋肉の繊維が音を立てて潰つぶれていく。

　──たとえ肩が使えなくなってもいい。

　──そんなのを怖がってたらクルーエルさんは助けられない。

　肩に走る激痛を必死に堪こらえ、右手の拳こぶしを空白者に押しつけた。

「僕は…………負け……ない…………！」

　──『Nussis還れ』──

　すぐ背後からの光に目を灼やかれながらも、ふっと身体の戒めがほどけた。

「っ……ぁ……っ……痛つぅ……」

　激痛で右肩が上がらない。喉のどを押さえつけられたせいで呼吸もままならない。

　なかば呼吸すら自由にならない状況で、右肩を押さえた恰かつ好こうでネイトは歩きだした。

　よろよろと、おぼつかない足取りで。

「……早く行かないと……」

　ピシッ──ぞっとするほど近い場所で聞こえる崩壊音。見れば、数メートル後方の階段までが遥はるか下に落下していた。

　……だめだ、歩いてたら間に合わない。




　quo xeoi夜色のxaln扉へ、, glim getie clar開放の小鍵〈ことば〉をlef teo紡ぎます




　meh luei一鍵の音色をclar fo Looあなたのために




　yehle io果てなきpeg mihhya真夜とlef siole xeo吐息を結び　pelma elmei全ての小さきgetie夜へとdoremren贈る




　空白者が潜んでいるとわかった今、階段を行くのは危険が過ぎる。

　ならば自分も空を行く必要がある。




　vilis自らのphanisis怖れをgfend知り, villis自らのphanisis灯火をhaul知り




　O slin felゆりかごよりhypne立ちあがれ、, da sanc愛しくlisie-l-xelie彩る星のhaul灯よ




　Isa daさあboema foton生まれ落ちたdoremren子よ




　ife I世界がshe cookaあなたをLoo zo via望むのならば




　O evo Learsあなたは ─ Lor besti彼方よりqhaon成れ──-c- getie羽ばたく = ende coola loar小さき夜の子よ




　影に生まれた名詠門チヤネルを潜り抜け、濡ぬれ羽ば色いろの翼を持つグリフォンが現れる。

　夜色名詠で第二音階名詠ノーブルアリアに属する小型精命。第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアの真精を除き、ネイトが従えるものの中ではもっとも強大な名詠生物だ。

「お願い、乗せていってほしいんだ」

　無言でグリフォンが翼を下ろし、乗りやすいように背を空ける。

　ピシッ

　足下の床に亀裂が入ったのと同時、グリフォンがふわりと宙に浮く。

『間一髪だな』

「うん……」

　なんだろう。なんだかすごく……懐かしい感じがする。

　自分の味方でいてくれる相手と会話できる。それがどれだけ励まされることかを悟った。そして同時に──気の遠くなる螺旋階段を上り、あらゆる名詠生物が牙を剝むいて襲ってくる。それがこんなにも心を摩ま耗もうさせるなんて。

「痛っ！」

　気がわずかにゆるんだ瞬間、右肩の激痛がよみがえった。

『無茶をしたか』

「……平気だよ」

　平静をよそおう反面、激痛で声を出すのも辛つらかった。

　──だけど無茶したかいはあったはず。

　曲がりくねった螺旋階段を自力で上るより、翼を借りて空を疾走した方が数段早い。みるみるうちに高度が上がり、自分と猟犬が上ってきた箇か所しよはもうはるか下だ。

「……こんなに」

　通過していく階段を見下ろし、あらためて身震いした。

　上部へ行けば行くほど名詠生物の軍勢は増大する一方だ。青色名詠の水妖精ウンデイーネ、赤色名詠からは赤岩像マグマゴーレム。一際大きい白い竜はおそらく真精だろう。さらには競闘宮コロセウムで見た、混色の名詠生物まで混じっている。

『信じていた名詠式そのものが最後にして最大の敵となる。辛いか？』

「……辛いよ。覚悟してたよりずっと辛い。でもね」

　グリフォンの背を左手でさすり、ネイトははにかんだ。

「後悔はしないと思う。今もそうだし、この後も」

『好いい応えだ』

　翼を大きく打ち振るわせ、グリフォンが首を持ちあげる。

『来るぞ』

　──もう次が？

　頭上を仰ぎ、ネイトは唇を嚙みしめた。階段側ばかりを警戒し、自分たちのいる宙はまるで気に懸けていなかったことが仇あだになった。

　炎の吐息を嘴くちばしから洩もらすのは火食い鳥。その周囲を過ぎる緑色の風は緑風妖精エアリアル。さらに背後には石いし鎗やりを持った有翼石像ガーゴイル、その肩にはやはり同色の石竜子バジリスクが止まっている。

　その軍勢の連なる先、何か巨大なモノが蠢うごめいた。

　退化した腕の代わりに巨大な翼を羽ばたかせる緑色の竜。

「────疾竜ワイバーン!?」

　うすうす予感はしていたが、とうとう宙を駆ける真精まで。

　第二音階名詠ノーブルアリアの名詠生物を中心とする十数体の襲撃。その背後に控えるは緑の真精。

　捌さばききれる量じゃない。

「遠回りしてもいいんだ、何とか回避できない？」

『小さき主を抱えての身では厳しいだろう』

　グリフォンが虚こ空くうで翼を止めた。

『ならば取るべきこと、わかっているな』

「……うん」

　すっ、と、その場に静止した名詠生物の上で立ちあがる。

『面目ない』

「ううん、ありがとう。ここまで来れただけでもすごく助かったよ」

　背を撫なでてやり、そして。

「ごめん、大変な役をお願いしちゃって」

『むしろ光栄。──行け』

　その声に背を押され、ネイトはグリフォンの背から飛び降りた。唸うなる風の音。糸のように細かった階段がまたたく間に巨大化していく。

「っ！」

　右肩を押さえたまま着地。衝撃に痺しびれた足に鞭を打ち、その場ですぐに立ちあがった。

　──よし、周囲に名詠生物はいない。

　グリフォンの背から確認したかぎり、階段の崩壊もここに達するまでは時間がある。

「……とにかく行かないと」

　奇怪な悲鳴が聞こえるのを後にする。螺旋階段から離れた場所でグリフォンが囮おとり役に徹している。それを無駄にしてはだめだ。

　もう一度あの猟犬を……いや、だめだ。片腕がろくに使えない。残る片腕で名詠生物の背にしがみつくのは難しい。猟犬でなくても、たとえば黒馬でも同じことだろう。

　ここからは自分の足だけで進まなくては。

　──『Ezel夜の歌』──

「あとはキミだけが頼りだね」

　夜色の蝙こう蝠もりに指示を出し、ネイトは目の前の階段を駆けた。

　連綿と続く螺旋の連鎖。『セラの塔』が直進だったぶん、円を描くこの勾配はただ走るだけでも足に負担がかかる。

　塔も含めれば、もうどれだけ走っただろう。

　周囲に満ちる音は自分の足音と呼吸音、そしてドクンと響く胸の鼓動だけだ。

　……なんだろう、熱い。

　自分の胸に手をやる。感情の昂ぶりとはまた別、直接的な熱を持った何か。

　熱を発生していたのは、花を模かたどった結晶だった。緋ひ色いろの結晶が輝き、ほのかな熱をもって発色している。まるで花のつぼみが開く前兆。

「アマリリスが……咲こうとしてる？」

　その思考を妨害するように、突如、頭上の蝙蝠が飛行経路を乱した。

　名詠生物の超ソ音ナ波ーが何かを探知した兆候。だが回避行動を取る蝙蝠と対照に、その周囲に他の名詠生物の姿はない。つまり、蝙蝠が察知した相手は──

　二体目の空白者！

　牙の結晶を握り、蝙蝠の影が落ちている場所へ拳を突きだした。

　何かが拳に触れる感触。

　──『Nussis還れ』──

　硝子ガラスが砕けるにも似た音。光の渦が現れ、それもまた終息するように閉じていく。

　わずかに空白者の咆ほう吼こうだけが余韻に残る。

　胸をなで下ろそうとした矢先、足下に伝わるわずかな物音。

　かさっ。勾配の段差に隠れ、身を潜めていた石竜子バジリスクが飛びかかってきた。

「──っ！」

　頰ほおをかすめる石化の爪に身をひるがえす。後方に着地する灰色の名詠生物に背を向け、ネイトは呼吸も惜しんでその横を駆け抜けた。

　……危なかった、爪の風圧がまだ頰に残ってる。

『屈かがめ！』

　彼方から伝わるグリフォンの怒声。いつにない厳しさを孕はらんだ声に、頭上を確認するより先に身体が動いた。階段の前方へと身を投げだす。まったく同時、轟ごうと唸る風音が背中をこするように過ぎていった。

　ズッ。床に何かが突き刺さる鈍い音。

「……有翼石像ガーゴイル」

　石鎗を持った動く石像が、突き刺さった己の鎗を引き抜いた。グリフォンが注意を惹ひきつけていた内の一体、先の名詠式の光を察知されたのだろう。

　もはや対峙するだけの余裕もない。時間も、そして体力も限界に近い。

　──『Ezel夜の歌』──

　鎗を振りかざす名詠生物の足下目がけ、ネイトは黒真珠の欠片かけらを投げつけた。

　二度目の黒煙。濛もう々もうと膨れあがる夜色の煙に巻きこまれ、有翼石像ガーゴイルが対象を見失う。

　……よし。

　息をととのえ、さらに上へと駆け上がる。

　その瞬間だった。




　──トン




　…………

　………………え？

　小さな、可か愛わいらしいほどに小さな音。

　それが鼓膜に響いた時には、ネイトは螺旋階段から突き飛ばされていた。

　急転する視界の端、黒煙の中から突き出ているのは有翼石像ガーゴイルの鎗先。鎗の柄えで薙なぎ払われたことに気づいたのは、螺旋階段から足を踏み外した後だった。

「────っ……く……！」

　反射的に伸ばしたのは、利き腕である右手。

　指先が階段の縁ふちに引っかかった途端、右肩から背中に激痛が奔はしった。宙ぶらりの体勢で、かろうじて右手の指先だけで落下を免れる。

　懸けん垂すいの要領で身体を持ちあげようとして──

　…………そんな。

　……腕が……動かせない？

　顎あご先を冷たい汗が伝っていく。

　肩の激痛に、普段なら難なく動かせるはずの右腕にまるで力が入らなかった。動かせるのは指先だけ。だがそれも次第に力を失っていくのがわかる。

　このまま仮に名詠生物に襲われなくても、その先に待つものは──

　…………このまま落下する？

　はるか真下。

　どこまでも続く夜色の空間。その下に悠然と広がるものはおそらく、ミクヴェクスの覆う眠れる世界。

　……あそこに落ちたら、もう戻れない。

　……落ちたら、僕まで目を覚まさなくなる。

　ただ一人眠りから逃れていた自分まで眠ってしまえば、クルーエルを助けられる人間はもういない。残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトとしての彼女の記憶がミクヴェクスに渡り、全ての名詠式が根本から生まれ変わる。──クルーエル自身の完全な消滅と引き替えに。

　……早く……身体を持ちあ……げ……

　…………何してるのさ、僕の身体でしょ。

　……お願い…………動いて……よ。

　歯を食いしばり、激痛の中で身体を持ちあげる。

　──が、それも数センチが限界だった。

　左腕も階段の縁に届かないまま、再び少しずつ指先が階段の縁を滑っていく。

「っ……ぁ……！」

　食いしばった唇から洩れる声は、苦く悶もんでなく嗚お咽えつだった。

　……なんで。

　……ここまで来て…………なのに、あと少しなのに…………

　…………何もできないの？……そんなの────

　──いやだ。

　絶対、絶対いやだ。

　諦あきらめたくない。ここで諦めたら……僕を信じてくれた全ての人を裏切ることになる。

　だから────

　僕は……諦めない！

　そして、少女の声が聞こえたのはその時だった。




〝……ありがとう〟

〝ありがとう、こんなわたしにまで…………その気持ちだけで十分〟




　それはここに来る前の、緋色の少女の声だった。

「──アマリリス？」

　肉声ではなく、胸に入れていた花の結晶。その緋色の熱と光で伝わってきた。




〝もう会うことはできないけれど、それでもあなたのことは覚えてる〟

〝ありがとう……もう二度と巡り会えない人と調律者あなたとわたしたちだけど、それでもあなたと会えたことは忘れない〟




　緋色の輝きがまぶたを灼いた。

「花が」

　胸に入れていたはずの花の結晶が、ふわりと宙に浮かんでいた。つぼみであったはずの結晶。それが少しずつ花弁を開き──

「……咲いた？」

　いつしかそれは結晶ではなく、本物の緋色の花になっていた。

　開花したアマリリスの花びらが光を放つ。

　花びら一枚一枚が炎を宿したように燈もえ、輝き、静かな旋律を息い吹ぶいていく。




〝クルーエル、ネイトに礼を言いなさい〟

〝あなたという存在を支える何よりの柱が、あなたの心に宿るわたしでも黎明の神鳥フエニツクスでもなく、いつしかあのネイトという少年になっていた。そのことに〟

〝わたしの真言ちからの一端を──あなたに、わたしのとっておきの詠を教えてあげる〟




　その花から聞こえてきたそれは。

「アマリリスの……記憶？」

　それじゃあ、アマリリスが託してくれたものは……彼女が彼女として生きてきた思い出そのものだったんだ。




〝わたしが姉さんに伝えたとっておきの詠。それは──〟




〈アマリリス真言・大母新約篇奏──『全ての目覚める子供たち』〉




　En Se luさあ起きて, Lu sia全てのelmei hypes目覚めるpheno子供たち




　De peilだいじようぶ、, Ee dewl nec gfend怖がらないで




　……これは、あの時の。

　忘れやしない。競闘宮コロセウムで混色の名詠生物が現れた時、クルーエルが奏でた詠だ。

[image: ]

　澄んだ音色を超えた優しさ。

　美しさを超えた愛いとおしみ。

　母親が子供に聴かせるような、慈愛に満ちた祈りの詠。

「……なんて綺き麗れいな詠」

　一度目の衝撃を上回るほど、あらためてその旋律の優しさが心に沁しみる。

　こんな状況ですら、その音色に聴き入ってしまうほどだ。

　……だけど。

　……手が…………もう力が…………

　階段の縁から指が滑っていき、最後まで引っかかっていた爪の先までもが縁から剝はがれ、────ネイトは螺旋階段から虚空へと落下した。

　……クル……エ……

　…………

　……




「は～い、ネイト君みっけ！」




　階段の縁から剝がれた自分の手を、別の誰かがぎゅっと摑んだ。

　…………え。

　……だれ？

　逆光で顔が見えないけれど、でもたしかに聞き覚えのある声だ。

　ただ、白夜色の光に照らされ、くせのある金髪が視界に入って──

「ネイト君、ちょっとネイト君てば！　早く上がってきてって！　あたし一人じゃ支えるの大変なんだから！」

　……ミオさん？

「うんうん、ほら早く上がってきてってば」

　のほほんとした表情でうなずくのは、トレミア・アカデミーで別れたはずのミオだった。そして、今はミクヴェクスの眠れる世界で夢を見ているはずの。

「……え」

「ほら早く、早くしないとあたしも落ちちゃう！」

「え、あ、は、はい！」

　ミオの手を支えに左手で階段の縁を摑み、身体を持ちあげた。

　けれど自分が助かったことより、目の前にいる彼女は──？

「よいしょ！　はー、よかったねネイト君、危機一髪だね。……うっわー何ここ、下が見えないよ！　落ちたらどうなっちゃうの!?」

　階段の端から下を眺めては悲鳴を上げるミオ。制服もトレミア・アカデミーのものだし、口調や性格なんかも一緒。間違いなく本物の彼女だ。

「……ミオさん、どうしてここに」

「あたしもわかんない。気づいたらここにいたの。そしたらネイト君が階段から落ちそうにしてるんだもん。……んー、でもたしか」

　頰に指先をあて、考える素振りでうなずくミオ。

「なんかね、トレミアにいた時に急に眠くなったと思ったんだけど──夢の中で呼ばれた気がして。誰かわからないけど、なんかすごく大事なことがある気がして……」

　夢の中で誰かに呼ばれた？

　それは、どういうことだろう。




　noi venesis孵るべきxin時の中, ilmei Zelah大いなるevhe ele母の旋律がpeqqy共にある




　Lu nedia kyel空白〈みち〉のEgunI世界へ, uc hizその小さなgetie-l-getie小さな素足でxeines wat歩いて行きなさい




「ね……ネイト君、後ろ！」

　突とつ如じよ、ミオが顔を蒼白にして金かな切きり声。

　……まさか！

　振り返ってすぐ、目に映ったのは有翼石像ガーゴイルの石鎗だった。詠よびだした黒煙は時間と共に消え、視力を戻した有翼石像ガーゴイルがすぐ背後まで。

「しまっ…………」

　視界一杯に有翼石像ガーゴイルの石鎗が伸びて──




「はいはーい、よそ見しちゃだめじゃん」




　その石鎗が、対方向から伸びた銀色の鎗に弾かれた。不意の一撃に鎗を落とした名詠生物目がけ、亜あ麻ま色いろの髪の少女が駆ける。

　キンッ──硬い音と銀閃が響き、その瞬間には有翼石像ガーゴイルが動きを止めていた。

「やれやれ、誰かにたたき起こされたと思って来てみれば」

　銀色の煙を上げる名詠生物を前に、いたずらっぽい笑顔で振り返る彼女。

　日焼けした肌にボーイッシュな顔だち。そして何より、自分の背丈より長い銀色の鎗を軽々と操るその姿は。

「お待たせ、ちび君」

「エイダさん!?」

　ミオに続き彼女まで。でも、どうしてここに。

　ミクヴェクスが言うには、誰もがこの世界で眠りに陥っていたはずなのに。

　……まさか。

　今ここに流れてるアマリリスの詠って────
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　そうだ。

　あの時、アマリリスから花の結晶を託された時に告げられたものは。




〝わたしからも餞せん別べつ〟

〝アマリリスわたしの真言〈全ての目覚める子供たち〉──大した力は残っていないけど、眠りについた子を起こすくらいはできるはず〟




　全ての目覚める子供たち。

　眠りについた子を、再び起こすための目覚めの詠。

　……それが意味するものは、つまり。

　再び顔を上げた時──

　目の前に広がる光景に、今まで堪えていたものが一気に噴きだした。

「ほらちび君、泣くなっての」

「……泣いて……なんか、ないです」

　エイダに背を叩たたかれ、ネイトは小さく首を振った。

　頰を何かが伝っていく。目の前が、ゆれる涙のせいでかすんで見えなかった。

　そこには──




「ちょっ……な、ナニよこれ！　ウチらなんでこんなとこいるの！　こらオーマ、腰抜かしてないで説明しなさい」

「ば、ばか言ってんじゃねえよ！　一般庶民の俺おれがわかるわけねえじゃねえか。と、とりあえずだな……よし、とりあえずこの階段歩いてみようぜ」

「いいね、冒険だね！　あ、ネイティだ。おーい、ネイティも一緒においで！」

　あわてふためく男子生徒と、長身黒髪の少女が近づいてくる。

　……サージェスさん、オーマさんまで。

　そしてその後ろには、教室のみんなの姿。

　そう。自分とクルーエルのクラスメイト全員が、立っていた。




　Ea nepiesここはphia eleあなたのnoi heren憩いの, nevaliss場けれど
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「ネイト君、あ、アレあれ！」

　ミオが指さす方向、空中から降りてくる黄色の小竜リントブルム。

　その狙いは自分やミオでなく、その背後、大勢で固まっているクラスメイトへ。

　まずい！

「サージェスさん、オーマさん、離れ──」

　──『Ruguz青の歌』──

　階段の端に輝く青い名詠門チヤネル。

　サージェスたち目がけ降下していた黄色の小竜リントブルムが、階段の端から生まれた氷壁に衝突し、夜色の虚空へと落下していく。

　誰の名詠だろう。

　振り返ったそこには──

「こらオーマ、遊んでないで全員いるか点呼なさい！　クラス委員でしょ！」

　眩まばゆい金髪をゆらす、若葉色のスーツを着た教師が立っていた。

「え、ちょ……ケイト先生、こんな時にっすか？」

「こんな時だからやるんです。サージェス、女子の点呼お願いね」

　ケイト教師が、立っていた。




　さらにケイト教師が立つ背後では──

　赤、青、白。それぞれの名詠色を示すコートをまとった三人の教師の姿があった。

「ゼッセル、控え室に置いてた私のクッキー、食べたのあなたでしょ！」

「ち、ちげえって。俺じゃないっての……」

「噓うそおっしゃい。あの隠し場所知ってるのあなたくらいなんだから！」

「いや、だからさ、腹すかせてたジール名詠学舎の生徒がいてさ。お前、冬場で体重落ちにくいとかぼやいてたじゃん。だからあれくらいやってもいいかなって」

「……まさかとは思うけど、その体重うんぬんまでその子に話してないわよね？」

「………………やべ、急用思いだした！」

　白夜色の階段をひたすら駆け下りる赤色名詠の教師と、

「ぜっせるぅうううう!?　あなた今日という今日は！　ミラー、捕まえるの手伝って！」

　追いかける白色名詠の教師。そして。

「エンネ。……走って、少しは体重落とせるといいな」

　その二人を前に、溜ため息いきを洩らす青色名詠の教師がいた。

　ゼッセル先生、ミラー先生、エンネ先生。

　学園の教師たち。

　──なんでだろう、本当にふしぎ。

　まだ何かしてくれたわけじゃないのに、ただそこにいてくれるだけで心強い。

　かつてあの三人の教師もまた、母と同じ教室で学ぶ級友だったという。それが今、彼らは自分の通う学園の教師として、こんなにも勇気をくれている。

　……本当に、みんなが。
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　ゴッ……ゴゴッ…………

　稲妻が轟とどろくような低い地鳴り。螺旋階段そのものが、何かに怯おびえるように小刻みに震えだした。

「ケイト先生、下！」

　エイダの怒号に教師、そして生徒の誰もが声を失った。

　短距離走ができるほどの幅を持つ螺旋階段。それが糸のように細く見える巨体の怪物が地鳴りと共に上がってきたからだ。

『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。

　不自然なほど鮮やかな五つの首を持つヒドラ。一つの首だけで真精一体分の大きさはあろう、規格外の巨大を誇る名詠生物。

　まさか。

「……あの時のヒドラ」

　全身にのしかかるような重圧に汗が噴きだす。額に浮きでた大粒の滴しずくをぬぐい、ネイトは眼下の怪物を睨にらみつけた。トレミア・アカデミーの競演会コンクールで生まれた五色のヒドラ。それが一歩、また一歩近づくたび、螺旋階段に亀裂が走る。

　そうか。さっきまで階段を崩壊に追いこんでいた元凶は──

「さてどうしよっか。ちび君？」

「…………」

　ヒドラを見据え、言葉に詰まった。

　あの時とまるで同じ怪物だとしたら、今ここでアレを押さえるのは至難。ならば全員でさらに階段の上部へ避難する？　否、この人数でそれは難しい。いずれ追いつかれることは目に見えている。

　……いったいどうしたら。




「やあ少年、なかなか面白いことになってるじゃないか」




　カツッ

　真紅のヒールを床に打ちつけ、白衣をひるがえす女性研究者。

　ケルベルク研究所に残っていたはずの彼女は──

「誰かの詠に呼ばれてきたと思ったら、まさかこんな楽しい空間があるとはな。名詠式の秘密を根底から覆す事実だぞこれは、研究者冥みよう利りに尽きる」

「……サリナルヴァさん？」

「五色の首を持ったヒドラとは珍しい、生け捕りで研究室に直行だな」

　濃緑色の前髪を手で梳すいて、彼女が顎で階段の上部を指し示す。

「急いでるんだろ？　アレは私たちに任せて、さっさと上に行ったらどうだ」

　私……たち？

「そうそう、ああいう派手なのを相手にするの悪くないじゃない。華があって」

　肩にぽんと手が乗せられた。

　振り向くまでもない。背中ごしに聞こえたその声は、あらゆる楽器より澄んだ自然の奇跡のような魔性の響きで──

「キミも、少しだけ大人の顔になったかな？」

　肩先で外向きに跳ねた碧みどり色いろの髪に、女め豹ひようを思わせる大粒の瞳ひとみ。白毛皮のコートを羽は織おった歌后姫オペラセリアが、器用に片目をつむっていた。

「お待たせ、私たちも手伝わせてね。ちょっとは名誉も挽回したいじゃない？」

「……シャンテさん」

　彼女だけではない。シャンテがくすりと肩をすくめる脇わきに、青のインバネスコートを羽織った寡か黙もくな男の後ろ姿まで。

　……ネシリスさん。

　……あんな大けがをしてたはずなのに…………来てくれたんだ。

「あ、あの！　ネシリスさん、僕──」

　ゆっくりと青の大特異点が振り向いた。

「……僕、ネシリスさんにお礼が言いたくて」

「俺は何もしていない。俺が何かする時は、俺のためにする時だけだ」

　その時、ネイトは本当に珍しいものを見た気がした。

　不器用で無骨で、誰より寡黙なその男が、小さく小さく笑ってみせたのだ。

「だからお前も、自分で進め。俺が言いたいのはそれだけだ」

　たった一言。

　けれどその一言は、競闘宮コロセウムの覇者が自分だけに贈ってくれた言葉。

「──はい」

「では、わたくしからも一つだけ。ネイト君？」

　ネシリスの陰からしずしずと出てきた白衣の女性が、控えめな仕し草ぐさで階下を指さす。

「ああいう大人になってはいけませんよ」

〈イ短調〉の女性医ティンカが指さすその先で──




「ほう、あれがお前の苦戦したという怪物か。……ふん、あんなの単なるデカブツじゃろ。あんなのに手を焼くとはお前も焼きが回ったな」

「バカ言え。あの時はちっとばかし腰痛を患っていただけだ」

「ほほぅ、では見せてもらおうか。ちょうどアレの首は五つある。どちらが多く仕留められるか勝負といこう」

「良いだろう、積年の決着を今ここで────」

　祓ジ戈ルを携えるルーファ老。

　隣にはトレミア・アカデミーのゼア学園長。

　そして二人の口論を弱り顔で眺める、祓名民ジルシエの頭領の姿があった。




「生涯を通した喧けん嘩か仲間もいいですが、クルーエルさんとあなたには似合いませんから」

　口元を隠してしっとりと笑う女性医。

「そうそう。私とネシリスみたいな大人の関係になりなさい」

「……シャンテ、腕に抱きつくな。動くのに邪魔だ」

「いいじゃない。ほらネイト君、ここは任せてお行きなさい？」

　意味ありげにこちらへウィンクするシャンテ。

　彼女に小さく会釈し、ネイトは〈イ短調〉の面々に背を向けた。
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「ネイト君、あれ！」

　ミオが指さすのは階段の上部。段差の道を滑るがごとく疾走する銀色の名詠生物。

　その周囲には十二の守護剣。

「……灰色名詠の真精？」

　まずい、今からではアレに対抗できる名詠が……間に合わない！

　超高速で迫る銀色の真精。

　十二からなる大小様々な剣があらゆる角度から迫り──

　──ギンッ！

　美しいとすら感じる反射音。

　飛来する剣のことごとくが、十二からなる銀色の盾に弾かれた。

「すまないネイト、遅れた」

「ネイト君おまたせ」

　ジール名詠学舎の制服を着た銀髪の青年。その後ろに隠れるように佇たたずむのは、同じく制服姿をした葡萄酒色ワインカラーの髪の少女だ。

「レフィスさん、……ヘレンさんまで」

「俺たちだけじゃない」

　そう言ってレフィスが指さす先は十二銀盤の王剣者。今まさに襲ってきた真精が、凍りついたように動きを止めていた。その身体に、十二からなる銀色の剣が刺さっている。

　自らの守護剣ではない。突き刺さった剣の脇に、まったく無傷の真精がもう一体。

　そう、十二銀盤の王剣者は二体いた。

　……信じられない。だってこの真精は灰色名詠。

　そう、ネイトの知るかぎり、この真精を名詠できる人間はわずかに一人。




「しょせんは虚像コピーの真精か。多少は遊べるかと思って来てみれば……くだらん」




　皺しわだらけの旅人装束に身を包んだ名詠士。

　恋人と同時に自らの右腕を失ったその男は、自分に背を向けるように立っていた。

　──背を向けようと見間違えるはずがない。

　その声、佇まい、何よりあの灰色名詠。

　ミシュダル。学園で、ケルベルクで、幾度となく対峙した名詠士。

　……まさか、僕を助けてくれるために？

「何を呆ほうけている？」

　背を向けたまま、かつての敗者は押し殺した声で告げてきた。

「目め障ざわりだ────さっさとどこにでも行くがいいさ」

「……あの、ありがとうございます！」

　返事はない。けれど、どうしても伝えたかった。

　目の前の男に。

　そして、ここに集う全ての人間に。
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　……クルーエルさん、見てますか。

　こんなに、こんなにたくさんの人が集まってくれたんです。

　学園の友達も、先生も、知りあいも──そして、あれだけ憎んでたはずの人も。

　僕と。

　そしてクルーエルさんの力になってくれるために。

「ネイト君、ここで止まってちゃだめなんでしょ？」

　ミオが指さすのは果てなく伸びる螺旋の道の、さらに先だった。

「あと少しだってあたしも思う。だから頑張って！」

　今ならわかる。

　ミクヴェクスの眠りを打ち破るきっかけはアマリリスの詠。だけど本当に大事なものは、きっとクルーエルが積み重ねてきた絆きずなそのもの。

　ここにいる人たちは、自分の意志でここに来てくれた。

　アマリリスの詠の呼びかけに応えて来てくれた。

　何か特別なことをするためじゃない。

　──たった一人の女の子を助けるために。

「ミクヴェクス、どこかで見てるんでしょ」

　胸に手をあて、ネイトは小さく呟つぶやいた。

「これが、クルーエルさんが生きてきた証あかしなんだよ」

　残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトという存在では決して生まれなかった証。

　ここに集う全ての人間が、彼女が人として繫つないできた絆そのもの。

　だから。

「僕は、僕の信じるクルーエルさんを詠を紡ぎにいく助けだすよ」

　そう。全ての──




　──全ての夜明けを夢見る子供たちと共に。
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　走って、走って、走り続け──

　にわかに、ネイトは顔をあげた。

　……螺旋の階段の終わりが近い。

　名詠生物の襲撃がぷつりと途切れたことが理由？　否、そう感じさせたのは、上部から微風にさらわれてきた幽かすかな音色。

　……なんだろう、すごく懐かしい。

　子守歌のような、風のざわめきにも似た郷愁が溶けこんだ旋律だ。

　音の始まる場所が近い。

　だから、この円えい環えんを象徴する階段も終わりが近い。

　──きっと待ってくれている。

　そしてそこには、自分を待っている者が二人いるはずだった。

　アマリリスの詠に応え集った者たち。自分とクルーエルが出会ってきた全ての人たちがここにいるというのなら、きっとあと二人。




　……一番大事な二人が残ってるから。




　こくんと喉を鳴らし、ネイトは自分の進むべき道を見つめた。

　待たせちゃいけない。

　一分でも一秒でも早く。それが、あの二人への感謝の気持ちと信じて。

　走って、走って、走り続け──

　どれだけ走り続けたことだろう。

　見上げる先で、螺旋状の道が途切れていた。

　扇状に幅を広げていく道。

　ぽっかりと途切れた階段の最上部に、二人分の影が伸びていた。

　透きとおった夜色の世界の中、星明かりを浴びて佇む二人。

　──今までたくさんの人と会ってきた。

　──でもきっと、僕とクルーエルさんにとっても、この二人こそが。

　白夜色の道。

　その終端に佇むのは一人の男性、そして一人の少女だった。

　ゆっくりと、向かって右側に立つ男性が振り向いた。

　仕草に合わせてゆれる枯れ草色のコート。

「やあ、大変だったみたいだね」

　おどけた口調ではにかむ彼。

　金とも茶ともつかない髪が静かにゆれる。

「……やっぱり、待っていてくれたんですね」

　段上の男性を見上げ、ネイトもまたはにかんだ。




　虹にじ色いろ名詠士、カインツ・アーウィンケルが立っていた。




「ありがとうございます」

「礼を言われるほどじゃない。どうせボクも彼女と話があったからね」

　彼が見つめるその先に──

　濡れ羽色の髪をした少女。見知らぬ制服を着ているが、その服からもほっそりとした体つきが容易に見てとれた。折れそうなほどか細い手足。

　なのにふしぎと、その背中は見ている者に強い意志を感じさせる。

　……僕は、この人を知っている。

　少女は語らない。頑かたくなに背を向けているばかり。

「……母さん……ですよね……」

　言葉が出てこない。

「……あの、僕……本当は母さんにたくさん言いたかったことがあるんです。でも──」

　詰まりそうになる言葉を、必死で口にした。

　今しか伝える時間が残ってないのだから。

「僕、行かなくちゃいけないから。クルーエルさんを助けに行かなくちゃいけないから」




「──大きくなったのね」




　自分の記憶にある母親の姿でなくても、その声は、紛れもない母のものだった。

「もう、わたしが教えられることは何もないかな」

　振り向かないけれど伝わってくる。

　少しだけ嬉うれしそうに。

　少しだけ悲しそうに、母は言った。

「……そんなこと」

「アーマがね、嬉しそうに言ってたわ。本当に逞たくましくなったって」

　アーマがそんなことを？

「僕……アーマに褒められたことってほとんど覚えてない」

「そういうものよ」

　くすりと、背中ごしに伝わる小さな笑み。

　母が片手を頭上へ掲げる。




　──Ris siaあなたのSophia翼を, U Sez luわたしdia rissに委Ec qhaonねて──




　不意に、羽織る夜明け色の外套ローブが大きくゆれた。

　木枯らしを思わせる突風が吹き荒れ、カインツのコートと母の黒髪を巻き上げる。

「この子がね、あなたを連れて行く役は自分がやるってきかないの」

　濡れ羽色の少女の頭上、夜そのものを具現化した名詠生物が飛んでいた。

　何よりも大きく雄お々おしく、尊大で優雅。

　夜色名詠を象徴する竜が、逆巻く風を従えて着地する。

「……アーマ？」

『早く乗れ。小娘が待っている』

　普段と変わらない尊大な物言い。

　けれどその口調は、どこか照れたように小さく弾んでいた。
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「……行っちゃったね。いいのかい」

　夜色の少年を乗せた竜が小さくなる姿を見送り、カインツは隣の少女に振り向いた。

「本当はもっとかけたい言葉もあったんだろ？」

「冗談。この姿で親らしくふるまえって言うの」

　踵かかとを床につけたまま、つま先だけをくるりと回転。素朴なスカートをふわりと浮かばせ、ほっそりとした少女が振り返る。

「こんな姿であの子に会えないもん。だから、あれでよかった。わたしにとってもあの子にとってもね」

　イブマリー。

　それはカインツが最後に見た、エルファンドで別れる直前の姿だった。

　……君の頰が赤くなってるのは、言わない方がいいんだろうな。

「何？　その笑い」

「なんでもないさ」

　口元の苦笑を隠そうともせず、カインツは首を横にふってごまかした。

「君も大変だね。彼の前では親として、ボクの前ではボクの知る君として」

「女ってそういうものよ。男にはわからないでしょうけど」

　艶つややかな色合いをみせる黒髪を手で梳いて、彼女が意味深に笑ってみせる。

「ところで、この先ってどうなると思う？　あの子がクルーエルさんを助けられたとして。その後に」

「まるで何かが起きるような言い方だね」

「逆よ。場合によっては……逆に、何も起きなくなるかもしれない。名詠式そのものが本当に消えてしまうかもしれない。残ったとしても、今のものとはまるで別のものになるかもしれない」

　淡々と、けれど彼女の言葉は小さく小さくふるえていた。

「〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉からクルーエルさんを解き放った時、調律者に起きる影響はわたしたちの計算や予想の及ぶものじゃない。たとえば五色の名詠、それに夜色名詠も、使えなくなるかもしれない。──言ってること、わかる？」

　イブマリーとこうして会話を重ねられること。

　それが、この場この時で最後かもしれない。

「……そうだね。だけどその時は」

「その時は？」

　試すような言い方で、彼女は微笑ほほえんでいた。

　とびっきりの謎なぞかけに、とびっきりの回答を待つ子供のように。

　──そう。彼女は何も、これが最後の別れだと言っているのではない。

　彼女が本当に求めている答えは。

「必ず会いに行くよ。たとえ今ある扉がなくなったとしても」

　新しい約束があればいい。

　あの日あの時、学園でかわした時と同じように。

「あら。それはどうやってかしら」

「さあ、でも何とかできると思う。そんな気がするから」

　次の瞬間。

　口元に手をあてていた彼女が、堪えきれない様子で噴きだした。

「ばか……でも、あなたらしいわ。何も考えてないのにその自信。前から何一つ変わってないのね」

「でも、だからいいんだろ？」

「ええ。本当に」

　か細い指で自らまぶたを彼女がはらう。

　嬉し涙をぬぐうように。

「むしろ難しい方がいいじゃない。会えた時の感動が盛り上がる」

「そうね。誰かさんの名詠は、不可能を否定するための名詠だものね」

　目元をぬぐっていた指先を離したその後に。

　イブマリーの視線は、夜色の竜が飛び立った先をじっと見据えていた。

「あとは──」

「うん、ボクらはここで見守るだけだろうね」

　突風にコートをさらした姿で、カインツもまたその方向をじっと見つめた。




　──見守ろう。

　──かつて同じ想いを抱いだいた大人として、今、同じ想いを追いかける子供たちを。
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「…………」

　夜色の竜の背に摑まる腕に、ネイトはじっと力をこめた。

『どうした』

「──なんでもないよ」

　本当は、嬉しかった。

　もう一度アーマに会えて。もう二度と会えないんじゃないかって思ってた。

　同時に、心の底から勇気づけられた。

　これほどたくさんの応援に支えられているのだと。

「アーマ、ありがとう」

『なんだ急に』

「ううん……でも言いたかったの」

　今までずっと一緒にいて、言いそびれていた言葉。

　だから言っておきたかった。

　ここから先を、最後まで見届けてもらうために。

『そうだな、これで最後だ』

　アーマが首をあげた先、夜色に透ける空間のはるか向こう──




　白夜色の光を放射する、卵の形状をした結晶が虚空に静止していた。




　完全なる原型。

　完全なるミクヴァ鱗りん片ぺん。

　競闘宮コロセウムで見た時よりさらに大きい。あの時は乳白色だったものが、今は〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉と同様の白夜色へと、少しずつ色が移り変わっている。

　はるか彼方から眺めるそれは、まるで巨大な卵だった。

　白夜色の螺旋階段も、下を支える床もない。

　ただただ虚空に浮遊──否、静止していた。流れる時すら止まっているかのように。

　そう。

　自ら光を放つ触媒カタリストの完成形であり、

　内部に眠る子を守り続ける卵であり、

　残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトとして、永遠に彼女を縛り続ける鎖であるもの。

　──クルーエルさんが囚とらわれている場所。

「アーマ、急いで」

　竜が一際大きく翼を羽ばたかせた。

　加速。目を開けるのも辛い風圧にまぶたが痛い。夜明け色の外套ローブが大きく波打ち、あわやその背中から吹き飛ばされそうになる。

　気づいた時には、竜と自分は、虚空に静止する結晶のさらなる上空に浮かんでいた。




「……クルーエルさんっ！」




　喉が嗄れて血の味がするほどに、叫ぶ。

　声が音の波となって夜色の空間を渡り、たしかにミクヴァ鱗片の殻に触れる。

　だけど、それきりだった。

　内部に囚われているはずの彼女から返事はない。

『小娘もまた眠っているのさ。お前が先に出会ってきた者たちと同様にな』

　けれどたった一つ違いがある。

　今の彼女にはアマリリスの詠さえ届かない。

『いま小娘が見ている夢は、ひどく孤独な夢だ。自分以外誰も現れない、自分一人がいるだけの寂しい夢。──今まで、それを起こそうとした者はいなかった』

　だからこそアマリリスは探していた。

　自分のかわりに、クルーエルを起こすことができる者を。

『お前が起こしてやれ』

　無言で、ネイトは真下を見据えた。

　竜の背から眺める眼下。はるか先に見える白夜色の卵寂しいゆりかご。囚われの檻おり。

　……クルーエルさん。

　しずくを模した透明な結晶を握りしめた。激痛の走る右手、握った感触すら定かでないくらい痛いけれど、手の平に握った結晶の温かみだけは伝わってきた。

　アマリリスから託された、クルーエルの人としての心の証明。

　……見てくれてますか。

　……たくさんの人が、僕たちが帰るのを待ってます。

　だから────
















　──一緒に、帰りましょう。みんなが待ってる場所に。







　竜の背を蹴けってネイトは飛んだ。

　身体が浮かび、外套ローブが踊るようにたなびいた。




　眼下に映るは輝きの触媒カタリスト。

　白夜色の結晶に向かって落下していく。轟とうなる風音が耳元で騒ぎ、落下の風圧が締めつけるように身体を叩く。

　ゆらめく極光オーロラと星光。周囲の視界が流れるように移り変わっていくなかで、点のように小さかったミクヴァ鱗片との距離が縮まっていく。

　はるか眼下では点でしかなかったものが、徐々に大きさを増していく。

　点ほどの大きさだったものがまたたく間に肥大化し、視界を埋めていく。

　と同時に、クルーエルとの隔たれた距離が縮まっていく感覚がたしかにあった。

「……あと少し」

　すぐそこに、手を伸ばした先にミクヴァ鱗片の外殻があった。……手を伸ばせば、閉じこめられたクルーエルさんに手が届く──

　その距離に到達した瞬間。




　ミクヴァ鱗片から光の奔流が湧わき上がり、障壁のごとく立ち塞ふさがった。




「──あの時の」

　決闘舞台で見た、ミクヴァ鱗片の拒絶反応。

　優しい輝きながら茨いばらのように鋭く突き刺さり、淡い色ながら超高熱を有した光。決闘舞台であの光から受けた傷は癒いえるどころか、まだ両手に激しい痛みとして残ってる。

　直視すればその場で視力を失うであろう極限の光域。

　まぶたを閉じてすら眩まぶしさに気が遠くなるほどの光、光、光。

　……違う、これはもう光じゃない。

　……もっと別の、光のその先にある何かなんだ。

　あの時、決闘舞台ではどうしても超えることのできなかった光の障壁。

　もはや何色かもわからない輝きを正面から浴び、それだけで意識が遠く────

「でも。歩ける」

　大いなる輝きの中、ネイトは両目を見開いた。

　──歩ける。

　脳が眩しさを感じるよりも前に、一歩、足を前へと踏みだす。

　それに応じるかたちで光が強さを増し、障壁がさらに強固なものとなる。

　けれど、今は進めた。

　一歩、また一歩。彼女が囚われた白夜色の檻に向かって進むことができた。

　卵形の結晶が、焦るように光を強める。浴びるだけで気を失う輝きが津波のごとく押し寄せ、その場の空間ごと押し流す勢いで夜色の世界を薙ぎ払う。

　けれど、その光が過ぎ去った後にもなお──

　ネイトはその場に立っていた。まぶたを閉じることもなく。ただ彼女がいる場所だけを見据えていた。

「……もう、そんな悲しい光には負けない」

　語りかけるように告げる。

　──そう。今はどんなに眩しくたって、どんなに暗くたって迷わない。

　夜シヤオの世界。どんな夜の道だって歩いていける。

「クルーエルさん──」

　しずくを握ったまま、右手をわずかに振り上げる。




〝わたし、キミのこと大好きみたい。どうしようもないくらい大好きみたい〟




「僕、あの時応えられなくてごめんなさい」

　嬉しかったのと、突然だったのと、思いもよらなかったのと。

　全部が切り離せないくらい絡からまって、言葉にならなかった。

「でも、今は、応えられます」




〝あはっ、ごめんねいきなり。……わたしずるいよね、キミの気持ちなんかまるっきり無視でこんな恥ずかしい告白しちゃって。でも、どうしても言いたかったの。もしこの瞬間、世界中の誰を選べるとしても、わたしはキミに言いたいの〟







　クルーエルさん……僕は────










　時同じくして──




　ミオが、祈るように両手を組んだ。

　それを見たエイダが、励ますように鎗を掲げた。

　レフィスが続けて右手を振り上げ、ヘレンがその後に従った。

　シャンテが祝うように歌い、ネシリスが鼓舞するようにコートをはためかせた。

　クラスメイトが、教師が、〈イ短調〉が、願うように胸に手をあてた。

　枯れ草色の名詠士と夜色の少女が、見守るように頭上を仰いだ。




　その場の誰もが、


ただ一つのことを願い、




ただ一つのことのために心を重ねた。






　そう。心はここにある。

　そしてその全てを代表して──







「僕も、クルーエルさんのこと大好きです」




　ネイトは微笑んだ。

　とびきりの笑顔で彼女を迎えるために。







　かつてケルベルクでも同じことを伝えたことがある。

　けれど、眠る彼女を前に唇を重ねた時は泣くことしかできなかった。

　今──

　ネイトは微笑むことができた。

　それが彼女のための、愛のかたちであると信じているから。




　振り上げた拳を、ミクヴァ鱗片目がけて振り下ろした。

　白夜色の殻を拳が叩く。




　……リッッ……ッッィィィッィッ……ッッ……ンッッ……




　鮮やかな、金属の鳴音とも打楽器とも違うふしぎな音色。

　懐かしい音、広がっていく。

　遠くへ、はるか遠くへ。

　そしてその音色が、小さく小さくなって消えたその後に。




　何かが、音を立ててひび割れた。
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　暗い、光の一筋すら差さない空間に少女はいた。

　冷たくも温かくもない、停滞した時の中。よどんだ水の中に浮かんでいた。

　……わたしは……

　…………わたしは……だれだっけ…………

　返事をどれだけ求めても応えは返ってこない。

　手を伸ばしても何も摑めない。手を握り返してくれる者もいない。

　そんな限りなく透うすく引き伸ばされた『寂しい』という感情だけが、かろうじて自我と呼べるものだった。

　……わたしの……なまえ……どこにわすれてきちゃったんだろう……

　…………わたしのこころ……どこに……おいてきちゃったんだろう……

　不安定に漂いながら、身体を丸め、膝を両手で抱きかかえる。

　膝にあたまをつけ、分断された思考の欠片で必死に思いだしたものは──

　……ネイ……ト…………

　…………ネイト？……それがわたしの、なまえ……だっけ？…………

　……ちがうきがする……

　…………でも、それは…………たいせつな……なまえ…………

　声が出せない。音というものを忘れてしまったから。

　音を忘れ、自分の名すら忘れ、それでもたった一つ覚えていた名前。

　だから少女は、彼の名を心の中で必死に繰り返した。

　……ネイト…………

　…………どこに……いるの…………

　……だけど……

　……ああっ……っ…………もう…………

　かすかに残っている感情の欠片。

　それすら昏くらい空間に溶け、消えていくのがわかる。

　…………やめて…………

　……おねがい、これだけは…………

　たった一つ覚えてる名前を守りたくて、自らの胸と肩を抱きしめる。

　何もかも忘れて思いだせないけれど。

　これだけは忘れやしない。忘れたくない。

　だって、だって、最後まで覚えてた名前だよ。一番大事な名前のはずだもの。

　だからこの名前の人は──

　きっとわたしの、わたしの────一番大切な────




「姉さん」




　ふっと、視界に紅が走った。

　温かい緋色の灯ともし火びが昏い世界をくまなく照らし、その先に少女の姿が浮かぶ。

　緋色の花が踊る祝宴のなか、歩いてくる少女がいた。

　身体にまとう衣服のかわりに、鮮やかな緋色の長髪が、まるでそれ自身が最上の天衣であるかのように、身体の各所を優しく覆っていた。

　……あ、あれ…………

　……あたまが…………

　脳が揺れるような感覚に嘔おう吐と感すらわきおこる。

　頭が痛い。

　でも、なぜだろう。何かが、頭の中で何かを……思いだしそうな。

　それにわたしを姉さんと呼ぶこの子は──

「わたしのことはいいの。わたしは、姉さんに伝えたいことを伝えに来ただけだから」

　少女が微笑み、両手を広げる。

　小鳥が、自分の翼を精一杯広げるように。

「あのね、彼が約束を守ってくれたの」

　──彼？

　彼って誰だろう。

「あら、それは姉さんが一番よく知ってるはずよ」

　胸がちくりと痛んだ。

　何かが突き刺さる痛みじゃない。

　まるで、何かが胸の奥で生まれる痛み。




　ッ……ピシッ…………ィィッッ…………




　昏い空間に光の筋が走り、そこから空間が割れていく。

　光の線でしかなかったものが徐々に広がる。何もなかったはずの虚空に、いつしか真円に近い光の傷痕が生まれていた。

　──いいえ。目の前のそれは傷痕でなく、まるで光の扉のようで。

「さ、姉さん立ちあがって」

　……立ちあがる？

　……それはなんのために。

「この扉へは、姉さんが自分の意志で歩かなくちゃいけないの。自分の気持ちで歩くことを決意してほしいの」

　……でも

　……ここは昏いけど、温かいよ。

　……あの扉の先は……わたしにはまぶしすぎるよ。

「まぶしいと感じるのはここが昏すぎるからよ。さあ目を開けて」

　……だって。

　……それに、あの先が寒かったら、いやだよ。

「そうね。きっとあの扉の先はここより寒いことでしょう」

　……そんなのいやだよ。

　……寒い場所になんか行きたくないもん。

「でもね。あの扉の先には、姉さんを抱きしめて温めてくれる人が待ってるわ」

　…………

　…………わたしを……抱きしめて……？

「ええ。それもとっておきの笑顔でね」

　緋色の少女に手を取られ、よろよろと立ちあがった。

　おぼつかない足取りを支えられ、少しずつ扉の方へ歩いていく。

　ふらふらと、時に体勢を崩しながら、時に立ち止まりそうになりながら。

　それでも光の扉のすぐ前まで来て──

　ふと、振り返る。

　緋色の髪の少女は、自分よりだいぶ後ろに立っていた。

　……あれ。

　……あなたは、行かないの。

「わたしはここで姉さんを見届けるのが役目だもの。ここから先、姉さんを幸せにするのは彼だけの特権」

　ふしぎな言葉だった。

　彼。彼とは本当に誰だろう。

「その扉をくぐれば思いだすわ…………じゃあね、姉さん」

　促されるままに扉に手をふれる。

　冷たい風が髪をゆらす。けれど決して不快な風じゃない。

　……これなら、行ってみてもいいかな。

　小さな勇気を抱いて輝きの境界へ。

　身体が門をくぐりぬけた、その瞬間──




　……そうだ、わたしの名前は。

　……わたしは。




　全てを思いだした。




「──────アマリリスっ！」




　扉から振り返ったそこに、先と同じ姿の少女が……

　自分とまったく同じ姿をした妹が立っていた。

「……うれしい。わたしの名前も思いだしてくれたんだ」

　微笑をうかべ目をつむるアマリリス。

「だめ、なんでそんなところに立ってるの！　あなただって一緒に──」

　声のかぎりクルーエルは叫んだ。

　はじめてだった。こんなに必死に、怒りを感じるくらいのもどかしさは。

「早く、扉が──」

　光の扉が狭まっていく。

　なのに目の前の少女はゆっくりと首を横にふって。

「わたしは……姉さんと一緒には行けないわ。わたしは人じゃないもの」

「そんなっ！　そんなの関係ないよ、わたし、あなたに──」

　誰より永く自分を守っていてくれていた。

　誰より近い位置で自分のことを案じてくれていた。

　なのにわたしは、そんな妹に何もしてやれてない。そんなの絶対いやだ。

「わたしは姉さんが幸せになってくれるならそれでいい」

「いやっ！　そんなの絶対いや！」

　光の扉から戻ろうと手を伸ばす。

　それがかなわぬことと知りながら、歯を食いしばってアマリリスへと手を伸ばす。

「……いや……だよ…………絶対、絶対っ…………」

　お願い、何かないの。

　人として生きることを選んだわたしが、別の世界に存在する妹にしてあげられること。

　たった一つでいい。

　姉妹として、姉としてせめて何か一つ。

「それじゃあ一つだけお願いしていいかしら」

「なに？　なんでも言って！」

「…………詠が聴きたいの」

　一瞬恥ずかしそうに口ごもったものの、アマリリスは自分の胸に手をあてて。

「Sophitソフイト・eleエル・Endeエンデ」

　セラフェノ音語からなる小さなフレーズ。

　訳すならば、さしずめ『心はここに、そして──』。

「始まりの詠よ。夜明けの真言とでも言うべきかしら。まだ誰も聴いたことのない詞と旋律。それを聴きたいの」

　妹がはじめて自分に言ってくれた「お願い」だ。

　何でもしてやりたい。どんなことでも聞いてやりたい。だけど──

「……ごめんなさい。わたし、その詠を知らないの」

　歌詞も旋律も。

　詠の名前すら初めて聞いたばかりだ。

「知らなくて当たり前。だってこれは、今から姉さんが紡ぐ詠だもん」

「わたしが？」

「うん。姉さんと、あと彼。二人でね」

　アマリリスが片目をつむる。

「どんな遠い場所に離れてたって届くものがあるわ。そうでしょ？」

　そういえば、初めてかもしれない。

　いつも悲しそうな表情のアマリリスが、自分の前で微笑んでくれたのは。

　見せかけの笑顔じゃない。だから──

「──う、うんっ！」

　力いっぱいうなずいた。

「ぜったい、絶対だよ。わたし……頑張るから！」

「ええ。それじゃあね、姉さん。いつかどこかで、また──」

　控えめに、どこか気恥ずかしそうに手を振る緋色の少女。

　そんな妹に伝わるように、クルーエルもまた手を振った。

　目の端にたまったしずく。

　手を振った拍子に、頰を伝って流れていった。

　そして光の扉は消えて──




　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




　シッ…………ピシリッ…………ィ……ッ…………




　白夜色の殻に亀裂が生まれ、その傷から殻が少しずつ割れていく。卵を思わせる形状の結晶から一枚、二枚、小さな破片が剝がれ落ちていく。

　砕けた無数の破片が宙に浮遊する中央に。

　ゆりかごで眠る赤子のように、ほっそりとした身体を丸めて眠る少女がいた。

　鮮やかな緋色の髪をした少女。

　彼女を抱え、ネイトは夜色の竜の背に降り立った。

　──声をかけてやれ。

　アーマの視線に促され、じっと彼女の顔を見つめる。

　……なんだろう。もう何年も会ってないような、そんな懐かしい感覚だ。

「おかえりなさい、クルーエルさん」

　顔にかかった前髪をそっとのけ、どれだけ彼女を見つめていただろう。

　やがて、彼女がかすかに身体をふるわせた。

　そしてゆっくり……ゆっくり目を開けて……




「…………ネイ……ト？」




　──ぼくの名前。

　──クルーエルさんが？

　その瞬間、頭の中が真っ白になって、

　気づいた時にはネイトは彼女をぎゅっと抱きしめていた。

「クルーエルさん！……良かった、僕のこと覚えてくれてたんですね！」

「ちょっ……ちょっとネイト……あの、すこし……苦しいな？」

「──え……」

　何やら苦しそうな彼女の声。

　そういえば、嬉しさのあまり思いっきり力をこめて抱きしめてる気がする。

「……女の子を抱きしめる時は、もう少し優しくね」

「あっ……ご、ごめんなさい」

　慌てて手を離し、ネイトはクルーエルから跳び下がった。

　と──

「たとえばこんな感じだよ？」

　ふわりと、緋色の髪が顔をくすぐった。

　跳び退のいた自分のかわり、今度は彼女から抱きしめられた。そう気づいたのは、彼女の顔が目の前にあったからだ。

　たしかな温かみと、腕に抱かれているというふしぎな安心感。

　それは今まで感じたことのないくらい、本当に優しい抱ほう擁ようだった。




　……ネイト、ありがとう。わたし…………

[image: ]




「……クルーエルさん？」

「………………信じてた……けど…………すごく、怖かった…………」

　顔をこちらの肩に押しつけて、彼女がぎゅっと力をこめる。

　彼女の声に小さな嗚咽。

「──はい」

　だから、ネイトも彼女の肩をぎゅっと抱きしめた。

　本当に細い肩。冷たくふるえている肩を、せめて自分の想いが伝わるように。

「だいじょうぶです。もう二度と、クルーエルさんを怖い目には遭わせませんから」

「……うん」

　彼女を抱きしめる手を離し、自分の羽織る外套ローブを彼女の肩へ。

『小娘、ネイトも。やるべきことが残っているのだろう？』

　宙に旋回を続けたまま、竜が顔を向けてくる。

　やらなければならないこと。

　そう、ここまで自分たちを導いてくれた全ての人が待っていること。

「──そうだね。クルーエルさん」

「うん」

　すっ、とクルーエルが立ちあがる。




〝そう、それは本来ならば夜色イブマリーと虹色カインツが見出すはずだった、夜色と虹色が合わさって初めて生まれる夜明け色の輝き──〟

〝かつての子供たちイブマリーとカインツが描いた夢の軌跡を、今の子供たちあなたとクルーエルが受け継がなければならないの〟




　……アマリリスとの約束だから。

『今さらできないなどとは言うまいな？』

「言わないよ」

　茶ちや化かす口ぶりのアーマにネイトは苦笑で返した。

「だって、これはみんなに対するお礼でもあるんだから」

「わたしも……妹に届くように頑張るね」

　少しだけ照れくさそうにクルーエルがうなずく。

　初めてだった。彼女がアマリリスのことを妹と呼んだのは。

　──よかったね、きっと今のも聴こえてたでしょ。

　はるか遠い場所にいるアマリリスに向け、ネイトは心の内だけで語りかけた。

『眠ったままの者を起こしてやれ、全ての人間に聞こえるようにな』

「うん」

　クルーエルに目配せし、互いに背中合わせに寄りそった。

　かすかに感じる互いの鼓動と体温。

　ただそれだけで伝わってくる。開始はじまりの合図は必要はないと。

　心を静め、そして──




　En Sew lu始まりの歌をcornis clarあなたと結ぶ

　──Dea夜明けのNeightis鐘をsheon鳴らしrien-c-soaましよう




　ネイトは、


クルーエルは、




二人だけの詠を紡いだ。






　それは遠く遠く、はるかに離れた全ての者のもとへ──
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　白夜色に輝く螺旋階段の、中程の階層で。

「……あれ」

　最初に、その旋律に気づいたのはミオだった。

　始まりは静か。風鳴りとも錯覚してしまうほど静かな奏で。

　けれど聞こえてくる。少しずつ大きく、少しずつ胸に響くその音色が。




　ves shelaそれはyuma noi大いなるilmei lishe愛しみの, Uhw kis内に優しさをtinny lef願う想いとsophit tes約束のriris物語

　──ris夢見るneoles io吐息、, ris steric千々なるgetie-l-lement小さなIveia欠片の, Ee nes黄昏たちよ




　Deris bieそれはtinny kis世界をgetie-l-clue灯す小さなshante緋色の煌めきhaul Iだから

　──Deris bieそれは世界をeche kis濡らすmehゆらめくwarbis-l-xeoi夜の口づけymy sink Iだから




　詠の音色は変わらない。

　なのに少しずつ音が大きくなっているように感じるのは、まさか──

　……しゃん…………しゃん…………

　螺旋階段から聞こえる旋律が、その詠に合わせて踊るように。

　ううん、それだけじゃない。

　この夜色の世界そのものが、聞こえてくる詠を反響させては増幅していた。

　まるで一緒に歌っているように。

　懐かしくもあり新しくもあり、聴くほどに胸を温かく満たすその音色。

　それにこの声、優しく聞き覚えのある歌声は──




　Ris sia願わくばsophia全ての, De elmei色よ、Ies今こそ, miqvy yehle少女の涙とriss missis結べzarabelいつまでも

　──Ris sia願わくばsophia全ての, De elmei音よ、lue今こそ, miqvy haul傷ついたarsic valen祈りを灯せmis-laどこまでも




　Ris sia願わくばsophia夜明けの, De Nightis歌よ、nett全ての音色を, co ekmai息吹けとlue la-lanこしえに

　──hiz clarその歌は、yum leya全てのKyel elmei夢見るneoles子供たちへpheno届くでしようnoi-roo-xinいつの日か




　わかった瞬間、胸に何かがこみあげてきた。

「クルルっ！　みんな────これクルルとネイト君の声だよ！」

　周りのクラスメイト、教師、その場の全員に向かってミオは声を張り上げた。

　力いっぱい。

　踊るように、目に涙をためて、喜びの声を力のかぎり張り上げた。

　二人の奏でるこれは、いったい何色の詠なのだろう。

　ネイトの夜色名詠に欠けていた優しさがあり、クルーエルの名詠にはなかった切なさと深さを持つ音色。

　それはまるで、黄昏たそがれから夜へ、夜を越えて夜明けへ向かう喜びで──

「──そっか」

　目の端の涙をぬぐう。

　ぬぐってもぬぐっても、後から後からしずくがあふれて止まらない。

　良かった。本当に、本当に良かった。

　……クルル。

　……ネイト君、頑張ったんだね。




　meh getie一つのlishe小さな愛、, meh elfa一つの懐かしきevhe旋律が, Ahw edel透きとおつたnoi xearc空へruy linsyそつと沁みて

　──riris ele約束は. meh ole tesここにvalenある。, ende elmei一つの夢とcorn一つの祈り、mille noi一つの始まりがhiz Ulsそこから生まれ




「あれ、この声……」

　隣にいる黒髪の少女へ、オーマはその肩をツンツンとつついた。

「ちょっとー……オーマ！　なにすんのよ、いま点呼で忙しいのに！」

「ああ、わりぃわりぃ。でもよ──」

　口を尖とがらすサージェスに、オーマは頭上を指さした。

「なんか聞き覚えのある声だなって思ってさ」

「ん？」

　我に返ったサージェスは口を閉じ、耳を澄ますように顔をあげた。




　Seraだからこそ、, clar yehle歌はわたしたちをRio結び

　──Seraだからこそ、, nefit Ezあなたがzsary noiどこでvi-phia泣こうとも




　Seraその歌だけが, van bieわたしたちのclar望みでd-l-ele phaありつづけてSec lihitいるのです

　──Seraあの日の, De Sez ris庭へ、tis noe誰より先にUls ria Ec迎えに行きます




「お。これネイティとクルーエルじゃん。……まったく心配かけて」

　腰に手をあて、サージェスは深々と息をついた。

　──本当に、トモダチに心配かけさせる友人を持つと苦労する。

　ふと、自分たちのすぐ後ろでは。

「みんな────これクルルとネイト君の声だよ！」

　いち早くこの詠に気づいたミオが、自分のことのように嬉しそうに飛び跳ねていた。

「ミオってば。あーあ、あんなに飛び回っちゃって」

　子供のように走り回るミオを眺め、サージェスは思わず噴きだした。

　……でもこれで、またみんなで馬鹿騒ぎができるに違いない。このふしぎな世界のどこにいるかわからないけど、二人ともきっと元気だ。心配いらない。

　だって。この詠は──

　涙が出そうになるくらい切ないのに、

　だけど心がふるえるくらい優しくて、

　初めて聴いた旋律なのに、

　ずっと前から知ってるような懐かしさにあふれてる。

　こんなすごい詠を紡げるんだもの。二人ともきっと心配いらない。

　……伝わってきた。それだけわかれば十分だ。

「だから、早く帰ってきなさいよ」

　まぶたを閉じ、サージェスは小さく微笑んだ。




　Oo/ Deああ、leide lef色とりどりのtih Ies花よわたしに, nemne Sesあなたの鈴をEc pelあたえて

　──Deaほら小さな, xiss yuほら小さな夜のxixic lefささやきに、getie xeo耳を傾けて




　その音色は終わらない。

　輝く極光オーロラや星明かりと共に世界を巡り、夜色の大気に深々と沁みていく。




　ミオたちクラスメイトの列の最後尾で──

　祓ジ戈ルを手に構えた姿勢のまま、エイダはその旋律を聴いていた。

〈讃来歌オラトリオ〉の合奏？

　どこから聞こえてくるのか。いったいどんな名詠式なのか。そんな疑問は全て──誰が詠っているかを悟った瞬間に泡と消えた。

「……そっか、ちび君やったか」

　転入して初めて会った時の彼。

　まだあどけなく、頼りなかった頃の少年が。

　──クルーエル、あんた大したもんだよ。奥手なわりに、オトコを選ぶ目は抜群だったんだから。

　苦笑を押し殺し、螺旋階段の端から眼下をのぞく。そこには顔なじみである〈イ短調〉たちの姿があった。どうやら下も落ちついたらしい。

「さて、とりあえずあたしは休憩っと」

　コツッ。構えていた鎗を床につけ、エイダは螺旋階段の脇に腰を下ろした。

「……なあアルヴィル」

　あの男もまた、この世界のどこかにいるのだろう。

「この詠を聴けばわかるだろ。ちび君がシャオに負けなかった理由」




　steras yahe数多の言葉、, steris evhe数多の旋律がyum yulisわたしの内からfel Sec消えていくnuelでしよう、, nevalissけれど

　──De yehle果てなきio riss音色とmissis lue吐息を, Ye-gilim抱いてelmei全てのsteric砕けたmihas絆を, ende結び




「……まったく、いい年した大人なのに嫉しつ妬としそう」

　苦笑の笑みを隠すつもりでシャンテは首を振った。右手に持っていた翡ひ翠すいのブローチはコートのポケットへ。

　肺の中に溜たまっていた空気を吐いて、深呼吸。

　そのすぐ眼前──

　螺旋階段そのものを揺るがし襲ってきた五色のヒドラが、動きを止めていた。

　その五本の頭部、十の瞳から激げつ昂こうの色が消えていく。

「こんな獰どう猛もうな怪物も詠で静められるものなのね」

　ふしぎな詠だ。

　涼やかなのに心を熱くし、それでいて心の昂ぶりを静めてくれる。

　抱きしめたいほどに愛しく優しい──

　初めて聞いた音色のはずなのに、聴いていて涙が出そうになる。そういえば、音楽を聴いて最後に涙を流したのは、もうどれだけ前のことだろう。

　……まったく。競闘宮コロセウムでの一件以来、立て続けにとんでもないことばかりじゃない。

　後ろ頭を搔かこうとして、ふとシャンテはその手をとめた。

　……でも、まあ。

　……これだから名詠式は面白いんだけどね？

「出番を取られて残念だったわね、ネシリス。せっかく白熱してたのに」

「────」

　肩をすくめるだけで無言を保つ青の大特異点。

「あ、ほら、拗すねないの」

　その腕に寄りそい、シャンテは自分の腕をぎゅっとからめた。

「シャンテ、動けない。邪魔だ」

「いいじゃない。たまには二人で音楽鑑賞も悪くないわ。せっかくとびきりの詠が流れてるんだから」

「…………」




　Sew d-eleこの場所に、soul noiわたしはbis phia孤独〈ひとり〉, nevalissけれど

　──De phioゆりかごよりfel hypne立ちあがれ, lishe-l-Isis愛しく続くelmei nett全ての詠よ




「……いい詠だな」

　その場にただぼうっと立ちすくみ、レフィスは流れる音に耳を傾けていた。

　胸のうちに浸透していく温かみ。

　灰色名詠を学んできた自分にとって、〈讃来歌オラトリオ〉の役割とは、戦いのための道具でしかなかった。

　けれどそれは違う──〈讃来歌オラトリオ〉の真価はもっともっと深いところにある。

　そのことを教えてくれる慈愛の旋律。

「あんたも、そう思うだろ」

　自分やヘレンからも離れた階上に、旅人装束をまとう男が立っていた。




　Oo/ Deああ、Neighis夜明けの鐘よsheonわたしに, pelma Ses心踊る音色をyuty lueあたえて

　──ema悲しき夢のcoola-s-klusあなたをsolitis Eo覚ます、, Uhw kisそれはshan lef優しいyumie夜明けのNeight瞬きで




「……心躍る音色を、か」

　疼うずく右肩に左手を添えて、ミシュダルはその詠を復唱していた。

　自分でも気づかぬうちの行動だった。

　──夜明けの詠か。俺には似合わないな。

　フードの下、誰にも悟られぬ程度に苦笑した。

　乾いた砂のような旋律を紡ぎ、寂しい荒野さながらの歌詞を描く灰色名詠。

　灰色の詠にどっぷりと身を浸しすぎたせいで、夜明けの詠がどれだけまぶしいことか。

　理性のかわりに狂気。

　孤独の代償に強さを選んでしまった自分には、似合うまい。

「……レイン、お前なら喜びそうな詠だがな」

　かつて自分の隣にいた思い人。

　あの底抜けに明るい彼女なら、きっと似合うことだろう。

　だから──

　彼女のために、彼女の分までこの詠を聴くことは悪くない。




　uc lotasその切なくtes elfa懐かしいevhe旋律で、, shie-la始まりのEn meitis時をSes xeo伝えてlef xeoください

　──van hizその切なくlotas tes懐かしいelfa evhe旋律だけが、, neo metis遠いあなたのroos-l-Ec場所を教えてphiaくれる




「素敵な詠だね。詞も旋律も、素直にそう思うよ」

　イブマリーの肩に手を置き、カインツは周囲に流れる旋律に身をゆだねていた。

「まあ悪くはないわね。及第点」

「厳しいんだね」

「わたしが名詠式を教えてアーマがずっとついてたんだもの。当然よ」

　──なるほど、まったくだ。

　苦笑をかくす気もなく肩をすくめる。

　それを知ってか知らずか、彼女の声はしずくを含んだように濡れていた。

「でも……嬉しくもあり、悔しくもあるわね。結局わたしやアーマが何年もかけて教えたことより、クルーエルさんがあの子に伝えたことの方がはるかに大きかった」

「それだけいい出会いだったわけだ」

「……そうね」

　どこか遠くを眺めていた彼女が、ふと顔をあげた。

「そろそろ時間かしら」

　彼女の視線をそのままなぞり──自分の羽織るコートが、淡い夜明けの光に包まれていることに気づいた。

　ピッ……シッ…………ィッ…………

　閉鎖した夜色の空間の各所から亀裂音。

　頭上、前後左右、あらゆる方角で空間に裂け目が走っていく。固く凍りついた氷に罅ひびが入る光景を想起させ、亀裂が止めどなく展開していく。
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　亀裂の向こう、淡い白と青が調和した夜明け色の光があふれ────

「〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の覆う世界が消える時間……世界がもとの姿に戻る時間がきたみたい。目覚めの時間よ」

「そうだね……」

　全てが元に戻る。

　眠っている世界が目覚め、今ここにある世界が消える。

　と同時に、これで彼女とは何度目の別れになるのだろう。何度同じ光景を目にしても、胸を切り裂くような切なさは変わらない。

「そういえば、今回は珍しいね」

「なにが？」

　コートのすぐ横に立つ彼女が、ふしぎそうな瞳で見上げてくる。

「いや……その、なんていうのかな……君がこんな近くにというか、寄りそうというか」

「…………」

　しばらく黙っていたかと思いきや。

「──たまたまよ」

　言うなり、彼女がすたすたと離れていってしまった。

「……言わなきゃ良かったよ」

「後悔は先には来ないのよ」

　そう告げる彼女は、したり顔で微笑んでいた。

「じゃあ、またね──」

　彼女の別れの言葉に、カインツはそっと口元をやわらげた。

　初めてだった。

　彼女の方から、再会を思わせるような言葉を告げてきたのは。

　……でも、君本人は、きっと気づいてないんだよね。

「なによ、その怪しい笑み」

「ううん。なんでもない。またね、イブマリー」

「ええ。いつかどこかで、また」

　……そう。

　……悲しいことじゃない。

　だって、想いはここにある。それさえなくさなければ、きっとまた会えるから。
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　Sew ele dia全ての夢のKyel Neight生まれるriss Eo noi場所でhiz phiaあなたとmille共にelmei ole世界を仰ぎ

　──wi mille-l-pelmaさあ生まれpheno目覚めた子よ, Deris I世界がlihit Ecあなたをcross望むのだから




　Sew eleかぎりなきdia xeines道を素足でwat was歩く……Isis tis夜明けの, -Ye-emne風にこの身をxeines elen委ねて

　──De Ri risいつかIs-Ye-sophia Seきつと巡り会う、, was hiz約束のlaphia ecta風のririsis loar生まれる丘で




　世界を照らす夜明けの光。

　星明かりが消え、極光オーロラの灯が隠れ、夜を具現化した世界が消えていく。

　かわりに──

　夜色の竜が疾走する空の下には、緑の大地があった。

　冬の季節を越え、春の訪れを待つ花の芽が。氷混じりの河のせせらぎ、そこには既に、一足早く咲いた薄紅色の花びらが漂っていた。




〝ネイト……ありがとう〟

　背中ごしに伝わるほのかな感覚。

　振り向いたネイトの前に、クルーエルもまたこちらへと振り返っていた。

〝本当にありがとう。あの時の約束、本当に守ってくれたんだね。今になってようやく実感がわいてきたの…………わたし〟

　──そんなこと、ないです。

　首を横に振った。本当はもっと早く助けられれば良かった。

　ううん、そもそもこんな目に彼女を遭わせないよう守れたら、それが一番だったはずなんだ。そうだったら、こんなに不安な思いをさせることなんかなかったのに。

〝不安？　ううん〟

　にこやかに笑う彼女が、そっと顔を近づけて。

　互いの髪がふれ、鼻先がふれ、そして──




〝キミのこと信じてたよ。──ずっと、ずっと最初から〟




　唇が重なったのは一瞬。

　触れたという感触すらないくらいのわずかな瞬間。

　けれど、互いの気持ちを伝えるには十分すぎるくらいの一瞬で。




　それはまるで、流れる夜明けの詠に息づいた──

　その旋律の最後を飾る一小節そのものであろう、歌うような口づけだった。




〝ネイト……〟

　彼女の差しだした両手。

　その意を察し、ネイトは自分の両手を重ねた。

　触れる指先。温ぬくもりも想いも何もかもが────




　Sophit ele心はここに、, endeそして

　──Sophit ele心はここに、, endeそして




　互いに両手を重ねたまま。

　緋色の少女は、夜色の少年は、詠の終詩を織りなした。







　Ris sia眠れるsophia子供たちは, Riris ele目覚め、, elmei Selah飛び立ちpheno想いのsia-s─Co lue-l-Sophie歌の音色をnett息吹く




　Ris sia夜明けのsophia詠は, Neight ele巡り会う, elmei Kyelsその詠はriss Selahきつとcela-s─Sophitあなたにele Ende届くから

















贈奏　『いつかどこかで、またきっと』









　親愛なるヘレン・スフレニクトール様




　お元気でしょうか。




　こちらはだいぶ春らしくなって、学園のまわりにある木々も色づき始めたようです。

　温かいからついウトウト。

　時々、授業中でも危なくなって、そのたびにミオに起こしてもらったり。




　そうそう、二年生に進級してもクラスは変わらないそうです。

　そのかわり、制服の襟に刻んである学年の線が一本増えて、わたしの場合は赤の線が二本。変化といえばそれくらいです。だから気分も一年生から抜けきれなくて、昨日も間違えて一年生校舎に行ってしまいました。

　そんなわたしですが、新入生を迎える側になるのかと思うと少し緊張します。

　ケイト先生からは「一年生の見本になるように」と言われるけど、うーん、どうすれば見本になれるのかな？……ふふ、わからないなりに頑張りますね。




　ところで話題は変わりますが、例のお話、ケイト先生から聞きました。

　ジール名詠学舎とトレミアが姉妹校の協定を結ぶと聞いてビックリ。

　学生同士の交流会も予定されているみたいだから、一番に手を上げたいと思います。夏くらいには実現するらしいので、今度はわたしたちからヘレン、それにレフィス君に会いに行きますね。




　あれ、大変。もう手紙に書ききれなくなってしまいました。お話ししたいことがまだたくさんあるけれど……うん、それはまた、お会いした時の楽しみにとっておきます。

　それでは、また近いうちに。





クルーエル・ソフィネット






　　　　１




「……こんな感じでいいのかな」

　手元の手紙をじっと眺めつつ、クルーエルは握っていたペンを机に置いた。なんだか取りとめのない内容になってしまったけれど、まあかまわないだろう。

「うん、そうよ。大事なのは気持ちだもんね！」

　空色の手紙を丁寧にたたみ、白い封筒に詰める。

　赤い花を模かたどったシールで封をして完成。あとは投函するだけだ。

「──だいぶ時間かかっちゃったなあ」

　壁に掛かった時計は、既に早朝の時刻を指している。

　真夜中に思いたってペンと手紙を取りだしたはいいものの、たったこれだけの文を書くのに丸々一晩かかってしまった。

　……う……少し眠いかも。

　部屋の明かりは机上の小さな照明だけ。

　女子寮、うす暗い自室をふらふらとさまよい歩く。

　進級にあわせて二年生用の部屋に引っ越したばかり、いまだに自室の中身を覚えきれていないのだ。部屋の構造は前と同じだが、いっそのことと部屋の模様替えをしたのが裏目に出た。

　……もう、夜は明けたかな。

　眠気の残る目を手でこすり、反対側の手で窓のカーテンを引く。

　その瞬間。

　さっと差しこんできた眩まぶしい日ひ射ざしに、眠気が一気に吹き飛んだ。

「……すごい、あかるい！」

　まだ薄暗いかとばかり思ってたのに、とんでもない。

　白と蒼あおの鮮やかなグラデーションを映す上そ空ら。そこには綿わたのようにふわりとした雲が楽しそうに浮かんでいる。

　夜はいずこかに姿を消し、窓の向こうに展開するのは夜明けの色彩。

　それも抜群の快晴だった。

「ミオ、ほら見て！　すごく綺き麗れいな空だから！」

　自分のベッドに飛んでいき、そこに寝ている友人を揺り起こす。

「ほら起きてってば！　ミオ！」

「……う～ん、あたしもう……食べれないよ……むにゃ……」

「なに寝ぼけてるのよ。ほら、起きなさいー、朝ですよ？」

　しばらく揺すってみたものの、友人は毛布に頭からくるまって寝ぼけるばかり。やれやれ、もったいないなあ、せっかく綺麗な空なのに。

　渋々ながら、クルーエルは一足先に制服に着替えることにした。

「……あれ。クルルってばもう着替えてるの？」

　制服の袖そでに手を通していると、毛布の中からミオの声。

　よくよく見れば、金髪童顔の少女が毛布から首だけを出している。

「うん。今日はちょっと予定があって」

「ふ～ん、……そっか、がんばって」

　とろんとした目つきでミオがにっこりと。

「クルル、今日は食堂の特製ケーキ抽選券の配布日だもんね。先頭に並んで抽選券もらって、また最後尾に並び直す作戦だね」

「……そんなことしません！」

「えへへ、食べ過ぎて横に育つと、さすがのネイト君もショックだよ～？」

「だ、か、ら、違うよ！」

　慌てて両手を振るも、ミオは既に聞いていなかった。

　布団の中に頭ごと潜りこみ、どうやらまたしても夢の中らしい。

「──まあ、いっか。ミオ、わたし先にガッコ行ってるからね。朝ご飯はテーブルの上に置いてあるから」

「うんうん。じゃあ学校でね～」

　毛布から手だけを出す彼女。

　──まったくもう。これじゃあどっちが家主なのかわからない。

　胸の前で腕を組み、苦笑混じりの溜ため息いきを一つ。

「じゃ、行ってくるね」

　──でもまあ、いっか。

　わたしはわたしの予定があるもの。

　そう、今日は久しぶりに、彼と二人っきりで────




　　　　２




　大陸北部の街、フェルン。

　万年雪の残る山岳地帯、その麓ふもとに発達した街である。

　作物の育たぬ瘦やせた土地と厳しい寒気。もとより暮らす者もわずかだが、観光と鉱石でかろうじて生計が成りたっている。そんな小さな街だ。

　その街を抜けて連峰の方向へ。

　麓からでは見渡せないが、山の頂上付近には小さな古城が建っている。

　今でもフェルンに来た旅行客の多くが訪れるという。その理由は古城の観光、そして城に住むフェルンの王女に謁えつ見けんするためだ。

　ファウマ・フェリ・フォシルベル。

　自然の奇跡が生んだとしか考えられぬ、天上の鈴を想起させる声。彼女を知る者からは、世界でもっとも澄んだ声とも称される。

　そのフェルンの城で──




　ひゅぅっっ……

　鋭いうなり声を上げて過ぎ去っていく寒風に身をさらし、ファウマは謁見室の脇わきにあるバルコニーに立っていた。

　雪の積もる床に素足で立ち、凍りついた手すりへ素手で摑つかまる王女。

　白しろ銀がね一色のバルコニーに、真っ白な素肌の少女。その光景にはふしぎな調和があった。

　何かをするわけでもない。

　眼下に展開する広大な景色を見るわけでもなく、かといって何か考えごとをしている様子もないまま、ファウマはただじっとその場に佇ちよ立りつし──




「ファウマ、じっとしてると風邪をひくよ？」




　ファウマが首だけを横に向ける。

　純白の雪が降り積もるバルコニーに、漆しつ黒こくの外套ローブを羽は織おった名めい詠えい士しが立っていた。

　少年か少女かもわからないその人物。光沢ある黒の髪をゆらし、その双そう眸ぼうは艶あでやかな雰囲気を保ったまま濡ぬれている。

　唇には夜色のルージュが塗られ、その表情は常に微笑をたたえている。

　いつから、そしてどのようにここに現れたのか。が、ファウマの表情に変化はなかった。それが当然であるかのように。

「シャオ、久しぶりね。元気だった？」

「相変わらずというくらいかな。君は──」

　布一枚まとっていない姿を恥ずかしげもなく晒さらす少女。

　対する黒法師もまた、それを気にした風もなく彼女の姿をじっと眺め、そして。

「前より具合が良くなったみたいだね」

「……うん」

　少女は、かつて巻いていた包帯を一切巻いていなかった。

　病的なまでに白い肌。その表面に残っていた数えきれぬ傷痕と、止まることを知らぬ出血。そのどちらもが、以前と比べれば幾分落ちついているようだった。

「この頃ね、ちょっとだけ寝られるようになったの。……前はあんなに痒かゆくて痛くて眠れなかったのに、自分でも噓うそみたい」

　ファウマが自らの肌を指先でなぞってみせる。

　自分の身体からだに巣くっていた真精が消え、少しずつ病も改善に向かっていた。

「虹にじ色いろ名詠士に感謝しなくちゃね」

「でも、わたし、どうやってそれを伝えていいのかわからない」

「そればかりは自分で考えないとね」

　にこりと笑む漆黒の名詠士。

「……うん」

　それを境に、会話が途切れた。




　雪混じりの風が吹きつけるベランダに、白の少女と黒の名詠士。

　二人とも微動だにしない。ただ互いを見つめるばかり。

「そういえば──」

　沈黙を破ったのはシャオだった。

「ここで何をしてたの？」

「あなたを待ってた。そろそろ来てくれるかなって思ってたから」

　風になびく横髪を手で払う少女。

「自分を？」

「うん、聞きたいことがあったから」

　手すりから身を乗りだし、ファウマが見つめる先は雪を被かぶった針葉樹林。

「この世界で、名詠式はどうなったのかなって」

「人の視点から見た上では何一つ変わってないだろうね」

「……ふぅん」

　はるか遠くを眺めたまま、ファウマは眉まゆをつりあげた。シャオが言葉に含ませた意味は何だろう。人以外の視点で、名詠式に変化があったかのような口ぶりだ。

「一つ言えることは──自らの眼であった残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトが独立したことで、ミクヴェクスは自分の理想とする名詠式を具現化できなくなった」

〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉として名詠式の概念を再構築する。そのための器官であった残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトが人として飛び立ったがため、もはや名詠式の概念は組み直せない。

「ええと……もう一方だった〈その意志に牙剝く者アマデウス〉の勝ちになるの？」

「それがね、そういうわけでもないんだ」

「どうして？」

　片方が戦えなくなったのだ。

　ならば残りの側の勝利と言ったっていいはずなのに。

「詳しく知りたいなら、直接この子に聞いてごらん」

　この子？

　シャオが自分の肩を指さす先──

　漆黒の外套ローブに積もった雪。それが突然にぐらりと蠢うごめいた。

　雪を払い、シャオの肩上で妖艶な動きを見せるそれは、一匹の小さな蛇だった。

　白夜色の蛇。

　……まさか目の前にいるソレは。

「〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉と意識の深奥で繫つながった幼生体。本人曰いわく、〈その意志に牙剝く者アマデウス〉の真ま似ね事ごとだそうだよ」

　──つまり、今わたしの前にいるそれが、そのまま。




『初めまして、小さき娘こ』




　鎌首をもたげていた蛇が、にわかにその首を折ってうなずいた。

　人が会釈をするのに酷こく似じした恰かつ好こうで。

「……あなたがミクヴェクス？　ずいぶん可か愛わいらしい大きさね」

『大きさは、単に夜の幼生に合わせただけですから』

　夜の幼生。それが何を意味するか、ファウマに心当たりはない。

　けれど大した意味ではないのだろう。もとより自分とて、目の前のソレがミクヴェクスの真の姿とは思っていない。

「ところで聞かせてもらえるかしら。さっきの件──蛇あなたと竜アマデウスは、名詠式のかたちを巡って争っていたんでしょ」

『結論から言って、戦う必要がなくなったからとでも申しましょうか』

「残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトが消えたから？」

『いいえ。それは実のところ、大した問題ではありません』

　……問題ではない？

　思惑を超えた蛇の言葉に、ファウマは言葉につまった。

　いったいどうして。

『私や竜アマデウスに本来の姿というものはありません。意志法則体として普遍的、流動的に存在するがゆえ、力を制限する筐はこがない』

　シャオの肩先、名詠式の創造者が首をあげる。

　純白の粉雪のなかで、なおも白夜色の輝きは失われていなかった。

『言い直しますと、人の用いる不可能という概念が私にはないのです。たとえば自らの眼を復元し、そこから残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトをもう一つ生みだすことも』

「つまり現状は変わっていないのね」

　ただ、今まで残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトであった存在が人として生まれ落ちただけ。

　竜と蛇の抗争は終わらない。

　…………

　……そのはずなのに。

　争う必要がなくなった理由はなんだったのだろう。

『私と竜アマデウスは、別に仲が悪いわけではないのですよ？』

「そうなの？」

　何百年、何千年。あるいはもっともっと永い対立。

　それだけ互いの溝も深いと思っていた。

『お互い対等な間柄ですから。名詠式という画板キヤンバスに描く理想像も同じ。ただそこにたどり着くまでの過程のみ、互いの意見が異なっていただけの話です。その相違ですら、互いに意思疎通を欠かしたことはありません』

「じゃあどうして、争いをやめるの」

『人じみたことを言いますが……私も、夢を見たくなりました』

　バルコニーから眼下の光景を眺めるミクヴェクス。

　その仕し草ぐさはどこか愛いとしげで、女性的な優しさに満ちていた。

『私と竜アマデウスは、名詠式を人に与えし理想の贈り物にしたかった。だからこそ名詠式があらぬことに用いられるのを見たくなかった。────だから私は、名詠式に対する人の意識を変えたくて、名詠式そのものの概念をもう一度初期化したかった』

「それはシャオから聞いたわ」

　一方で竜アマデウスは、人の自浄努力──人自らが名詠式の在り方を正すことを見守ろうとしたという。

　名詠式を憂うという点で共通の意識を持ちながら、願う手段の相違が対立を生んだ。

『そうです。そしてシャオに呼びかけ、あと少しで私の理想が世界に満ちる──その直前で、黄昏たそがれに愛された夜色の少年がそれを拒んだ』

　ネイトという少年。

　かつて自分の下を訪れた時は、ああも幼い印象でしかなかったあの少年が。

『……本当にふしぎな少年です』

　蛇が頭上を見上げ、そして。

『今まで私の理想に敵対した名詠士は、必ず竜アマデウスの力を頼った。だからこそ続く私と竜の対立──しかしあの少年だけは違う。彼は調律者の力を借りようとせず、人の絆きずなだけで私に訴えた。そして私という世界の果てまで行き着き、残酷なソフイア・純粋オブ・クルー知性エルネツトでしかなかった存在を、自らの愛する者として昇華させた……人の力だけで調律者わたしたちの壁を越えた。…………いいえ、越えてくれた』

　人に与えし理想の贈り物、それが名詠式。

　そして、まさに人だけの力で人を助けだした。それも名詠式を創った創造者から。

　それはつまり──

『そう。私や竜アマデウスが、かつて名詠式を創造した時に描いた理想。それを何より体現したのがあの少年だった。詠うたを愛し、詠に愛された者の姿がそこにあった』

　名詠式を誰より大事に思う者。

　そして、その名詠式で愛する者を守り抜いた者。

『だからこそ、私もまた夢を見たくなった。あの少年が愛した世界なのだから、私が……いいえ、調律者われわれが名詠式を創った時に願ったものは、もしかしたら既にこの世界に芽め吹ぶいているのかもしれないと』

　白夜色の蛇が眼下を見つめる。

　真っ白に、何層も何層も積もった凍える深雪。けれどその下にもまた、春を夢見て眠る花の芽があるかもしれない。

『だから、私も見守ってみたくなりました。竜アマデウスが幼生をこの世界に授けたように、私もまたこの幼生という姿を用いて』

「…………そうだったのね」

　夜色の少年が求めたものはただ単に、自分の愛する少女を助けること。

　ただそれだけ。それだけを純粋に、一途に、誰よりも強く願い続けた。その一念がシャオを、そして名詠式の創造者たちを凌りよう駕がしたのだ。

　──ふと、視線をもとに戻した。

　蛇を肩に乗せ、変わらぬ微笑のままの名詠士へ。

「シャオはどうするの」

「しばらくこの子のお伴をしようかな。自分も興味がある。あの詠の行きつく世界の姿を。──あれを聴いた者としてね」

　あの日、世界中の誰もが聴いた。

　ネイトという少年とクルーエルという少女の織りなした二重奏。

「そうね……あえて言えば、シャオが負けた理由がそれだと思うの」

　名詠式は自分の望むものを詠よぶもの。だから、二人で一つの詠を紡ぐためには、二人でたった一つの願い、一つの想おもいを共有しなくてはならない。

　思い描く音一つ、歌詞一つ違えてはならない。

　それを、互いの意志を重ねることだけで全すべて調和させることの難しさ。不可能──そう思われてるから、名詠式での合唱は想定されることすらない。

　だけどネイトには、自分の心に全てを重ねてくれる少女がいた。

　そしてクルーエルには、自分の想い全てを受け入れてくれる少年がいた。

「たしかにあなたはとても高貴な願いを持っていたわ。けれど──」

　いと高き願いを持つ者としての孤独。

　シャオには、自分の詠を共に紡いでくれる相手がいなかった。それが唯一、ネイトにあってシャオに欠けていたものなのだろう。

「……そうだね。そうかもしれない」

　シャオがくすりと笑う。

　普段と変わらぬ微笑。けれど、わずかにその声が湿っているようにも思えた。

「ねえシャオ──」

「ん？」

「そういえばテシエラとアルヴィルは？」

　あの二人だから元気にやっていると思うけど、今どこで何をしてるんだろう。

「アルヴィルは祓名民ジルシエの修行のやり直し。と言っても、祓名民ジルシエの首領の庭園で草むしりの刑だけどね。テシエラは相変わらずの風来坊。いずれフェルンにも顔を出すって言ってたから」

「……そう」

「二人ともそれなりに忙しいみたい。やることがあるのはいいことだろうね」

　言って、シャオが身をひるがえす。

　それが何を意味するか。その単純な仕草だけで理解できた。

「もう出発しちゃうの」

「うん。旅立ちは早い方がいい。今は心のおもむくままに」

　肩に白夜色の蛇を連れ、シャオが横顔だけ振り向いた。

「それじゃあねファウマ。いつかどこかで、また──」

「ええ。次に来る時は、その暑そうな外套ローブを脱いできてね。わたし、とびきり素敵な服を用意しておくから」

「……楽しみにしてるよ」

　風が、吹いた。

　手すりに積もった雪が舞い上がる。ベランダだけ吹雪ふぶきがきたような白一色に。視界を粉雪がさえぎったその一瞬後。




　ファウマが目を開けた時には、目の前からシャオの姿は消えていた。




「……春の訪れか」

　顔にあたるまぶしい陽光。目の上に手をかざし、ファウマは目を細めた。

　──みんな、それぞれの道を歩きだしていく。

　調律者である〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉も〈その意志に牙剝く者アマデウス〉も。

　アルヴィル、テシエラ、それにシャオ。

　三人と一緒だった時間は本当に短い一時。だけどそれは本当に価値ある一時で、自分が自分としていられた時間。

　と同時に気づかされた。このままではいけないと。

「……わたしも頑張らないと」

　小さな自分の手の平を握り、ファウマは胸を広げて朝あさ陽ひを仰あおいだ。

　まずは、自分の病を少しでも治したい。その上で少しずつ体力もつけて。

　そしたら自分も外に出て、アルヴィルやテシエラのところに行ってみたい。自分が行ったらきっと驚くことだろう。

　そしたら次に、シャオを追いかけて大陸中を回って……

　うん、やりたいことはたくさんある。

　だから今は、ゆっくりゆっくり、自分の描く道を歩いていこう。




　──この世界に、生きていることに感謝しながら。




　　　　３




　夜明けの空。

　青い陽光を背に受けて、ネイトはその場にじっと立っていた。

　学園がほこる広大な敷地の一端。一年生校舎から学生寮へ続く道を、さらに脇へ進んだ先にある場所だ。

　背の高い草や花が無秩序に生えた荒れ地。奥には錆さびた鉄製の柵さくがあり、生徒が立ち入らぬよう周囲をぐるりと囲っている。その鉄柵の先に見えるのは古い木造校舎だった。

　かつてはエルファンド名詠学舎と言われた校舎。

　ネイトが立っているのは、校庭の端にあたる場所だった。

　校庭といえど遊具は全て撤去され、今では古びた木製のベンチが残っているばかり。

「……まだかな」

　ぽつりと呟つぶやく声は、冷たさの残る風にさらわれた。

　冬がどこかへ立ち去る時、持ち帰ることを忘れた冷気の残ざん滓し。

　右手に一欠片かけらの黒曜石。

　もう何度、この触媒カタリストを使ったことだろう。その硬い感触も、今では自分の手にすっかりなじんでしまった。

　と──

　背中の方向で小刻みな足音。誰かが走っているような。

「ネイト、おまたせ！」

　振り向けば、そこにはいつもどおりの彼女がいた。

　涼しげな陽光を受けて鮮やかに輝く緋ひ色いろの長髪。すらりと伸びた長身を白の制服で包み、優しげに微笑ほほえむ少女。

　クルーエル・ソフィネットが立っていた。

「おはよ、ごめんね！　ヘレンちゃんに手紙書いて、ここに来る前に投函しようって寄り道しちゃったの」

　申し訳なさそうに息つく彼女。

「ううん、時間どおりだと思います。むしろ僕が早く来すぎちゃっただけだから」

　早朝の待ち合わせ。

　朝早く起きて名詠式の練習というのがネイトの日課なのだが、その練習にクルーエルも行きたいと言ってきたのがつい昨日のことだった。

「そうなの？　どれくらい前からネイト来てたの？」

「ええと……一時間くらい前かな」

「そんなに？　なんだ、それなら教えてくれればいいのに。わたし一晩中起きてたから」

　鞄かばんを後ろ手に、はにかむような彼女。

「え、それじゃあクルーエルさん徹夜？」

「うん。あ、でも平気だよ、ちゃんと目も覚めてるから！」

　クルーエルが嬉うれしそうに握り拳こぶしを作ってみせる。

　その言葉のとおり、たしかに眠そうな様子は感じない。

「でも平気ですか、体調が悪いとか」

「ううん違う違う！……違うの」

　ベンチの上に鞄を置いて、クルーエルがわずかに頰ほおを朱に染めた。

「ええと……なんだろ……なんだか緊張しちゃって」

「緊張って、名詠式の練習をですか？」

「ううん────だってほら」

　なぜか用心深く周囲を眺め回し、ほっとした面おも持もちでクルーエルが息をつく。




「キミと二人っきりで話すのって、実はすごく久しぶりだもん」




　その言葉を自分でも胸の中で繰り返し、

「──そういえば、最近そうでしたよね」

　クルーエルの言葉の意味がなんとなくわかった。

　あの時、彼女と一緒に学園に戻ってから。

「まずは……ええと、よくわからない打ち上げでしたっけ」

　ミオ主催の『クルルお帰り会』。

　それが夜通し続いた翌日、数日間学園を離れた分の補習レポート。

　さらに待っていたかのように続いたのが冬期末試験だ。それも何とか乗りきって、ようやく冬休みになったかと思えば……

「あの……ごめんね。二人っきりで行くって約束してたのに」

「あ、そ、そんなことないです！　ほら、みんなで行っても楽しかったから！」

　しょんぼりと肩を落とす彼女。対し、ネイトは慌てて両手をふった。




〝一緒に旅行に行きませんか。僕、すごく素敵な場所を知ってるんです〟

〝母さんと一緒に大陸を回っていた時に見つけた、とっておきの秘密の場所です。クルーエルさんがどこかに観光したいなら、絶対おすすめの場所があるから〟




　凱がい旋せん都市エンジュで約束した旅行の話だ。

　冬休みで予定をこっそり立てていたとある日。クルーエルの部屋に遊びに来ていたエイダとミオが、テーブルに置いてあった旅行案内を見てしまい────

　結果、次の日にはクラスメイト全員で旅行に行くことが決定していた。しかも二人が予定した場所とはまるで違う観光地に。

　そして、そんな冬休みが終わった後は二年生への進級だ。

　校舎替え、寮の部屋替え。新しい教本の用意に、より高度な講義の受講。目が回るような慌ただしさで一日一日が過ぎていった。

　その煩はん雑ざつな日々に、ようやく終わりが見えたのが昨日だった。

「だから、二人っきりでいる時間て本当に久しぶりなんだよ」

「……そうですね、本当に」

　ふわりと薫る心地よい風に、ネイトは空を見上げた。

　そんな姿を見て──

「ネイト、少しだけ背、伸びたね」

　クルーエルが楽しげな様子で教えてくれた。

「え、ホントですか！」

「うん。ほら、ちょっとこっち来て」

　おいでおいでと彼女が手招き。

　言われるまま、彼女の隣に並んで立ってみる。けれど自分の目線はやっぱり彼女の首下あたりで──

「あれ、ごめんネイト。やっぱり変わらないかも」

「……くるーえるさーん？」

　並び立った姿勢のまま、じぃっと彼女の瞳ひとみを見上げた。

　……やっぱり変わらないのかな。

　今は男子寮で寝てるであろうアーマからも、『相変わらず背は伸びんな』と言われ続けてしまっている。そろそろ言い返してみたいのだけれど。

「ふふ、だいじょうぶよ。今日ガッコが終わったら身長測ってみようか。きっと少し伸びてるはずだから」

　楽しそうに微笑み、彼女はそっと手を差し出してきた。

「でもわたしは別に、今のネイトのままでもいいよ？」

「……僕は、もうちょっと伸びた方が嬉しいです」

　その手を、ネイトはそっと握りしめた。

　温かい、そしてそれ以上に、なんか心がほっとする。

「そう？　でもほら、女の子の方が背が高いとわたしの方から──」

　手を握りしめたまま、クルーエルがそっと唇を近づけて。




　ほのかに紅を帯びた唇と唇が、重なった。




「えへへ、やっぱり二人きりでも緊張しちゃうね」

　唇以上に頰を赤らめる彼女。その姿に思わず見とれてしまいそうで。

　……だ、だめ、ぼうっとしちゃだめなんだから！

「そ、そういえばクルーエルさん────」

　照れ隠しのつもりでネイトは必死に場つなぎの話題を探し……

「今年の競演会コンクール、またカインツさん来てくれるそうですよ」

「え、本当？」

「はい。今はまたいろいろと歩き回ってるそうですけど、夏にはトレミアにも寄ってくれるって」

「そっか……それじゃあ、その時にわたしもちゃんとお礼言いたいな。カインツさんも助けてくれたんでしょ」

　そうなのだ。

　この世界に戻ってきた場所は全員同じだったのに、一番最初に姿を消したのが彼だった。




〝いい詠だったよ。あとは二人で仲よくね〟




　片目をつむってコートをひるがえす虹色名詠士。

　それが最後に見た彼の姿だった。

　ところがつい昨夜、自室に入ってきた音響鳥から聞こえてきた彼の声。

「カインツさんも元気そうでした。今はネシリスさんたちと合流して、凱旋都市の復興のお手伝いをしてるんだそうです」

「そっか、それならいいの。また会えるなら」

　ベンチに置いたままの鞄から、クルーエルが名詠式に使う触媒カタリストを取りだした。

　日を浴びて輝くそれは──緋色の花びら。

　その花はきっと、彼女の妹と同じ名前のものだろう。

　……アマリリス、きっとどこかで見てるんでしょ？




「結局、名詠式って何だったんだろうね」




　見上げれば。

　緋色の花びらを手の平に載せ、クルーエルがじっとそれを見つめていた。

「この世界でまだ名詠式が消えずに残ってくれてる。それって、まだわたしたちが名詠式を必要としてるからなんだよね。……だとしたら、たとえばわたし、妹アマリリスに胸を張るには、どういう使い方をすればいいのかな」

「────前に、母さんからも同じこと訊きかれたことがありました」

「答えは？」

　ネイトは首を横に振った。

　あの時の自分は、答えられなかった。

「……ええと」

　視界の半分でクルーエル、もう半分で空を眺めながら。

「僕は、あんまり大きな意味って考えたことないんです」

　シャオのように具体的な理想は持ってない。

　母と虹色名詠士のように、名詠式で交わした長年の誓いというものもない。

「でも僕は、名詠式があって良かったって心から思ってるんです」

「それは……どうして？」

　上目づかいに訊たずねる彼女へ。

「だって」

　両手を広げ、ネイトは言った。




「クルーエルさん、一緒に詠ってくれたじゃないですか」




　一緒に心を重ねてくれる人を見つけた。そしてその人が消えてしまう危機に陥った時、それから助けることができたのも、名詠式だった。

　二人で一緒に詠うという理想。

　二人で一緒に詠を奏でるという約束。

　──自分たちの理想も約束も、そこに全部詰まってた。

「前にも言ったかもしれないけど、僕はクルーエルさんの名詠式好きですよ。見てるだけで綺麗だし、楽しいし」

　アマリリスだってそう言うだろう。そうでなければ、自分の全てを賭としてまでクルーエルを助けようなんてしないはずなんだから。

「だから、今までどおりでいいと思うんです。クルーエルさんの名詠式は、僕が初めて会った時からずっと────クルーエルさんそのものだったから」

　アマリリスが愛し、守り続けた詠。

　黎明の神鳥フエニツクスが愛し、慕い続けた詠。

　それがクルーエルの紡ぐ詠であり、彼女をそのまま音色に表したものなのだから。

「…………うん」

　緋色の花をじっと見つめ、クルーエルがうなずいた。

「そうだよね、わたしの名詠式はわたし自身だもん……頑張らないとね。ケイト先生にも、二年生になったんだし、新入生のお手本になるようにって」

「そうですよ」




　涼やかな陽光を仰ぎ見る。

　そう──

　見慣れた学校の、見慣れた景色。それでもその風景は、少しずつ色を変えつつある。

　冬から春へ。

　ついこの前に転入したばかりかと思っていたのに、季節は足早に巡っていく。

　二年生に進級して、そして今この時も時間は流れていく。

　少しずつ少しずつ。けれど、振り返れば遥はるかに過ぎ去ってしまうほどの速さで。

　それを感じた瞬間。




　風が、吹いた。




　……あ。

　ふと薫る風には、微かすかに秋の枯れ草色が混ざっていた。

　訪れる春でもなく、過ぎ去った冬でもない。

　それよりずっとずっと前の季節。

　枯れ草色の、今は過ぎ去ってしまった秋色の思い出。




　──ねえ母さん。

　──母さんも、カインツさんとこの場所を歩いたことがありますか。




　目の前に、枯れ草色のコートを羽織る少年と、その隣を、恥ずかしそうに彼から少しだけ距離を置いて歩く少女の姿が見えた気がした。

　きっと、遠い昔、二人も同じ場所を歩いていたのだろう。

「ネイト？」

　ふしぎそうな瞳でクルーエルが首をかしげる。

「……僕、ようやく母さんとの約束を果たせた気がします」

　またたきをした次の瞬間、その二人の幻はすっと消えてしまった。

　──もう、わたしたちを追わなくていい。母がそう言っている、そんな気がする。

　二人が歩いた道を、ここから先は僕たちが歩いていかなくちゃいけないのだから。

　……そうですよね、母さん、カインツさん。

　ようやく母との約束が全部守れた。だから──

「あの、……クルーエルさん！」

「なに？　あらたまっちゃって」

「僕、クルーエルさんのこと絶対守りますから！」

　瞬間、それを聞いた彼女が小さく飛び跳ねた。

「え、ど、どうしちゃったのいきなり！　それって……どういう……」

「その……ええと……急に言いたくなっちゃって。特に何かあるわけじゃないですけど」

「──ああ、なんだ。びっくりしたよ。わたしてっきり、また怖い目に遭うのかなって」

　胸に手をあてて彼女が小さく息をつく。

　ほっとしたような表情。

「あ、ごめんなさい。逆に驚かせちゃいました？」

「ううん。いいよ、嬉しいから。…………じゃあ、次はわたしから聞いてもいい？」

「はい、何ですか」

　すると彼女は姿勢をただし、胸に手をあてて──

「…………」

「クルーエルさん？」

　あれ、どうしたんだろう。

　よくよく見れば、胸に手をあてたままクルーエルの顔がみるみる真っ赤になって。

「や、やっぱりダメ！　いまのナシ！」

「え、どうしてです？」

　だって──消え入りそうな声でそう呟いて、クルーエルはさっと顔をそらしてしまった。

「……その……恥ずかしくて…………言えないよ」

「そんなことないです」

　そんなクルーエルの横に回りこみ、ネイトは彼女の目をじっと見つめた。

「僕、ちゃんと聞きますから」

「……笑ったりしない？…………返事も、してくれる？」

「笑いません。ちゃんと返事だってしますから」

「や、約束だよ？──それじゃあ、いいんだね。言うよ？」

　緋色の髪をなびかせて。

　彼女は恥ずかしそうに、けれど本当に嬉しそうにこう言った。

「……あのね、ネイト」







　いつか、みんながこの学校を卒業した先も、

　いつか、みんなが自分の道に向かって別々に歩きだしたその後も、

　わたしたちは……ずっと一緒だよ？




　わたしとキミはずっと一緒に、幸せに歩いていけるよね？










　……そう。

　ずっと心に決めていた。

　母との約束を果たして胸を真っ白にした後は、今度こそ、自分の一番大切な人と一番大切な約束をしようって。

　どんな約束であったって守ってみせるって────

　だから──

　ゆっくりと、彼女に伝わるようにうなずいた。

　勇気を出す必要はなかった。

　ただ自分の気持ちそのままに、うなずいた。

「……ありがとう」

　目の前の少女が、濡れるまぶたを指先でおさえる姿。




　──わたし、キミと会えて本当によかった。




　夜色の少年のところへ、緋色の髪の少女がゆっくりと歩いていく。

　どちらが先に手を差しだしたのだろう。

　互いに両手を広げ、互いに歩を進め……




　少年と少女は、優しくお互いを抱きしめあった。










　青く輝く陽が煌こう々こうと照らす、その学園で。

　どこからともなく。

　あの日、世界中の誰もが聴いた、夜明け色の詠が流れていた。

　いつまでも、ずっといつまでも。




　そう。だから、

　いつかどこかで、またきっと────
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あとがき









　このあとがきを終えれば、ひとまず『黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい』における自分の役目は終わりになります。残すところあと八頁少々、どうか最後までお付き合いください。




　お久しぶりです、細さざ音ね啓けいです。

『黄昏色の詠使いＸ』、手にとって頂きありがとうございます。

　詠うたも物語も世界観も、最終話を飾かざるにふさわしいものをと思って積み上げてきたつもりなのですが、それを少しでも感じて頂けるものになっていれば幸いです。

　最後だから苦労談の一つでもと思っていたのですが、やはりこうして最後まで来ると、苦しかったことは忘れてしまうからふしぎです。

　──今、振り返ってみて。

　幸いにも物語を書き続けられて、その間、担たん当とう編へん集しゆうの方からは常々、「黄昏色は幸せな作品です」と言われていました。読者の方が口づてで広めてくださったり、時にはウェブで紹介してくださったり、書店の店員さんが手製ＰＯＰを作ってくださったり──そうした応援がとても多く、この力が編集部にも届きやすかったそうです。

　そして何より、一巻目を手にしてくれた方が最後まで応おう援えんしてくださったこと。

　そういった全ての支えによって、こうして物語を続けられました。この場を借りてお礼申し上げます。本当にありがとうございます。




　さて。せっかくですので、ここから先は時系列順に振り返ってのお話を。




　◆構想──始まりに『名前』あり

『イヴは夜明けに微笑ほほえんで』にて新人賞を頂いたのが、今からもう三年半前になります。

　構想自体はそれより前だったのですが、ひらめいたキッカケは、細音にしては珍めずらしくもタイトルが先にあって、それから物語がついてきたという形です。

「夜よる色いろ召しよう喚かん術じゆつ士し」──最初は本当にシンプルなタイトルだけを思いついて、「でも召喚って何だろう。単なる召喚じゃ味気ないし……」、というところから名詠式が生まれ、登場人物たちが生まれ……という具合。

　名前を詠ぶから名詠式。「夜色召喚術士」という『名前タイトル』から、そういった全ての世界観と物語が生まれたという──今作については、まさにその名詠式を体現した関係になっている気がして、ちょっとふしぎな縁えんがある気がします。




　◆詠うた使つかい

　苦労話がないという最初の話と矛盾するようですが、とにかく最後まで繊せん細さいな調ちよう整せいが必要だったものが「詠」でした。いつも締切間際まで悩んで、それを原稿の校こう正せい時じにまた直したり……いわゆる「呪文」にも「歌」にも染めず、両者の中間くらいに仕上げようと心がけてみましたが、一つでも気に入ってくださった詠があれば幸いです。

　というわけで、代表的な三人の詠について、少しだけ裏うら話ばなしぽいことを。




・イブマリー、『始まりの詠』

　とにかく一番にお目見えする〈讃来歌オラトリオ〉です。最初に作ったのもこの詠で、物語の方向性を決定づけた詠でもあります。「さあ、生まれ落ちた子よ。世界があなたを望むのならば～」という、〈讃来歌オラトリオ〉の共通詞もこの時に生まれました。

　今では多くの名詠士が使っていますが、あの共通詞はそういう意味で、世界中の誰よりイブマリーのためのものかもしれません。

・クルーエル、『人として詠うということ』

　イブマリーに続き二番目に出てくる詠が、クルーエルの詠です。

　クルーエルについては一つのテーマがあって、それが「『人』としての成長」でした。

　一巻当初は名詠式の勉強に乗り気でなかった少女が、少しずつ変わっていく──そんな姿を描きたくて、詠のフレーズもそれを反映させています。

　五巻（第一楽章ラスト）、九巻（第二楽章ラスト）、十巻（第三楽章）。各楽章の最後には必ずクルーエルの詠が流れますが、この詞の内容が、第二楽章時は第一楽章を、第三楽章時は第二楽章の詞の内容を受けたものになっています。

　楽章が進む事に、クルーエルの詠も成長していく。そんなイメージです。

・ネイト、『Sophit ele想いはEndeここに』

　一巻の三番目に登場する詠が、ネイトの詠です。

　そんなネイトについては、イブマリーの詠を継けい承しようしつつ、徐々に自分の色を見せていきたいなと。蝙こう蝠もりやら黒こく馬ば、黒くろ薔ば薇らなど、一番たくさんの詠を考えたのがネイトでした。小さな詠を積み重ね、やがて自分の名めい詠えい式しきを探して歩いていくようなイメージで。

　イブマリーの詠から始まる「さあ生まれ落ちた子よ、世界があなたを望むのならば～」という〈讃来歌オラトリオ〉の共通詞に対し、ネイトの最後の詠だけは次のようになっています。

　──「さあ生まれ目覚めた子よ、世界があなたを望むのだから」

　もしかしたら、これこそが彼の見出した詠の象しよう徴ちようなのかも。




　◆セラフェノ言語（セラフェノ音語、セラフェノ真言）

　詠を作る際、やはり気を使ったものがセラフェノ音おん語ごとセラフェノ真しん言ごんです。

　解読することで色々と面白いことが見えるこの言語ですが、ウェブやブログ等で解読に挑ちよう戦せんしてくださった方がたくさんいらっしゃって、そのお礼に、このあとがきでセラフェノ真言の設定資料を付けようとも考えたのですが……それはあえて考え直しました。

　というのも──またごく近いうち、セラフェノ言語の資料をおまけとして添付できるであろう小説を書けそうだから。その時まで、もう少しだけ温あたためておこうと思います。

（今は、『緋色の少女の贈奏エピローグ』での訳語公開ということで）




　……さて。そろそろ、あとがきの残りも短くなってきました。

　ページが残っているうちに、ここまでたくさんの力をお借りした方にお礼を。

　竹岡美穂さん──最後まで素す敵てきなイラスト、本当にありがとうございました。本当に、イラストの力にどれだけ助けられたことか。無茶なお願いばかりする迷惑な作家ですが、また是非、一緒にお仕事をさせて頂けたらと願っています。

　編集Ｋさん──竹岡さんと引き合わせてくださったこと、受賞時からずっとご尽力頂いたこと。ここまで来れたのは、やはりＫさんの力が大きいと思います。本当にありがとうございます。そして、新シリーズも引き続きよろしくお願いいたします。

　そして全ての方へ──最後までネイトとクルーエル、イブマリーやカインツたちの歩みを見守って頂き、本当にありがとうございました。もちろん「黄昏」の世界はこれで終わりというわけでなく、ネイトやクルーエルの物語もまた、色々とドタバタがあるような気がします。いつかどこかで、また、ふとネイトたちの姿を見かけましたら、「お、元気にしてるんだ」と思って頂ければうれしいです。




　◆この先のこと

　本シリーズ後の物語について。ひとまずの区切りまでたどり着いた「黄昏」から舞台を移し、次なる物語は「楽園」をめぐる少年と少女の物語を考えています。

「黄昏」の四巻が刊行される前後くらいから、それと並行して世界観を構築し始めていた物語がありました。構想段階から考えると丸二年くらいでしょうか。

　それでは、少しだけそちらのご紹介を──
















　◆そして物語は「楽園」へ




　ようこそ。穢歌の庭エデンに堕ち、そして浮遊大陸オービエ・クレアへと昇り帰った者よ。

　千年、凍いてついた楽園がお前を待っていた。




　舞台は、ただ一つ人が住まう地である浮遊大陸オービエ・クレア。

　その浮遊大陸の高度一万メートル下には『穢歌の庭エデン』と呼ばれる「氷ひよう結けつの鏡きよう面めん世せ界かい」が存在し、人は穢歌の庭エデンの侵攻に怯えながら暮らしていた。

　これはそんな世界をめぐる──結界を支える少女と、双そう剣けん使つかいの少年の物語。




　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




『氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン　楽園幻想』

　２００９年、９月19日（土）刊行。

　同日売のドラゴンマガジンにて短たん編ぺん掲けい載さい。

　この本の刊行が２００９年８月ですので、実は来月刊行なんです。

　イラストは、カスカベアキラさんにお引き受け頂きました。

　ちなみに、完全新シリーズではありますが、ここまで黄昏を読んでくださった方なら、「これ、もしかして」とワクワクしてもらえる要素があったりするかもしれません。（あとかきでも触れたアレの箇所とか、色々と面白いことに）




　世界観、物語、登場人物、そして種しゆ々じゆの独どく自じ要よう素そ──「黄昏」の長所を伸ばしつつ、足りなかった要素を加えられる作品にできればなと思います。ここからまた頑張っていきますので、どうか引き続き応援して頂ければと願っています。

　さて。黄昏の裏話もスペシャルサンクスも、次回作の予告も済みました。本当に、これがお別れの挨拶になってしまいます。それでは……




『黄昏色の詠使い』を最後までお読み頂き、本当にありがとうございます。ネイトやクルーエル、そして物語の全ての登場人物たちに代わり、この場でお礼申し上げます。

　願わくば来月、また『氷結鏡界のエデン』でお会いできますように。




　二○○九年六月上旬、暑い風の吹く夜に
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細さざ音ね啓けい

『黄昏色の詠使い イヴは夜明けに微笑んで』で第18回ファンタジア長編小説大賞佳作を受賞、同作でデビュー。……それから2年半、ネイトとクルーエルも、ようやく最初のゴールまでたどり着けました。――ここまで応援してくださった全ての方に感謝を。そして同時に、今日この日から、また頑張りたいと思います。どうか応援よろしくお願いいたします！
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